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前期基本計画

第Ⅱ部 分野別の政策

　１　　結婚・出産・子育て／３

　２　　教育／９　

　３　　健康・医療・福祉／１５

　４　　スポーツ／２１

　５　　地域コミュニティ／２７

　６　　郷土愛／３３

　７　　行政・パートナーシップ／３７

　８　　都市・交通／４３

　９　　防災・防犯／４９

　１０　産業・雇用／５５

　１１　観光・交流／６１

　１２　農林水産／６７

　１３　環境／７３

　１４　文化・芸術／７９
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結婚・出産・子育て

3

分野
０１

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 若 者 の 出 会 い か ら 結 婚 、 子 育 て ま で を 切 れ 目 な く 支 え 、 社 会 全 体

で 子 ど も と 家 庭 を 支 え る 環 境 づ く り を 進 め ま す 。

写真①

写真②

写真③

富 山 市 は こ れ ま で 、 保 育 サ ー ビ ス や 子 育 て 支 援 拠 点 、 妊 娠 期 か ら 子 育 て

期 ま で の 相 談 支 援 な ど 、 子 ど も と 家 庭 を 支 え る 基 盤 を 整 え 、 地 域 や 関 係

機 関 と 連 携 し な が ら 、 結 婚 、 出 産 、 子 育 て の 希 望 を 支 え る 取 組 を 広 げ て

き ま し た 。

一 方 、 出 会 い の 機 会 不 足 や 経 済 的 不 安 な ど を 背 景 に 、 結 婚 や 出 産 に 対

す る 希 望 の 実 現 に 課 題 を 抱 え る 人 も い ま す 。 ま た 、 子 育 て 家 庭 の 孤 立 感 、

児 童 虐 待 リ ス ク の 顕 在 化 な ど 、 子 ど も や 家 庭 を 取 り 巻 く 課 題 が 複 合 化 し

て お り 、 地 域 全 体 で の 対 応 が 求 め ら れ て い ま す 。

今 後 、 結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て の 各 段 階 を 切 れ 目 な く 支 え る 視 点 の も と 、 経

済 的 負 担 の 軽 減 、 出 会 い の 機 会 創 出 、 子 育 て 環 境 の 充 実 を 強 化 し ま す 。

ま た 、 地 域 ・ 企 業 ・ 関 係 機 関 と の 連 携 を 深 化 さ せ 、 社 会 全 体 で 子 育 て を

支 え る 仕 組 み へ 発 展 さ せ ま す 。 さ ら に 、 こ ど も ま ん な か の 視 点 の も と 、

子 ど も の 声 を 生 か し た 施 策 展 開 に 努 め な が ら 、 誰 も が 安 心 し て 自 ら の 希

望 を 描 け る ま ち づ く り を 進 め ま す 。

結婚・出産・子育て分野に関連するSDGｓゴール
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

若い世代の結婚の希望をかなえるため
に、不安を取り除く支援が求められてい
ます。

①

晩 婚 化 ・ 未 婚 化 が 進 む 中 、 結 婚 希 望 の あ る 若

い 世 代 の 中 に は 、 経 済 面 へ の 不 安 や 出 会 い

の 機 会 不 足 に よ り 、 結 婚 の 希 望 と 実 現 に 差

が あ る 状 況 も み ら れ ま す 。 若 い 世 代 が 富 山

で 自 分 ら し い 人 生 を 描 け る 環 境 づ く り が 必

要 で す 。

子育ての孤立感や経済負担への支援な
どを通じて、子育ての喜びを実感できる
環境整備が求められています。

③

子 育 て の 孤 立 感 や 経 済 的 な 不 安 な ど に よ り 、

子 育 て の 喜 び を 十 分 に 実 感 で き な い 環 境 や 、

ひ と り 親 家 庭 を 取 り 巻 く 厳 し い 状 況 が 課 題

と な っ て い ま す 。 安 心 し て 子 育 て で き る 環 境

づ く り が 求 め ら れ て い ま す 。

妊娠期から子育て期にかかる多様な支
援ニーズへの対応や、安全・安心な保育
環境の提供が求められています。

②

妊 娠 期 か ら 子 育 て 期 の 支 援 や 多 様 な 保 育

ニ ー ズ へ の 対 応 は そ れ ぞ れ 実 施 さ れ て い る

一 方 、 各 段 階 の 連 携 に は ま だ 課 題 が あ り ま

す 。 保 育 環 境 の 充 実 に 継 続 し て 取 り 組 む と と

も に 、 各 段 階 を つ な ぐ 連 携 を 通 し て 、 切 れ 目

な い 支 援 体 制 の 強 化 を 図 る 必 要 が あ り ま す 。

子育て支援の認知度向上や関係機関の
連携を強化し、子どもを安心して育てら
れる体制の整備が求められています。

④

「 こ ど も ま ん な か 」 に 対 す る 若 い 世 代 の 認 知

度 が 低 い こ と 、 放 課 後 の 居 場 所 や 遊 び 場 の

確 保 、 保 育 施 設 老 朽 化 へ の 対 応 が 課 題 と

な っ て い ま す 。 こ ど も ま ん な か ア ク シ ョ ン を

進 め る と と も に 、 児 童 虐 待 の 未 然 防 止 や 早

期 発 見 、 適 切 な 支 援 を 図 る た め 、 関 係 機 関 の

連 携 が 必 要 で す 。

結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て

未 婚 率 の 推 移 　 左 ： 男 性 　 右 ： 女 性 保 育 施 設 利 用 率 の 推 移

子 育 て 支 援 セ ン タ ー 等 の 利 用 者 数 こ ど も ま ん な か ア ク シ ョ ン の 報 告 数

結婚や出産・子育てについて、
自分なりの見通しを持っていると
回答した若年世代の市民の割合

基準 新規

５０％
（令和13年度）

富山市調査

目標

妊娠・出産における指導・
ケアに満足している人の割合

基準 ９３．０％
（令和７年度）

９５．５％
（令和1３年度）

富山市調査

目標

子育てについて「楽しいと
感じることの方が多い」と思う

保護者の割合

基準 63.0％
（令和6年度）
65.0％
（令和10年度）

目標

「こどもまんなかアクション」
という言葉を知っていて、

行動している人の割合

基準 13.2％
（令和７年度）

23.0％
（令和12年度）

富山市民意識調査

目標
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出典：富山市「富山市人口ビジョン【第３版】（令和７年３月）」」
出典：富山市「富山市統計書」
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富山市子ども・子育て支援
事業に関するニーズ調査



〔 政 策 の 体 系 〕 結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て

出 会 い ・ 結 婚 の 希 望 を か な える 支 援 の 充 実政 策

１ 結 婚 を 望 む 人 が そ の 希 望 を か な え ら れ る よ う 、 環 境 の 整 備 と 支 援 を 進 め ま

す 。

若 い 世 代 の 経 済 的 負 担 の 軽 減
施 策

１

安 心 し て 希 望 す る 結 婚 、 出 産 、 子 育 て が で き る よ う 、 若 い 世 代 の

経 済 的 負 担 の 軽 減 を 図 り ま す 。

若 い 世 代 が 将 来 に 対 し て 希 望 を 持 て る よ う 、 経 済 的 負 担 の 軽 減

策 を は じ め 、 結 婚 、 出 産 、 子 育 て に 関 す る 市 の 施 策 を 分 か り や す

く 整 理 し 、 周 知 を 図 り ま す 。

施 策

2
ラ イ フ デ ザ イ ン の 支 援

就 職 や 結 婚 、 出 産 な ど の ラ イ フ イ ベ ン ト に 関 す る 自 分 自 身 の 考 え

や 見 通 し を 整 理 す る ラ イ フ デ ザ イ ン を 支 援 し 、 一 人 ひ と り が 自 分

ら し い 人 生 を 描 き 、 実 現 で き る 環 境 づ く り に 取 り 組 み ま す 。

男 女 を 問 わ ず 、 適 切 な 時 期 に 、 性 や 健 康 に 関 す る 正 し い 知 識 を

持 ち 、 妊 娠 ・ 出 産 を 含 め た ラ イ フ デ ザ イ ン や 将 来 の 健 康 を 考 え て

健 康 管 理 を 行 う 、 プ レ コ ン セ プ シ ョ ン ケ ア を 推 進 し ま す 。

出 会 い の 場 の 創 出 、 結 婚 支 援

結 婚 を 希 望 す る 人 が 自 然 に 交 流 し な が ら 出 会 い の き っ か け を 得

ら れ る よ う 、 富 山 市 の 多 様 な 施 設 や イ ベ ン ト と 連 携 し た 婚 活 イ ベ

ン ト の 開 催 な ど 、 出 会 い の 場 の 創 出 を 図 り ま す 。

出 会 い の 場 の 提 供 の み な ら ず 、 交 際 か ら 結 婚 に 至 る 過 程 で の サ

ポ ー ト な ど 、 結 婚 の 希 望 を 叶 え ら れ る よ う に 支 援 し ま す 。

施 策

3

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 こ ど も 計 画

5

取組の写真、イラストなど
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〔 政 策 の 体 系 〕

妊 娠 ・ 出 産 ・ 子 育 て を 切 れ 目 な く 支 え る 仕 組 み

づ く り

政 策

２
多 様 な 関 係 者 が 連 携 し 、 切 れ 目 な く 子 育 て を 支 え る 体 制 を 構 築 し ま す 。

多 様 な 保 育 サ ー ビ ス の 提 供

延 長 保 育 や 一 時 預 か り 、 病 児 ・ 病 後 児 保 育 な ど 多 様 な 保 育 サ ー

ビ ス を 提 供 す る と と も に 、 保 護 者 の 多 様 な ニ ー ズ に 対 応 で き る

保 育 環 境 を 整 備 し 、 子 育 て と 仕 事 の 両 立 を 支 援 し ま す 。

保 育 人 材 の 確 保 や 資 質 向 上 の た め の 取 組 を 継 続 し 、 安 心 し て 子

ど も を 預 け ら れ る 体 制 を 整 備 し ま す 。

妊 娠 期 か ら 子 育 て 期 の 切 れ 目 な い 支 援 の 充 実

こ ど も 家 庭 セ ン タ ー を 中 心 と し て 、 妊 娠 期 か ら 子 育 て 期 ま で の

切 れ 目 な い 支 援 に 取 り 組 み ま す 。

若 い 世 代 や 企 業 に 向 け て 、 妊 娠 ・ 出 産 ・ 子 育 て に 関 す る 知 識 の

普 及 啓 発 を 行 い 、 社 会 全 体 で 子 ど も や 子 育 て を 支 え 応 援 す る

気 運 の 醸 成 を 図 り ま す 。

妊 娠 期 や 出 産 後 の 経 済 的 支 援 を 実 施 す る と と も に 、 妊 娠 初 期

か ら の 継 続 支 援 を 強 化 す る こ と に よ り 、 安 心 し て 出 産 ・ 子 育 て

が で き る 環 境 づ く り を 推 進 し ま す 。

医 療 機 関 等 と 連 携 し 、 出 産 環 境 の 充 実 や 産 後 ケ ア の 推 進 な ど を

通 じ て 、 子 ど も が 健 や か に 生 ま れ 育 つ 環 境 づ く り を 推 進 し ま す 。

市 民 病 院 に お い て 、 無 痛 分 娩 や L D R 室 の 整 備 等 、 出 産 環 境 の

充 実 を 図 る こ と で 、 妊 娠 ・ 出 産 に 対 す る 不 安 や 負 担 を 軽 減 し ま

す 。

施 策

１

施 策

2

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 こ ど も 計 画

安 全 ・ 安 心 な 保 育 環 境 の 提 供

就 学 前 児 童 数 の 減 少 を 踏 ま え 、 集 団 保 育 に 必 要 な 児 童 数 、 施 設

の 配 置 、 地 域 性 、 施 設 の 老 朽 化 な ど を 総 合 的 に 勘 案 し 、 将 来 の

保 育 需 要 を 見 据 え た 上 で 、 安 全 ・ 安 心 で 質 の 高 い 保 育 サ ー ビ ス

を 安 定 的 に 提 供 す る 保 育 環 境 づ く り を 進 め ま す 。

市 立 ・ 私 立 保 育 施 設 の 環 境 整 備 に よ り 、 安 心 し て 子 ど も を 預 け

ら れ る 保 育 環 境 を 確 保 す る と と も に 、 地 域 の 理 解 と 協 力 を 得 な

が ら 、 子 育 て 世 帯 を 支 え る 環 境 づ く り を 進 め ま す 。

施 策

３

結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て
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〔 政 策 の 体 系 〕

子 育 て の 喜 び を 支 え る 支 援 の 推 進政 策

３ 子 育 て 世 帯 を 多 面 的 に 支 え 、 安 心 と 喜 び を 実 感 で き る 環 境 を つ く り ま す 。

施 策

１

施 策

2

地 域 に お け る 子 育 て 支 援 拠 点 施 設 の 整 備 ・ 運 営

施 策

３

市 内 各 所 に 子 育 て 支 援 セ ン タ ー を 開 設 し 、 子 育 て 期 の 親 子 が 気

軽 に 集 い 、 交 流 で き る 場 を 提 供 し ま す 。

子 育 て に 関 す る 相 談 対 応 や 講 座 の 実 施 、 地 域 の 子 育 て 情 報 の 発

信 な ど に よ り 、 子 育 て 中 の 不 安 感 や 孤 立 感 の 緩 和 を 図 り ま す 。

父 親 向 け 講 座 の 充 実 や 地 域 ・ 企 業 と の 連 携 に よ り 、 家 庭 内 の 育

児 負 担 の 偏 り の 軽 減 を 図 り ま す 。

親 子 で 楽 し め る 場 の 創 出

子 ど も た ち が 安 全 に 遊 ぶ こ と の で き る 場 の 充 実 や 、 子 育 て 世 帯

が 公 共 交 通 を 利 用 し や す い 環 境 を 創 出 す る こ と で 、 外 出 機 会 の

拡 大 を 図 り ま す 。

保 育 所 や 認 定 こ ど も 園 な ど に 通 っ て い な い 子 ど も と 保 護 者 を 対

象 に し た 親 子 サ ー ク ル な ど を 通 じ て 、 親 子 の 交 流 を 深 め る 遊 び

や 、 子 育 て の 仲 間 作 り の お 手 伝 い を 実 施 し ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 こ ど も 計 画

ひ と り 親 家 庭 へ の 支 援

ひ と り 親 家 庭 の 子 が 大 学 等 へ 進 学 す る 際 の 奨 学 資 金 を 給 付 し 、

経 済 的 理 由 に よ り 進 学 や 学 習 機 会 を あ き ら め る こ と の な い よ う

支 援 し ま す 。

ひ と り 親 家 庭 の 親 の 就 業 に 関 す る 支 援 や 経 済 的 支 援 を 行 う こ と

で 、 ひ と り 親 家 庭 の 生 活 の 安 定 と 自 立 の 促 進 を 図 り ま す 。

結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て

取組の写真、イラストなど
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〔 政 策 の 体 系 〕

子 ど も の 健 や か な 成 長 を 見 守 る 体 制 の 構 築政 策

４ 社 会 全 体 で 子 ど も を 見 守 り 、 健 や か な 成 長 を 支 え る 環 境 を 整 え ま す 。

地 域 の 子 育 て 環 境 の 充 実

放 課 後 児 童 ク ラ ブ な ど の 受 け 皿 確 保 を 進 め 、 子 ど も の 居 場 所 の

充 実 を 図 り ま す 。

老 朽 化 し た 児 童 館 に つ い て 、 公 共 施 設 再 編 に あ わ せ た 機 能 の 複

合 化 を 検 討 し 、 児 童 が 安 全 に 利 用 で き る 健 全 な 遊 び 場 を 確 保 し

ま す 。

地 域 や 関 係 機 関 と 連 携 し 、 子 ど も を 地 域 全 体 で 見 守 り 育 て る 意

識 の 醸 成 を 図 る こ と に よ り 、 子 ど も の 健 や か な 成 長 を 支 え る 環

境 づ く り を 推 進 し ま す 。

「 こ ど も ま ん な か 社 会 」 の 実 現

施 策

2

こ ど も ま ん な か 推 進 ロ ゴ マ ー ク や 各 種 広 報 媒 体 を 活 用 し た 周 知 ・

啓 発 を 行 い 、 「 こ ど も ま ん な か 」 の 理 念 や 取 組 の 認 知 度 向 上 を 図

り ま す 。

中 高 生 な ど 若 い 世 代 に 向 け た 周 知 啓 発 を 行 う と と も に 、 子 ど も ・

若 者 の 声 を 政 策 に 反 映 す る た め 、 意 見 を 聴 く 取 組 を 実 施 し ま す 。

企 業 や 関 係 機 関 と の 連 携 に よ る 、 こ ど も ま ん な か ア ク シ ョ ン の 取

組 事 例 の 収 集 と 発 信 を 通 じ て 、 社 会 全 体 で 子 ど も や 子 育 て を 支

え 、 応 援 す る 気 運 の 醸 成 を 図 り ま す 。

施 策

１

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 こ ど も 計 画

児 童 虐 待 防 止 体 制 の 整 備

関 係 機 関 と の 連 携 に よ る 要 保 護 児 童 等 の 早 期 発 見 や 適 切 な 支 援

を 行 う 体 制 を 整 備 し 、 児 童 虐 待 の 未 然 防 止 と 早 期 対 応 を 進 め ま

す 。

児 童 相 談 所 、 学 校 、 保 育 施 設 、 教 育 委 員 会 な ど の 関 係 機 関 と 連 携

し 、 情 報 共 有 や 連 絡 調 整 を 行 い 、 支 援 を 必 要 と す る 子 ど も や 家 庭

へ の 対 応 力 を 高 め ま す 。

児 童 虐 待 防 止 に 関 す る 広 報 ・ 普 及 啓 発 活 動 を 推 進 し 、 市 民 の 理

解 促 進 と 通 告 意 識 の 向 上 を 図 る こ と で 、 子 ど も の 安 全 確 保 に つ

な げ ま す 。

施 策

３

結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て
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分野
０２

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 子 ど も か ら 大 人 ま で 、 す べ て の 人 が 学 び を 楽 し み な が ら 、 自 分 ら

し く 輝 き 、 挑 戦 し 続 け る 社 会 の 実 現 を 目 指 し ま す 。

写真①

写真②

写真③

教育分野に関連するSDGｓゴール

富 山 市 は こ れ ま で 、 社 会 変 化 に 対 応 し た 教 育 の 実 施 や 、 い じ め 対 策 や 不

登 校 児 童 生 徒 へ の 支 援 、 学 校 再 編 の 推 進 な ど 、 子 ど も 一 人 ひ と り の 学 び

を 支 え る 学 校 教 育 の 基 盤 を 整 え て き ま し た 。 ま た 、 す べ て の 世 代 の 学 び

の 場 で あ る 生 涯 学 習 拠 点 の 整 備 を 進 め て き ま し た 。

一 方 、 将 来 の 予 測 が 困 難 な 現 代 に お い て は 、 課 題 解 決 に 主 体 的 に 取 り

組 む 力 を 育 む 教 育 が 求 め ら れ て い ま す 。 ま た 、 子 ど も を 取 り 巻 く 環 境 が

多 様 化 す る な か 、 誰 一 人 取 り 残 さ れ な い 学 び を 保 障 し 、 社 会 全 体 で 子 ど

も の 成 長 を 支 え る 仕 組 み が 必 要 で す 。 さ ら に 、 人 生 １ ０ ０ 年 時 代 を 見 据

え 、 い つ ま で も 学 び 続 け 、 挑 戦 し 続 け る 環 境 づ く り が 求 め ら れ て い ま す 。

今 後 は 、 子 ど も た ち の 主 体 的 な 学 び を 支 え 、 一 人 ひ と り の 可 能 性 を 引 き

出 し 、 安 心 し て 学 校 へ 通 え る よ う 、 質 の 高 い 教 育 環 境 の 整 備 を 一 層 推 進

し ま す 。 ま た 、 す べ て の 子 ど も が 自 分 に あ っ た 学 び を 選 択 で き る よ う 、

多 様 な 選 択 肢 を 提 供 し ま す 。 さ ら に 、 リ カ レ ン ト 教 育 へ の 支 援 を 充 実 さ

せ 、 生 涯 に わ た り 学 び 、 挑 戦 し 続 け る 社 会 の 実 現 を 目 指 し ま す 。
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

①

将 来 の 予 測 が 困 難 な 時 代 に お い て 、 グ ロ ー

バ ル な 視 野 を 持 ち 、 社 会 の 発 展 を 支 え る 人

材 の 育 成 が 求 め ら れ て い ま す 。 学 び を 楽 し め

る 環 境 の も と で 、 課 題 解 決 に 主 体 的 に 取 り

組 む 力 を 養 う 教 育 が 必 要 で す 。

学校・家庭・地域みんなで協力し、子ども
の成長を支えることが必要です。②

近 年 、 家 族 構 成 の 変 化 や 地 域 と の つ な が り

の 希 薄 化 に よ り 、 家 庭 で の 教 育 負 担 が 増 大 し 、

子 ど も が 抱 え る 問 題 の 早 期 発 見 が 難 し く

な っ て い ま す 。 子 ど も 一 人 ひ と り の 豊 か な 成

長 を 支 え る た め に は 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 協

力 す る こ と が 必 要 で す 。

すべての子どもが自分に合った学びを
選べるよう、多様な選択肢が必要です。③

す べ て の 子 ど も は 、 そ れ ぞ れ の 状 況 に 応 じ

た 適 切 な 教 育 を 公 平 ・ 公 正 に 受 け る 権 利 が

あ り ま す 。 誰 一 人 取 り 残 さ れ な い 学 び を 実 現

す る た め に 、 子 ど も が 自 分 に 合 っ た 学 び を

選 べ る 、 多 様 な 選 択 肢 の 提 供 が 求 め ら れ て

い ま す 。

年齢に関係なく誰もが学び続け、新しい
ことに挑戦できる環境が必要です。

④

人 生 １ ０ ０ 年 時 代 に お い て 、 刻 々 と 変 化 す る

社 会 に 対 応 で き る 知 識 や ス キ ル を 身 に つ け

る た め に 、 生 涯 に わ た り 学 び 続 け る こ と の 必

要 性 が 高 ま っ て い ま す 。 年 齢 を 問 わ ず 、 誰 も

が い つ ま で も 学 び 、 挑 戦 で き る 環 境 の 整 備

が 求 め ら れ て い ま す 。

データ候補
• 不登校児童生徒数の割合

データ候補
• 「授業で自分で考え自分から取り組んでい

る」と回答した児童生徒の割合

データ候補

• 「コミュニティ・スクール等の取組によ
り、学校と地域や保護者との相互理
解が深まった」と回答した学校の割
合

教 育

子どもの主体的な学びを支え、一人ひと
りの可能性を引き出す教育環境の整備
が必要です。

「 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル 等 の 取 組 に よ り 、 学 校 と 地 域 や

保 護 者 と の 相 互 理 解 が 深 ま っ た 」 と 回 答 し た 学 校 の 割 合

「授業では、課題の解決に向けて
自分で考え、自分から取り組むこ
とができている」と回答した学校
の割合

基準 小学校：82.8％
中学校：69.2％
（令和7年度）

小学校：92.0％
中学校：90.0％
義務教育学校：100％
（令和13年度）

全国学力・学習状況調査

コミュニティ・スクール等の取組
のより、学校と地域や保護者と
の相互理解が深まったと回答し
た学校の割合

目標

小学校：９8．４％
中学校：92．4％
（令和7年度）

全国学力・学習状況調査

目標

不登校児童生徒数の
割合（不登校出現率）

基準
小学校：2.84％
中学校：6.23％
（令和７年度）

児童生徒の問題行動・不登校等
生徒指導上の諸課題に関する
調査

小学校：2.28％
中学校：4.46％
（令和13年度）

目標

市民大学での学びを今後
のキャリアで活用できると
感じている受講者の割合

基準 新規

市民学習センター受講者
アンケート

83％
（令和13年度）

目標

基準

小学校：98.0％
中学校：95.0％
義務教育学校：100％
（令和13年度）

79.2 

80.3 

76.7 

77.7 

0 20 40 60 80 100

富山市立小学校

全国（公立）小学校

富山市立中学校

全国（公立）中学校

（%）

出典：文部科学省「全国学力・学習状況調査（令和７年度調査）」

98.4 

93.3 

92.4 

89.0 

0 20 40 60 80 100

富山市立小学校

全国（公立）小学校

富山市立中学校

全国（公立）中学校

（%）

出典：文部科学省「全国学力・学習状況調査（令和７年度調査）」

1.3 
1.8 2.1 

2.5 2.6 2.8 
3.6 

4.6 

5.6 

6.6 6.4 6.2 

0

2

4

6

8

10

R2 R3 R4 R5 R6 R7 （年度）

（%）

小学校 中学校

出典：文部科学省「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」

不 登 校 児 童 生 徒 の 出 現 率

「 授 業 で は 、 課 題 の 解 決 に 向 け て 自 分 で 考 え 、 自 分

で 取 り 組 ん で い る 」 と 回 答 し た 児 童 生 徒 の 割 合

12.2 

39.4 

17.6 

9.2 

6.1 

5.4 

4.3 

4.7 

12.7 

11.8 

13.8 

34.9

38.3

39.5

31.6

31.1

28

37.9

38.8

35.4

34.9

27.6

18.8

6.1

14.3

21.5

24.7

23.5

21.9

18.9

20.4

17.7

3.4

8.4

3.7

8.1

13.2

8.2

11.3

8.1

5.7

8.3

8.3

17.2

24.9 

12.0 

19.6 

24.5 

29.6 

31.0 

27.0 

29.9 

22.8 

26.3 

37.9 

0.8 

0.5 

0.8 

0.3 

0.8 

0.8 

2.0 

0.4 

1.0 

0 20 40 60 80 100(%)

全体（N=2,719）

15～19歳（N=376）

20～29歳（N=357）

30～39歳（N=424）

40～49歳（N=392）

50～59歳（N=371）

60～69歳（N=393）

70歳以上（N=402）

男性（N=1,140）

女性（N=1,534）

回答しない（N=29）

はい どちらかと言えばはい どちらかと言えばいいえ いいえ わからない 無回答

「 全 体 と し て 、 あ な た が 成 長 す る た め の 学 び や

経 験 で き る 環 境 が あ る 」 と 回 答 し た 市 民 の 割 合

出典：富山県「令和７年度ウェルビーイング県民意識調査結果報告書」



〔 政 策 の 体 系 〕 教 育

未 来 を 切 り 拓 く 子 ど も を 育 て る 学 校 教 育政 策

１ 学 び を 楽 し む こ と が で き る 環 境 下 で 、 一 人 ひ と り の 可 能 性 を 引 き 出 す 質 の

高 い 教 育 を 実 現 し ま す 。

安 全 ・ 安 心 で 質 の 高 い 教 育 環 境 の 整 備

施 策

１

い じ め の 未 然 防 止 、 早 期 発 見 、 早 期 対 応 が で き る 組 織 体 制 を 活 用 し 、

い じ め を 生 ま な い 学 校 づ く り を 目 指 し ま す 。

教 員 が 心 身 共 に 健 康 で 、 子 ど も た ち 一 人 ひ と り に 向 き 合 う 時 間 を 確

保 で き る よ う 、 学 校 に お け る 働 き 方 改 革 を 推 進 し ま す 。

子 ど も の 学 び の 質 を 保 障 す る た め に 、 こ れ ま で の 学 校 再 編 の 効 果 を

検 証 し 、 学 校 規 模 の 適 正 化 を 図 り ま す 。

適 切 な 改 修 に よ り 施 設 の 長 寿 命 化 を 図 り 、 体 育 館 に 空 調 設 備 を 整

備 す る こ と な ど に よ り 、 持 続 可 能 で 快 適 な 学 習 環 境 を 確 保 し ま す 。

将 来 に わ た り 安 定 的 に 学 校 給 食 を 提 供 す る 体 制 を 構 築 す る た め 、

学 校 給 食 調 理 場 の 再 編 ・ 整 備 を 推 進 し ま す 。

施 策  

３

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 教 育 振 興 基 本 計 画

• 富 山 市 立 小 ・ 中 学 校 再 編 計 画

• 富 山 市 学 校 施 設 長 寿 命 化 計 画

施 策

２

施 策

１

教 育 D X の 推 進

一 人 １ 台 端 末 を 活 用 し 、 I C T を 日 常 的 に 活 用 し た 学 び を 推 進 す る

た め 、 I C T 環 境 の 整 備 と 教 員 の 指 導 力 向 上 を 図 り ま す 。

情 報 を 正 し く 選 び 安 全 に 使 え る 基 礎 的 な 力 を 育 て る た め 、 デ ジ タ ル

リ テ ラ シ ー 教 育 を 実 施 し ま す 。

I C T を 活 用 し 、 子 ど も 一 人 ひ と り の 興 味 や 理 解 度 に 合 わ せ た 学 び

を 推 進 し ま す 。

主 体 性 の あ る 子 ど も の 育 成

グ ロ ー バ ル な 視 野 を 持 っ て 活 躍 で き る 能 力 を 育 成 す る た め 、 外 国

語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 向 上 を 図 り 、 国 際 理 解 教 育 を 推

進 し ま す 。

専 門 家 の 訪 問 授 業 に よ り 体 験 的 な 活 動 の 機 会 を つ く り 、 子 ど も の

観 察 力 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 ・ 探 究 心 を 高 め ま す 。

９ 年 間 の 学 び を 通 し た 確 か な 学 力 を 育 む た め 、 小 ・ 中 学 校 が 連 携 し

た 指 導 に 取 り 組 み ま す 。

各 学 校 に お い て 「 主 体 的 な 学 び 」 に 向 け た 実 践 が 進 め ら れ る よ う 、

教 員 の 研 修 の 充 実 を 図 り ま す 。

11
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〔 政 策 の 体 系 〕

学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 で 支 え 合 う 教 育 の 推 進政 策

２ 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 み ん な で 力 を 合 わ せ 、 子 ど も の 成 長 を 支 え ま す 。

施 策

１
学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 と の 連 携 ・ 協 働 と 開 か れ た 学 校 づ く り

施 策

2
地 域 と と も に 子 ど も が 育 つ 環 境 づ く り

学 校 や 公 民 館 等 を 活 用 し 、 多 様 な 体 験 活 動 や 地 域 住 民 と の 交 流 活

動 を 行 い 、 地 域 に お け る 子 ど も た ち の 安 全 ・ 安 心 な 居 場 所 を 確 保 し

ま す 。

共 働 き な ど で 保 護 者 が 昼 間 家 庭 に い な い 小 学 生 に 対 し 、 地 域 の

方 々 の 協 力 を 得 な が ら 、 放 課 後 の 小 学 校 の 余 裕 教 室 な ど を 活 用 し

た 安 全 な 生 活 の 場 を 提 供 し ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 教 育 振 興 基 本 計 画

取組の写真、イラストなど

教 育

学 校 運 営 協 議 会 の 機 能 を 生 か し 、 地 域 住 民 と 保 護 者 、 学 校 が 一 体

と な り 、 子 ど も た ち の 豊 か な 成 長 を 支 え ま す 。

子 ど も た ち が ス ポ ー ツ ・ 文 化 芸 術 に 親 し む 機 会 を 確 保 す る た め 、 部

活 動 の 地 域 連 携 を 推 進 し ま す 。

施 策

3 家 庭 教 育 支 援 の 充 実

子 育 て に 不 安 を 感 じ た り 、 身 近 に 相 談 相 手 が い な い 状 況 に あ る 保

護 者 を 支 え る た め 、 相 談 体 制 を 確 保 し 、 地 域 全 体 で 子 ど も を 育 て る

環 境 づ く り を 進 め ま す 。

Ｐ T A 等 と 連 携 し 、 家 庭 教 育 に 関 す る 情 報 交 換 や 親 学 び の 機 会 を 提

供 し ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕

一 人 ひ と り に 合 っ た 学 び の 充 実政 策

３ 一 人 ひ と り に 合 っ た 多 様 な 学 び を 提 供 し 、 誰 一 人 取 り 残 さ れ な い 教 育 を 実

現 し ま す 。

施 策

１

施 策

2

学 校 に 行 き づ ら い と 感 じ て い る 子 ど も へ の 支 援

イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 の 推 進

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 教 育 振 興 基 本 計 画

取組の写真、イラストなど

教 育

各 学 校 に ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー や ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー を 配

置 し 、 子 ど も や 保 護 者 へ の 支 援 体 制 を 整 備 し ま す 。

教 室 に 入 り づ ら い 子 ど も が 、 自 分 に 合 っ た ペ ー ス で 安 心 し て 学 び 、

過 ご す こ と が で き る 環 境 を 学 校 内 に 整 備 し ま す 。

学 び の 多 様 化 学 校 「 古 志 は る か ぜ 学 園 」 に お い て 、 子 ど も 一 人 ひ と

り の 状 況 に 応 じ た 柔 軟 な カ リ キ ュ ラ ム に よ る 教 育 を 提 供 し ま す 。

メ タ バ ー ス を 活 用 し 、 家 庭 内 で 多 く の 時 間 を 過 ご す 子 ど も た ち に 、

他 者 と の つ な が り や 居 場 所 を 提 供 し ま す 。

各 学 校 に ス ク ー ル サ ポ ー タ ー を 配 置 し 、 特 別 な 支 援 を 必 要 と す る 子

ど も に 対 し 、 一 人 ひ と り の 教 育 的 ニ ー ズ に 対 応 し た 支 援 を 行 い ま す 。

支 援 が 必 要 な 医 療 的 ケ ア 児 が 在 籍 す る 学 校 に 、 看 護 師 を 派 遣 ・ 配 置

し 、 保 護 者 の 付 添 い が な く て も 安 全 ・ 安 心 に 学 べ る 環 境 を 整 備 し ま

す 。

外 国 人 の 子 ど も が 円 滑 に 教 育 を 受 け ら れ る よ う 、 日 本 語 指 導 や 生

活 適 応 の 支 援 を 行 う 体 制 を 整 備 し ま す 。

国 際 交 流 活 動 や 外 国 文 化 の 理 解 を 深 め る 教 育 を 行 い 、 異 な る 文 化

背 景 を 持 つ 人 々 へ の 理 解 と 、 尊 重 す る 態 度 を 育 み ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕

生 涯 に わ た り 活 躍 で き る ひ と づ く り政 策

４ 年 齢 に 関 係 な く 挑 戦 し 続 け る 社 会 の 実 現 の た め 、 学 び の 機 会 の 提 供 や 支 援

の 充 実 を 図 り ま す 。

施 策

１

施 策

2
生 涯 学 習 拠 点 の 充 実

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 教 育 振 興 基 本 計 画

取組の写真、イラストなど

教 育

施 策

３

リ カ レ ン ト 教 育 の 推 進

図 書 館 に お い て 、 魅 力 あ る 蔵 書 の 充 実 や 、 本 と 関 連 し た イ ベ ン ト や

講 演 会 の 実 施 な ど に よ り 、 知 の 拠 点 施 設 と し て 、 市 民 に 質 の 高 い 情

報 を 提 供 し ま す 。

公 民 館 に お い て 、 利 用 申 請 の 電 子 化 や ス マ ー ト ロ ッ ク の 導 入 と い っ

た デ ジ タ ル 技 術 な ど に よ り 利 便 性 を 向 上 さ せ 、 地 域 住 民 が 集 い 、 学

び 、 交 流 で き る 場 を 創 出 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 　 政 策 ３ － 施 策 １

魅 力 的 な 学 び の 場 を 提 供 で き る よ う 、 博 物 館 の 目 指 す べ き 方 向 性

を 定 め 、 計 画 的 に 展 示 の 見 直 し や 施 設 の 長 寿 命 化 を 進 め ま す 。 　

富 山 市 民 大 学 や 公 民 館 に お い て 、 あ ら ゆ る 世 代 が 受 講 し や す い 工

夫 を 行 い 、 生 涯 に わ た り 学 び 直 し 、 能 力 向 上 を 図 る こ と が で き る 機

会 を 提 供 し ま す 。

社 会 人 へ 学 び の 機 会 を 提 供 す る こ と で 、 多 様 な 世 代 の 職 業 能 力 向

上 を 後 押 し し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 産 業 ・ 雇 用 　 政 策 ２ － 施 策 ２
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分野
０３

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 市 民 一 人 ひ と り が 健 康 で 自 分 ら し く 暮 ら し 、 必 要 な 医 療 ・ 介 護 ・ 福

祉 サ ー ビ ス を 切 れ 目 な く 受 け ら れ 、 住 み 慣 れ た 地 域 で 安 心 し て 暮

ら し 続 け ら れ る 環 境 づ く り を 進 め ま す 。

写真①

写真②

写真③

富 山 市 は こ れ ま で 、 健 康 づ く り の 推 進 、 医 療 ・ 介 護 ・ 福 祉 サ ー ビ ス や 地 域

包 括 支 援 、 地 域 福 祉 活 動 な ど を 通 じ て 、 市 民 が 住 み 慣 れ た 地 域 で 暮 ら し

続 け る た め の 基 盤 を 形 成 し て き ま し た 。

一 方 、 生 活 習 慣 病 リ ス ク の 増 加 に よ る 健 康 寿 命 延 伸 に 向 け た 取 組 の 重

要 性 の 高 ま り 、 高 齢 化 の 進 行 に よ る 医 療 ・ 介 護 の ニ ー ズ の 増 大 、 多 職 種

間 に よ る 連 携 の 必 要 性 の 高 ま り 、 介 護 ・ 福 祉 人 材 不 足 の 深 刻 化 な ど が 課

題 と な っ て い ま す 。 ま た 、 住 み 慣 れ た 地 域 で 安 心 し て 暮 ら し 続 け る た め

の 支 援 体 制 の さ ら な る 強 化 が 求 め ら れ て い ま す 。

今 後 、 市 民 の 主 体 的 な 健 康 管 理 を 促 進 す る と と も に 、 医 療 ・ 介 護 ・ 福 祉

の 連 携 を 強 化 し 、 在 宅 医 療 や 介 護 、 福 祉 サ ー ビ ス を 一 体 的 に 提 供 で き る

体 制 整 備 を 進 め ま す 。 あ わ せ て 、 認 知 症 に 対 す る 理 解 促 進 や 障 害 者 の 地

域 生 活 支 援 の 充 実 、 福 祉 ・ 介 護 サ ー ビ ス 基 盤 の 強 化 と 人 材 確 保 に 取 り 組

み 、 誰 も が 住 み 慣 れ た 地 域 で 安 心 し て 必 要 な 支 援 を 受 け ら れ る ま ち の

実 現 を 目 指 し ま す 。

健康・福祉・医療分野に関連するSDGｓゴール
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

市民全体への健康意識の浸透と、持
続可能な健康行動を促す環境整備が
必要です。

①

健 康 づ く り に 積 極 的 な 層 が あ る 一 方 で 、 関 心

の 薄 い 層 へ の 働 き か け や 、 健 康 行 動 の 変 容

に は 課 題 が あ り ま す 。 誰 も が 無 理 な く 「 健 康

づ く り 」 が で き る 環 境 の 整 備 が 必 要 で す 。

多様な福祉課題に対応するため、支
援体制の充実が求められています。②

福 祉 課 題 が 複 雑 化 ・ 複 合 化 し 、 社 会 的 孤 立 や

心 の 健 康 問 題 、 若 年 層 の 自 殺 問 題 が 深 刻 化

し て い ま す 。 分 野 別 の 支 援 だ け で は 対 応 が

難 し く 、 重 層 的 な 支 援 体 制 や 精 神 保 健 福 祉 、

自 殺 予 防 対 策 の 強 化 が 必 要 で す 。

障害者や高齢者が安心して暮らせる
支援体制の強化が求められています。③

障 害 者 の 福 祉 施 設 か ら 一 般 就 労 へ の 移 行 が

進 ん で い な い 現 状 が あ り 、 職 場 で の 障 害 特

性 理 解 の 促 進 や 「 親 亡 き 後 」 の 対 策 、 ま た 地

域 に 密 着 し た 介 護 事 業 所 の 整 備 や 介 護 人 材

の 確 保 な ど 、 多 様 な 課 題 へ の 対 応 が 求 め ら

れ て い ま す 。

地域の医療・保健・福祉のさらなる連携
強化が求められています。

④

高 齢 化 の 進 行 に 伴 い 、 在 宅 医 療 や 介 護 の 需

要 及 び 高 齢 者 の 救 急 搬 送 件 数 が 増 加 し て い

ま す 。 医 療 ・ 保 健 ・ 福 祉 の 各 分 野 が 連 携 を 強

化 す る こ と が 求 め ら れ て い ま す 。

健 康 ・ 福 祉 ・ 医 療

左 ： 特 定 健 康 診 査 受 診 率 　 右 ： 特 定 保 健 指 導 実 施 率 自 殺 者 数 の 年 次 推 移

救 急 車 の 搬 送 件 数 の 推 移 及 び

そ の 件 数 の う ち の ６ ５ 歳 以 上 の 高 齢 者 の 搬 送 件 数

福 祉 施 設 か ら の 一 般 就 労 へ の 移 行 者 数

運動習慣者の割合

基準 25.8％
（令和7年度）
34.8％
（令和13年度）

健康づくりに関する
市民意識調査

心が健康だと感じている
人の割合

基準 87.6％
（令和７年度）

こころの健康に関する
市民意識調査

目標

健康な高齢者の割合

基準

目標

地域包括支援センターによる
在宅復帰支援者数

基準 1,552人
（令和7年度）

富山市調査

1,762人
（令和13年度）

目標目標 向上

前期高齢者95.8％
後期高齢者68.1％
（令和７年度）

前期高齢者96％以上維持
後期高齢者67％以上維持
（令和13年度）

富山市調査

出典：富山市「富山市健康プラン２１（第３次）」

※特定健康診査・特定健康指導：40 歳～ 74 歳の被用者保険（健康保険組合や
全国健康保険協会等）や国民健康保険の加入者を対象に実施されており、
メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した健診および保健指導
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〔 政 策 の 体 系 〕 健 康 ・ 福 祉 ・ 医 療

市 民 の 健 康 づ く り の 推 進政 策

１ 生 活 習 慣 病 予 防 や 感 染 症 対 策 等 、 あ ら ゆ る 世 代 に 対 す る 市 民 の 健 康 支 援 施

策 を 展 開 し ま す 。

将 来 を 見 据 え た 健 康 づ く り の 強 化
施 策

１

市 民 へ 望 ま し い 食 生 活 や 運 動 習 慣 等 の 知 識 普 及 啓 発 を 行 い 、 健

康 意 識 の 向 上 を 図 り ま す 。

企 業 や 地 域 と 連 携 し 、 就 労 世 代 を 中 心 に 自 然 と 健 康 行 動 が で き

る 環 境 を 整 備 し ま す 。

が ん 検 診 受 診 率 の 向 上 と 、 要 精 密 検 査 者 の 1 0 0 ％ 受 診 に 向 け た

支 援 を 推 進 し 、 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 を 促 進 し ま す 。

感 染 症 対 策 の 強 化

施 策

2

感 染 症 の 発 生 動 向 調 査 及 び 防 疫 体 制 を 強 化 し 、 関 係 機 関 と 連 携

し て 感 染 拡 大 を 防 止 し ま す 。

専 門 職 の 人 材 確 保 と 育 成 に 注 力 し 、 継 続 的 な 研 修 と 訓 練 の 実 施

で 対 応 力 の 向 上 を 図 り ま す 。

予 防 接 種 の 推 進 に 向 け て 、 個 別 通 知 に よ る 接 種 勧 奨 や 情 報 発 信

を 実 施 し 、 接 種 率 の 向 上 を 目 指 し ま す 。

子 ど も の 健 康 づ く り

保 護 者 や 学 校 な ど の 関 係 機 関 と 連 携 し 、 子 ど も の 健 や か な 成 長

と 将 来 に わ た る 健 康 づ く り を 推 進 し ま す 。

小 ・ 中 学 生 を 対 象 に 小 児 生 活 習 慣 病 予 防 対 策 検 診 を 実 施 し 、 健

康 状 態 の 把 握 を 行 い ま す 。

医 師 や 栄 養 士 に よ る 個 別 指 導 を 通 じ て 、 保 護 者 も 含 め た 生 活 習

慣 の 改 善 に 向 け た 意 識 を 啓 発 し ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 健 康 プ ラ ン ２ １ （ 第 ３ 次 ） 　

• 富 山 市 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対 策 行 動 計 画

施 策

3

17
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〔 政 策 の 体 系 〕 健 康 ・ 福 祉 ・ 医 療

支 え 合 い に よ る 福 祉 の 充 実政 策

２ 地 域 で 支 え 合 い 、 複 雑 化 ・ 複 合 化 す る 福 祉 課 題 に 対 応 す る 支 援 体 制 の 充 実

を 図 り ま す 。

施 策

１

施 策

2

課 題 を 抱 え る 市 民 へ の 包 括 的 支 援 体 制 の 整 備

施 策

３

相 談 者 の 属 性 や 世 代 を 問 わ ず 、 相 談 を 受 け 止 め 、 必 要 な 支 援 を

行 う と と も に 、 複 雑 化 ・ 複 合 化 し た 課 題 に つ い て は 多 機 関 が 連 携

し て 対 応 す る 包 括 的 な 相 談 支 援 体 制 を 整 え ま す 。

ア ウ ト リ ー チ 等 の 支 援 を 通 じ て 、 ひ き こ も り な ど 自 ら 支 援 に つ な

が る こ と が 難 し い 方 に 対 し て も 、 継 続 的 な 支 援 を 行 い ま す 。

地 域 や 社 会 へ の 参 加 支 援 や 、 多 様 な 担 い 手 が 連 携 す る 仕 組 み づ

く り を 推 進 し ま す 。

精 神 保 健 福 祉 対 策 の 推 進

専 門 職 員 に よ る 訪 問 ・ 相 談 体 制 を 強 化 し 、 メ ン タ ル ヘ ル ス に 課 題

を 抱 え た 方 が 安 心 し て 暮 ら す こ と の で き る 地 域 づ く り を 推 進 し

ま す 。

関 係 機 関 と 連 携 し 、 ひ き こ も り 対 策 や 退 院 後 の 支 援 な ど 、 多 面

的 ・ 重 層 的 な 支 援 を 推 進 し ま す 。

メ ン タ ル ヘ ル ス サ ポ ー タ ー の 育 成 と 啓 発 活 動 を 通 じ て 、 地 域 住 民

の メ ン タ ル ヘ ル ス に 対 す る 理 解 を 深 め ま す 。

自 殺 対 策 の 推 進

子 ど も か ら 高 齢 者 ま で 、 地 域 の 実 情 や 特 性 に 応 じ た 相 談 支 援 体

制 を 充 実 さ せ ま す 。

若 年 層 の ゲ ー ト キ ー パ ー の 養 成 や 、 心 の 健 康 に 関 す る 啓 発 活 動 を

強 化 し 、 自 殺 予 防 の 連 携 を 促 進 し ま す 。

心 の 健 康 に 課 題 を 抱 え た 方 な ど に 対 し 、 保 健 や 医 療 、 社 会 参 加 や

地 域 の 助 け 合 い な ど を 含 め た 包 括 的 な 支 援 体 制 を 構 築 す る と と

も に 、 相 談 に 対 応 で き る 支 援 者 の 育 成 に 取 り 組 み ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 地 域 福 祉 計 画

• 富 山 市 高 齢 者 総 合 福 祉 プ ラ ン

• 富 山 市 自 殺 対 策 総 合 戦 略

認 知 症 の 人 を 支 え る 地 域 づ く り

認 知 症 に な っ て か ら も 住 み 慣 れ た 地 域 で 自 分 ら し く 暮 ら し 続 け る

こ と が で き る と い う 「 新 し い 認 知 症 観 」 の 市 民 へ の 普 及 を 図 り 、 認

知 症 へ の 正 し い 理 解 を 深 め ま す 。

認 知 症 の 人 の 生 活 に お け る バ リ ア フ リ ー 化 を 推 進 し 、 社 会 参 加 の

場 を 確 保 し ま す 。

早 期 診 断 や 早 期 対 応 に 向 け た 支 援 体 制 を 構 築 し 、 支 援 の 質 を 高 め

ま す 。

施 策

４
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〔 政 策 の 体 系 〕 健 康 ・ 福 祉 ・ 医 療

高 齢 者 ・ 障 害 者 が 安 心 し て 暮 ら し 活 躍 で き る

地 域 づ く り

政 策

３
地 域 で 誰 も が 安 心 し て 暮 ら せ る 福 祉 環 境 づ く り を 推 進 し ま す 。

障 害 者 の 地 域 生 活 支 援

地 域 で の 日 常 生 活 を 支 え る 障 害 者 グ ル ー プ ホ ー ム の 整 備 を 支 援

し 、 地 域 移 行 の 環 境 を 整 え ま す 。

就 労 に 必 要 な 知 識 や 能 力 の 向 上 を 図 る 就 労 移 行 支 援 事 業 所 等 の

整 備 を 支 援 す る と と も に 、 ハ ロ ー ワ ー ク 等 の 関 係 機 関 と の 連 携

に よ り 、 就 労 を 希 望 す る 障 害 者 の 一 般 就 労 へ の 移 行 を 支 援 し ま

す 。

介 護 サ ー ビ ス の 拠 点 整 備 と 介 護 等 従 事 者 の 確 保

住 み 慣 れ た 自 宅 や 地 域 で の 生 活 を 支 え る 、 地 域 密 着 型 介 護 サ ー

ビ ス 事 業 所 の 整 備 を 支 援 し ま す 。

介 護 人 材 を 確 保 す る た め 、 県 外 か ら の 介 護 従 事 者 の 移 住 を 支 援

し ま す 。

介 護 分 野 へ の 就 職 に 結 び つ く よ う 、 介 護 の 仕 事 ・ 職 場 に 対 す る 理

解 を 深 め る 機 会 を 充 実 す る と と も に 、 就 労 を 希 望 す る 学 生 の 資

格 取 得 支 援 や 、 市 内 事 業 所 と の マ ッ チ ン グ を 推 進 し ま す 。

I C T や 介 護 ロ ボ ッ ト 等 の 活 用 を 促 進 し 、 業 務 効 率 化 及 び 職 員 の

業 務 負 担 軽 減 に よ り 、 人 材 の 定 着 を 推 進 し ま す 。

施 策

１

施 策

2

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 障 害 者 計 画 ・ 富 山 市 障 害 福 祉 計 画

• 富 山 市 高 齢 者 総 合 福 祉 プ ラ ン

高 齢 者 の 社 会 参 加 と 生 き が い づ く り の 推 進

高 齢 者 が こ れ ま で 培 っ て き た 豊 富 な 経 験 と 知 識 を 生 か し 、 地 域 社

会 の 活 性 化 に 貢 献 す る と と も に 、 健 康 で 生 き が い の あ る 生 活 を 送

れ る よ う 支 援 し ま す 。

シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー と 連 携 し 、 高 齢 者 の 就 労 機 会 を 拡 大 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 産 業 ・ 雇 用 　 政 策 ３ ー 施 策 １

老 人 ク ラ ブ な ど の 団 体 へ の 活 動 支 援 に よ り 、 高 齢 者 が 社 会 活 動 に

参 加 で き る 仕 組 み づ く り を 進 め ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 　 政 策 １ － 施 策 ３
施 策

３

フ レ イ ル 予 防 ・ 介 護 予 防 活 動 の 推 進

多 様 な 介 護 予 防 プ ロ グ ラ ム や 運 動 教 室 を 開 催 し 、 健 康 寿 命 の 延

伸 に つ な げ ま す 。

介 護 予 防 の 推 進 リ ー ダ ー や 運 動 指 導 者 の 育 成 を 推 進 し 、 身 近 な

地 域 で の 介 護 予 防 運 動 の 普 及 を 図 り ま す 。

個 々 の 高 齢 者 の 状 態 に 応 じ た パ ワ ー リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 実 施 し 、

運 動 機 能 の 維 持 ・ 改 善 を 図 り ま す 。

施 策

4
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〔 政 策 の 体 系 〕 健 康 ・ 福 祉 ・ 医 療

地 域 で 支 え 合 う 包 括 的 な 医 療 ・ 保 健 ・ 福 祉 体 制 の

構 築

政 策

４
医 療 ・ 保 健 ・ 福 祉 が 連 携 し た 切 れ 目 の な い 支 援 体 制 を 構 築 し ま す 。

在 宅 医 療 ・ 介 護 の 連 携 推 進

地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 推 進 に よ り 、 医 療 や 介 護 の 関 係 機 関 等

が 連 携 上 の 課 題 を 共 有 し 、 そ れ ら の 解 決 に 向 け た 方 策 を 検 討 す

る こ と で 、 協 働 ・ 連 携 体 制 の 強 化 を 図 り ま す 。

地 域 の 医 療 や 介 護 の 資 源 を 整 理 し 、 医 療 ・ 介 護 関 係 者 の 連 携 に

必 要 な 情 報 を 提 供 し ま す 。

ま ち な か 診 療 所 や ま ち な か 総 合 ケ ア セ ン タ ー に よ る 在 宅 医 療 を

推 進 し 、 安 心 し て 暮 ら せ る 医 療 ・ 介 護 体 制 の 充 実 を 図 り ま す 。

要 介 護 状 態 に な っ て も 住 み 慣 れ た 地 域 で 自 分 ら し い 暮 ら し を 続

け る こ と が で き る よ う 、 相 談 窓 口 や 情 報 誌 、 研 修 な ど を 通 じ て 人

生 の 最 期 の 過 ご し 方 を 家 族 等 周 り の 信 頼 す る 人 た ち と 話 し 合 う

重 要 性 を 啓 発 し ま す 。

市 立 病 院 に お け る 医 療 提 供 体 制 の 充 実 、 連 携 強 化

施 策

2

新 た な 地 域 医 療 構 想 や 医 療 ニ ー ズ の 変 化 を 踏 ま え 、 老 朽 化 が 進

む 市 民 病 院 や ま ち な か 病 院 の 施 設 の 再 整 備 を 検 討 し ま す 。

地 域 医 療 支 援 病 院 と し て 、 市 民 病 院 で 医 療 従 事 者 向 け 研 修 や 症

例 検 討 会 を 開 催 し 、 か か り つ け 医 と の 連 携 強 化 を 推 進 し ま す 。

ま ち な か 病 院 の 在 宅 療 養 支 援 セ ン タ ー を 中 心 に 、 地 域 の 在 宅 医

療 と 病 院 医 療 の 連 携 を 深 め 、 包 括 的 な 医 療 提 供 を 図 り ま す 。

取組の写真、イラストなど

施 策

１

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 高 齢 者 総 合 福 祉 プ ラ ン

• 富 山 市 病 院 事 業 中 長 期 計 画
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分野
０４

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 ス ポ ー ツ を 「 す る ・ み る ・ さ さ え る 」 社 会 を 実 現 し 、 ス ポ ー ツ を 通

じ て 人 々 が 「 つ な が る ・ あ つ ま る 」 場 を つ く り 、 地 域 の 活 性 化 を 目

指 し ま す 。

写真①

写真②

写真③

富 山 市 は こ れ ま で 、 生 涯 ス ポ ー ツ の 推 進 や 競 技 ス ポ ー ツ の 振 興 、 ス

ポ ー ツ 拠 点 の 整 備 、 全 国 大 会 等 の 開 催 支 援 な ど 、 市 民 誰 も が ス ポ ー ツ

を 身 近 に 感 じ 、 楽 し む こ と が で き る 環 境 づ く り に 努 め て き ま し た 。

一 方 、 運 動 習 慣 の な い 年 代 へ の ア プ ロ ー チ や 、 子 ど も た ち が 成 長 し て

も ス ポ ー ツ を 楽 し み 続 け ら れ る 環 境 づ く り が 課 題 と な っ て い ま す 。 ま

た 、 市 民 の ス ポ ー ツ へ の 関 心 を 高 め 、 ス ポ ー ツ を 通 じ て 人 々 が 集 ま り 、

交 流 す る 機 会 を 拡 大 し 、 地 域 の 活 性 化 や ま ち の 賑 わ い の 創 出 に つ な

げ る こ と が 期 待 さ れ て い ま す 。

今 後 、 ス ポ ー ツ を 「 す る ・ み る ・ さ さ え る 」 社 会 の 実 現 に 向 け て 、 市 民

一 人 ひ と り が 自 分 の 状 況 に 応 じ て ス ポ ー ツ に 親 し み 続 け ら れ る 環 境

づ く り や 、 将 来 の ト ッ プ ア ス リ ー ト の 育 成 及 び 競 技 力 の 向 上 を 支 え る

体 制 の 整 備 を 進 め ま す 。 ま た 、 魅 力 あ る ス ポ ー ツ 拠 点 を 創 出 し 、 ス

ポ ー ツ を 通 じ て 人 々 が 「 つ な が る ・ あ つ ま る 」 場 を 作 り 、 ス ポ ー ツ を 通

じ た ま ち の 賑 わ い の 創 出 と 地 域 の 活 性 化 を 目 指 し ま す 。

スポーツ分野に関連するSDGｓゴール
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

誰でもいつでも気軽に運動やスポーツ
を楽しめる環境づくりが必要です。①

週 1 回 以 上 の 運 動 習 慣 が な い 大 人 や 、 運 動 へ

の 苦 手 意 識 が あ る 子 ど も が 見 受 け ら れ ま す 。

心 身 の 健 康 維 持 の た め に は 、 運 動 習 慣 を 身

に 付 け る こ と が 大 切 で あ り 、 自 分 の 状 況 に 応

じ て 、 誰 で も 気 軽 に 運 動 や ス ポ ー ツ を 楽 し め

る 環 境 が 必 要 で す 。

スポーツを「観て、応援する」気運の醸
成が求められています。

②

地 域 の プ ロ ス ポ ー ツ を 観 戦 し た い と 思 わ な

い 市 民 も 、 一 定 程 度 い る 状 況 で す 。 ト ッ プ レ

ベ ル の ス ポ ー ツ を 観 る こ と は 、 市 民 に 夢 を 与

え 、 ス ポ ー ツ の 振 興 に も つ な が る こ と か ら 、

ス ポ ー ツ を 「 観 て 、 応 援 す る 」 文 化 の 醸 成 が

求 め ら れ ま す 。

初心者からプロを目指す人まで、スポーツ
に取り組める体制づくりが必要です。③

富 山 市 出 身 の 選 手 の 活 躍 は 、 市 民 に 感 動 と

夢 を 与 え 、 ス ポ ー ツ へ の 関 心 を 高 め る 大 き な

効 果 が あ り ま す 。 世 界 で 活 躍 で き る 選 手 を

輩 出 す る た め に は 、 ジ ュ ニ ア 期 か ら の 一 貫 し

た 育 成 が 必 要 で あ り 、 団 体 や 指 導 者 の 活 動

を 支 え る 体 制 づ く り が 必 要 で す 。

スポーツを通じて、人々が集い、交流す
る場の創出が求められています。

④

ス ポ ー ツ へ の 参 加 や 観 戦 は 、 人 々 が 集 ま り 交

流 す る 機 会 と な り 、 地 域 の 活 性 化 や ま ち の 賑

わ い 創 出 に つ な が り ま す 。 市 民 が ス ポ ー ツ に

関 す る 情 報 を い つ で も 簡 単 に 入 手 で き 、 ス

ポ ー ツ に 参 加 し た く な っ た り 、 観 戦 に 足 を 運

び た く な る よ う な 、 魅 力 あ る ス ポ ー ツ 拠 点 の

創 出 が 求 め ら れ て い ま す 。

ス ポ ー ツ

成人（１6歳以上）の市民の週
１回以上のスポーツ実施率

基準 50.2％
（令和７年度）

65.0％
（令和12年度）

スポーツに関する市民意識調査

目標

地域のプロスポーツの観戦率

基準
＜競技場等＞
成人：12.6％、児童生徒：27.2％
＜テレビ等＞
成人：20.9％、児童生徒：23.6％
（令和７年度）

＜競技場等＞
成人：20.0％、児童生徒：35.0％　
＜テレビ等＞
成人：25.0％、児童生徒：35.0％
（令和１２年度）

スポーツに関する市民意識調査

目標

スポーツを通じた交流に
意義を感じている市民の割合

基準 26.3％
（令和７年度）

３０.0%
（令和１２年度）

スポーツに関する市民意識調査

目標

競技人口に占める指導者の割合

基準

目標

6.2％
（令和７年度）

６．５％
（令和13年度）　

富山市調査
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〔 政 策 の 体 系 〕

誰 も が 楽 し く ス ポ ー ツ を 「 す る 」 環 境 づ く り政 策

１ 誰 も が 身 近 な 場 で ス ポ ー ツ に 親 し め る 環 境 の 充 実 を 図 り ま す 。

多 様 な 主 体 が ス ポ ー ツ を 楽 し む 機 会 の 創 出
施 策

１

各 世 代 に 応 じ た 運 動 プ ロ グ ラ ム の 提 供 や ス ポ ー ツ イ ベ ン ト の 開 催

な ど を 通 じ て 、 誰 も が 気 軽 に ス ポ ー ツ を 楽 し め る 環 境 づ く り を 推

進 し ま す 。

障 害 者 ス ポ ー ツ の 普 及 促 進 を 目 的 と し た 団 体 の 設 立 ・ 運 営 支 援

や 、 障 害 者 関 係 団 体 等 と の 連 携 に よ り 、 障 害 者 ス ポ ー ツ の 推 進 を

図 り ま す 。

子 ど も が 運 動 ・ ス ポ ー ツ に 取 り 組 む 習 慣 を 身 に 付 け ら れ る よ う 、

学 校 や ス ポ ー ツ 関 係 団 体 と 連 携 し 、 運 動 ・ ス ポ ー ツ に 親 し む 機 会

を 提 供 し ま す 。

ア ー バ ン ス ポ ー ツ の 普 及 促 進 を 図 る た め 、 イ ベ ン ト の 開 催 等 に よ

り 認 知 度 を 高 め 、 多 様 な 市 民 の ス ポ ー ツ 参 加 を 促 進 し ま す 。

施 策

2
安 心 ・ 安 全 ・ 快 適 で 、 持 続 可 能 な ス ポ ー ツ 施 設 の 整 備

ス ポ ー ツ 施 設 の 計 画 的 な 改 修 や 設 備 更 新 に よ り 、 施 設 の Ｌ Ｅ Ｄ 化

な ど 、 施 設 の 長 寿 命 化 を 図 り 、 安 心 ・ 安 全 ・ 快 適 に 利 用 で き る 環

境 を 整 備 し ま す 。

民 間 の 力 を 生 か し た 効 率 的 な 運 営 手 法 を 取 り 入 れ 、 持 続 可 能 な

施 設 運 営 を 推 進 し ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 第 2 次 富 山 市 ス ポ ー ツ プ ラ ン

ス ポ ー ツ

取組の写真、イラストなど
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〔 政 策 の 体 系 〕

トッ プ レ ベ ル の ス ポ ー ツを 「 み る 」 環 境 づ く り政 策

２

施 策

１

施 策

2

プ ロ ス ポ ー ツ チ ー ム と 連 携 し た 「 応 援 す る 」 機 運 の 醸 成

市 内 を 拠 点 と す る プ ロ ス ポ ー ツ チ ー ム と 連 携 し 、 市 民 デ ー な ど の

試 合 情 報 を 積 極 的 に 広 報 し 、 市 民 が プ ロ ス ポ ー ツ を 観 戦 す る 機

会 を 提 供 し ま す 。

市 民 が 選 手 と 交 流 で き る イ ベ ン ト 等 の 実 施 や 、 学 校 ・ 地 域 と の 連

携 事 業 を 通 じ て 、 地 元 プ ロ ス ポ ー ツ チ ー ム へ の 愛 着 や ス ポ ー ツ へ

の 関 心 を 高 め ま す 。

ス ポ ー ツ 大 会 の 誘 致 に よ る 観 戦 機 会 の 創 出

国 際 大 会 や 全 国 規 模 の ス ポ ー ツ 大 会 、 地 域 独 自 の 特 色 あ る 大 会

の 開 催 を 支 援 し 、 市 民 が 身 近 に ス ポ ー ツ を 観 る 機 会 の 充 実 を 図

り ま す 。

大 会 開 催 地 や 合 宿 地 と し て 選 択 さ れ る よ う 、 施 設 の 特 徴 や 地 域

の 魅 力 な ど に つ い て 、 ス ポ ー ツ 団 体 、 観 光 ・ 経 済 団 体 等 と 連 携 し 、

情 報 発 信 を 行 い ま す 。

ス ポ ー ツ を 観 て 応 援 す る 文 化 を 育 み 、 ス ポ ー ツ へ の 関 心 を 高 め ま す 。

ス ポ ー ツ

主 な 関 連 計 画

• 第 2 次 富 山 市 ス ポ ー ツ プ ラ ン

取組の写真、イラストなど
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〔 政 策 の 体 系 〕

ス ポ ー ツ 活 動 を 「 さ さ え る 」 環 境 の 整 備
政 策

３

ス ポ ー ツ 活 動 を 支 え る 団 体 や 指 導 者 へ の 支 援

市 民 が 生 涯 に わ た っ て ス ポ ー ツ に 取 り 組 め る よ う 、 地 域 に お け る

ス ポ ー ツ 活 動 を 支 え る 団 体 の 運 営 を 支 援 し ま す 。

指 導 者 の 質 の 向 上 を 図 る た め 、 研 修 ・ 講 習 会 の 開 催 や 、 指 導 者 の

資 格 取 得 を 支 援 し ま す 。

選 手 の 強 化 活 動 に 貢 献 し た 指 導 者 等 に 対 し 、 社 会 的 評 価 を 高 め

る た め に 表 彰 を 行 う な ど 、 顕 彰 制 度 の 充 実 を 図 り ま す 。

取組の写真、イラストなど

施 策

１

施 策

2

ト ッ プ ア ス リ ー ト の 育 成 ・ 強 化 体 制 の 確 立

ジ ュ ニ ア 期 か ら 中 ・ 長 期 的 な 育 成 を 行 え る よ う 、 競 技 団 体 を 支 援 し 、

一 貫 し た 指 導 体 制 を 確 立 し ま す 。

全 国 レ ベ ル で 活 躍 す る 選 手 ・ 指 導 者 を 外 部 講 師 と し て 招 聘 し 、 選

手 の 競 技 力 向 上 と 指 導 者 の 資 質 向 上 を 図 り ま す 。

富 山 市 を 代 表 す る ス ポ ー ツ に つ い て は 、 ジ ュ ニ ア 育 成 の 成 果 を 踏

ま え 、 定 期 的 に 対 象 種 目 を 見 直 し 、 重 点 的 に 支 援 し ま す 。

初 心 者 か ら 競 技 ス ポ ー ツ を 目 指 す 人 ま で 、 誰 も が ス ポ ー ツ に 取 り 組 め る

環 境 を 整 備 し ま す 。

ス ポ ー ツ

主 な 関 連 計 画

• 第 2 次 富 山 市 ス ポ ー ツ プ ラ ン
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〔 政 策 の 体 系 〕

ス ポ ー ツ で 「 つ な が る 」 交 流 と 賑 わ い の 創 出政 策

４

ま ち な か の ア リ ー ナ を 拠 点 と し た 賑 わ い の 創 出

民 間 ノ ウ ハ ウ を 活 用 し た 自 由 度 の 高 い 運 営 に よ り 、 プ ロ ス ポ ー ツ

の 興 行 や 質 の 高 い エ ン タ ー テ イ メ ン ト を 提 供 し 、 周 辺 エ リ ア の 活

性 化 を 図 り ま す 。

イ ベ ン ト の 開 催 等 に あ わ せ 、 交 流 ・ 滞 在 ・ 消 費 に つ な が る 取 組 を

展 開 し 、 ス ポ ー ツ を 契 機 と し た 関 係 人 口 の 創 出 や 地 域 の 活 性 化

を 図 り ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 観 光 ・ 交 流 　 政 策 ３ － 施 策 ２

ス ポ ー ツ を 通 じ た 集 ま る 機 会 創 出 と 交 流 促 進

施 策

2

ス ポ ー ツ 活 動 の 拠 点 と な る ス ポ ー ツ 施 設 に 、 多 く の 人 々 が 集 い 、

交 流 が 生 ま れ る よ う 、 魅 力 あ る 拠 点 づ く り を 進 め ま す 。

市 民 が 必 要 な ス ポ ー ツ 情 報 を い つ で も 簡 単 に 入 手 で き る よ う 、

ス ポ ー ツ イ ベ ン ト や 施 設 利 用 等 に 関 す る 情 報 を 一 元 化 し 、 わ か り

や す く 提 供 し ま す 。

ス ポ ー ツ 施 設 の 利 用 予 約 を オ ン ラ イ ン 化 す る な ど 、 利 用 し や す い

施 設 運 営 を 進 め ま す 。

取組の写真、イラストなど

施 策

１

ス ポ ー ツ を 通 じ て 人 が 集 い 、 地 域 に 交 流 と 賑 わ い を 生 み 出 し ま す 。

ス ポ ー ツ

主 な 関 連 計 画

• 第 2 次 富 山 市 ス ポ ー ツ プ ラ ン
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分野
０５

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 多 様 な 人 が 支 え 合 い 、 地 域 の 活 動 や 文 化 の 継 承 を 通 じ て 、 安 心 し

て 暮 ら せ る 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を 進 め ま す 。

写真①

写真②

写真③

富 山 市 で は 、 町 内 会 や 自 治 振 興 会 、 公 民 館 活 動 、 地 域 の 祭 り や 行 事 な ど

を 通 じ て 、 住 民 同 士 が 支 え 合 い 、 地 域 の 暮 ら し を 支 え る 基 盤 が 培 わ れ て

き ま し た 。

一 方 、 人 口 減 少 や 少 子 高 齢 化 の 進 行 に よ り 、 地 域 活 動 の 担 い 手 不 足 や 、

住 民 同 士 の つ な が り の 希 薄 化 が 進 ん で お り 、 地 域 活 動 の 継 続 に 課 題 が

生 じ て い ま す 。

今 後 、 I C T を 活 用 し た 地 域 活 動 の 効 率 化 や 、 多 世 代 の 地 域 参 加 を 促 進

す る と と も に 、 公 民 館 な ど の 地 域 拠 点 機 能 の 向 上 を 図 り ま す 。 ま た 、 多

文 化 共 生 や 男 女 共 同 参 画 を 推 進 し 、 誰 も が 地 域 で 安 心 し て 暮 ら せ る 環

境 づ く り を 進 め ま す 。 さ ら に 、 地 域 の 伝 統 文 化 や 文 化 遺 産 の 保 存 ・ 活 用 、

ふ る さ と 意 識 の 醸 成 を 通 じ て 、 地 域 へ の 愛 着 と つ な が り を 育 み ま す 。

地域コミュニティ分野に関連するSDGｓゴール
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

誰もが安心して暮らせる地域づくりに向け、
さらなる対応が求められています。①

人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 が 進 み 、 外 国 人 の 住 民 が

増 加 す る な か 、 互 い の 文 化 や 慣 習 を 理 解 し 、 共

に 暮 ら す 地 域 づ く り が 求 め ら れ て い ま す 。 ま た 、

誰 も が 活 躍 の 場 を 持 ち 活 き 活 き と 暮 ら す た め 、

固 定 的 な 役 割 分 担 意 識 や ア ン コ ン シ ャ ス ・ バ イ

ア ス （ 無 意 識 の 思 い 込 み ） を 解 消 す る こ と が 課

題 と な っ て い ま す 。

地域活動の担い手不足と負担の軽減が、
重要な課題となっています。

②

少 子 高 齢 化 や ラ イ フ ス タ イ ル の 変 化 に よ り 、

町 内 会 の 担 い 手 が 減 少 し 、 地 域 活 動 の 継 続

や 運 営 に 課 題 が 生 じ て い ま す 。 多 世 代 が 継

続 的 に 関 わ る 、 効 率 的 な 仕 組 み づ く り が 求 め

ら れ て い ま す 。

地域交流拠点の利便性向上に取り組む
必要があります。

③

市 立 公 民 館 は 地 域 住 民 の 交 流 や 学 び の 重 要 な

拠 点 で す が 、 施 設 の 老 朽 化 へ の 対 応 や 、 よ り

利 用 し や す い 施 設 環 境 の 整 備 が 求 め ら れ て い

ま す 。

地域の魅力の維持や、特色のある地域行
事の継承が課題となっています。

④

担 い 手 不 足 に よ り 、 地 域 で 代 々 受 け 継 が れ

て き た 行 事 の 継 続 が 難 し い 状 況 と な っ て い

ま す 。 世 代 を 超 え た 関 わ り を 推 進 し 、 行 事 を

継 承 す る た め の 取 組 へ の 支 援 が 必 要 と さ れ

て い ま す 。

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ

外 国 人 住 民 数 の 推 移 町 内 会 加 入 率 の 推 移

写真

自治会・町内会などの地域
活動において男女平等と

感じる市民の割合

基準 27.4％
（令和7年度）

基準

富山市調査

目標

「町内会の活動やお祭りなど地
域コミュニティに関する行事に
参加している」と回答した市民

の割合

基準

目標

電子回覧板
利用世帯数

基準 10,608世帯
（令和7年度）

富山市調査

80,000世帯
（令和1３年度）

目標 目標
32.4％
（令和１２年度）

公民館利用者数

587,040人
（令和3～7年度平均）

700,000人
（令和13年度）

富山市民意識調査

36.0％
（令和7年度）

38.0％
（令和１２年度）

外 国 人 住 民 数 の 推 移 町 内 会 加 入 率 の 推 移

出典：富山市「人口統計（外国人の人口と世帯）」 出典：富山市調査
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〔 政 策 の 体 系 〕 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ

多 様 な 人 々 が 支 え合 う 地 域 づ く り政 策

１ 地 域 の 多 様 な 主 体 が 支 え 合 う 、 誰 も が 安 心 し て 暮 ら せ る 地 域 社 会 を 目 指 し

ま す 。

多 文 化 共 生 の 推 進
施 策

１

市 民 、 事 業 者 、 民 間 団 体 等 と 連 携 ・ 協 働 し 、 地 域 の 実 情 に 即 し た

多 文 化 共 生 推 進 施 策 を 講 じ る こ と で 、 相 互 理 解 と 共 生 意 識 の 醸

成 を 図 り ま す 。

外 国 人 住 民 が 地 域 で 安 心 し て 暮 ら せ る よ う 、 多 言 語 や 分 か り や

す い 日 本 語 に よ る 生 活 ・ 防 災 情 報 等 の 発 信 や 、 相 談 体 制 の 充 実

に 努 め ま す 。

施 策

2
男 女 共 同 参 画 社 会 の 推 進

地 域 で の 啓 発 活 動 な ど を 通 じ て 、 社 会 全 体 の 男 女 共 同 参 画 に 関

す る 正 し い 理 解 の 促 進 と 意 識 醸 成 を 図 り ま す 。

若 者 向 け の イ ベ ン ト や 男 女 共 同 参 画 推 進 セ ン タ ー に お け る 啓 発

講 座 の 開 催 等 に よ り 、 性 別 に 基 づ く 偏 見 や 固 定 観 念 を 見 直 し 、

ジ ェ ン ダ ー 平 等 や 多 様 性 へ の 理 解 を 促 進 し ま す 。

D V 相 談 等 の 相 談 支 援 や 啓 発 活 動 を 通 じ て 、 あ ら ゆ る 暴 力 を 許

さ な い 意 識 の 醸 成 と 、 安 心 し て 暮 ら せ る 社 会 づ く り を 進 め ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 男 女 共 同 参 画 プ ラ ン

• 富 山 市 障 害 者 計 画 ・ 富 山 市 障 害 福 祉 計 画

• 富 山 市 高 齢 者 総 合 福 祉 プ ラ ン

高 齢 者 ・ 障 害 者 の 社 会 参 加 支 援

高 齢 者 が 豊 富 な 経 験 と 知 識 を 生 か し て 地 域 社 会 に 貢 献 し 、 生 き

が い の あ る 生 活 を 送 れ る よ う 、 就 労 や 社 会 活 動 参 加 へ の 支 援 を

行 い ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 健 康 ・ 福 祉 ・ 医 療 ・ 福 祉 　 政 策 ３ － 施 策 ２

障 害 者 の 就 労 移 行 支 援 事 業 所 等 や グ ル ー プ ホ ー ム の 整 備 を 支 援

し 、 地 域 で 安 心 し て 生 活 で き る 環 境 づ く り と 就 労 先 で の 理 解 促

進 を 図 り ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 健 康 ・ 福 祉 ・ 医 療 　 政 策 ３ ー 施 策 ４

施 策

3

29
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〔 政 策 の 体 系 〕

地 域 を 担 う 人 材 の 育 成 と 活 動 の 促 進政 策

２ 地 域 の 担 い 手 を 育 成 し 、 I C T 活 用 と 多 世 代 連 携 で 、 元 気 な 地 域 社 会 の 形 成

を 目 指 し ま す 。

施 策

１

施 策

2 地 域 活 動 へ の 参 画 促 進 ・ 担 い 手 育 成

町 内 会 等 が 抱 え る 地 域 課 題 の 解 決 や 、 地 域 の 魅 力 向 上 に つ な が

る 地 域 主 体 の 新 た な 取 組 、 若 年 層 と の 交 流 を 促 進 す る 取 組 等 へ

の 支 援 に よ り 、 「 元 気 な 地 域 」 の 形 成 を 推 進 し ま す 。

地 域 に お け る 災 害 対 応 力 向 上 の た め 、 防 災 リ ー ダ ー と な る 人 材

の 育 成 を 推 進 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 防 災 ・ 防 犯 　 政 策 １ － 施 策 １

自 主 防 犯 組 織 の 活 動 を 支 援 し 、 地 域 の 防 犯 活 動 の 質 の 向 上 と 担

い 手 の 確 保 を 図 り ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 防 災 ・ 防 犯 　 政 策 ２ ー 施 策 １

I C T を 活 用 し た 地 域 活 動 の 活 性 化

電 子 回 覧 板 ア プ リ な ど デ ジ タ ル 技 術 の 活 用 に よ り 、 地 域 活 動 の

効 率 化 や 幅 広 い 世 代 の 参 加 促 進 、 担 い 手 の 負 担 軽 減 を 図 る と と

も に 、 平 常 時 か ら 災 害 時 ま で の 円 滑 な 情 報 共 有 や 連 絡 体 制 を 推

進 す る こ と で 、 安 全 で 安 心 な 地 域 づ く り を 進 め ま す 。

高 齢 者 の 方 々 が ス マ ー ト フ ォ ン を は じ め と す る デ ジ タ ル 機 器 を 積

極 的 に 活 用 で き る よ う 、 各 種 講 座 を 実 施 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 　 政 策 １ － 施 策 ３

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 地 域 防 災 計 画

• 富 山 市 安 全 で 安 心 な ま ち づ く り の 推 進 に 関 す る 行 動 計 画

取組の写真、イラストなど

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ
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〔 政 策 の 体 系 〕

地 域 拠 点 を 生 か し た 交 流 の 促 進政 策

３ 公 民 館 な ど の 地 域 拠 点 を 生 か し 、 住 民 同 士 の 交 流 や 活 動 が 広 が る 地 域 づ く

り を 進 め ま す 。

施 策

１

施 策

2

コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 の 拠 点 整 備

地 域 住 民 が 集 い 、 学 び 、 交 流 で き る 場 で あ る 、 市 立 公 民 館 の 整 備

を 推 進 し ま す 。

利 用 申 請 の 電 子 化 や ス マ ー ト ロ ッ ク の 導 入 と い っ た デ ジ タ ル 技

術 な ど に よ り 、 公 民 館 の 利 便 性 と 地 域 活 動 の 拠 点 性 向 上 を 図 り

ま す 。

取組の写真、イラストなど

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ

地 域 拠 点 を 活 用 し た 交 流 機 会 の 創 出

公 民 館 を は じ め と し た 公 共 施 設 を 活 用 し 、 地 域 住 民 が 気 軽 に 集

い 、 つ な が る 機 会 の 創 出 を 支 援 し ま す 。

地 域 の 住 民 や 団 体 、 事 業 者 等 が 連 携 し て 実 施 す る 、 買 物 支 援 、 移

動 支 援 、 交 流 イ ベ ン ト な ど の 取 組 を 促 進 し 、 身 近 な 拠 点 を 中 心 と

し た 地 域 の 活 性 化 を 図 り ま す 。

施 策

３
中 山 間 地 域 の 地 域 資 源 を 生 か し た 交 流 の 促 進

富 山 市 全 体 の 豊 か さ を 支 え る 中 山 間 地 域 に お い て 、 移 住 ・ 定 住

の 促 進 と 、 多 様 な 担 い 手 の 確 保 に よ り 、 住 民 主 体 の 地 域 づ く り を

支 援 し ま す 。

地 域 住 民 が 、 地 域 の 将 来 像 を 描 き 、 共 有 で き る よ う 、 話 し 合 い や

ビ ジ ョ ン づ く り を 促 進 し ま す 。

豊 か な 自 然 、 歴 史 あ る 生 活 文 化 、 な り わ い な ど 、 中 山 間 地 域 固 有

の 地 域 資 源 を 活 か し 、 交 流 と 活 力 を 創 出 し な が ら 、 安 心 し て 暮 ら

し 続 け ら れ る 場 所 と し て 次 世 代 に 継 承 し ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕

地 域 の 誇 り を 受 け 継 ぐ ふ る さ と づ く り政 策

４ 地 域 の 祭 り や 歴 史 、 自 然 な ど を 生 か し た 住 民 主 体 の 活 動 を 通 じ て 、 地 域 の

愛 着 と 誇 り を 受 け 継 ぎ ま す 。

施 策

１

施 策

2

取組の写真、イラストなど

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ

地 域 の 伝 統 行 事 等 の 継 承 支 援

町 内 会 等 が 地 域 の 伝 統 、 歴 史 、 自 然 な ど の 地 域 資 源 を 生 か し て

取 り 組 む 活 動 を 支 援 し 、 地 域 へ の 愛 着 や 住 民 同 士 の つ な が り を

育 み ま す 。

途 絶 え て い た 伝 統 行 事 の 復 活 な ど 、 地 域 に よ る 伝 統 文 化 の 継 承

に 向 け た 取 組 を 支 援 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 文 化 ・ 芸 術 　 政 策 ３ ー 施 策 ２

地 域 の 特 性 を 生 か し た 公 民 館 活 動 や ふ る さ と づ く り 事 業 に よ り 、

身 近 な 学 び と 交 流 の 機 会 を 創 出 し 、 多 世 代 の つ な が り を 育 み ま

す 。

地 域 の 祭 り や 文 化 祭 な ど 、 住 民 が 主 体 と な っ て 取 り 組 む 地 域 活

動 を 支 援 し 、 地 域 の 連 帯 感 と ふ る さ と へ の 愛 着 を 醸 成 し ま す 。

ふ る さ と づ く り の 推 進
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分野
０６

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 富 山 市 の 魅 力 発 信 と ふ る さ と 教 育 を 通 じ 、 世 代 を 超 え て 郷 土 愛

を 深 め る 取 組 を 推 進 し ま す 。

写真①

写真②

写真③

令 和 ７ 年 度 に 実 施 し た 「 富 山 市 民 意 識 調 査 」 で は 、 男 女 と も 「 富 山 市 に 住

み 続 け た い 」 と 考 え る 市 民 が 8 0 ％ を 超 え て い る ほ か 、 住 み 続 け た い 理

由 と し て は 「 地 域 に な じ み や 愛 着 が あ る の で 」 と 答 え る 市 民 が 最 も 多 い

と い う 結 果 に な っ て い ま す 。 こ う し た 市 民 の 愛 着 は 、 富 山 市 の 魅 力 発 信

や 移 住 ・ 定 住 、 次 世 代 へ の ふ る さ と 教 育 に つ な げ て い く べ き 、 重 要 な 財

産 で す 。

一 方 、 若 年 層 を 中 心 に 市 内 定 着 意 識 の 低 下 も み ら れ 、 若 い 世 代 、 中 で も

若 年 女 性 の 転 出 や 、 U タ ー ン 促 進 が 課 題 と な っ て い ま す 。 市 民 自 ら が 富

山 市 の 魅 力 を 発 信 す る 取 組 の 推 進 や 、 ふ る さ と へ の 理 解 を 深 め る 子 ど

も た ち へ の 教 育 の 充 実 が 必 要 で す 。

今 後 、 市 外 に 向 け た 魅 力 発 信 と 移 住 ・ 定 住 の 促 進 、 市 民 の シ ビ ッ ク プ ラ

イ ド 醸 成 、 子 ど も た ち へ の ふ る さ と 教 育 を 連 動 さ せ 、 富 山 市 へ の 愛 着 と

共 感 を 内 外 に 広 げ ま す 。

郷土愛分野に関連するSDGｓゴール
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

富山市の魅力発信のさらなる強化が求
められています。①

大 都 市 圏 イ メ ー ジ 調 査 で 約 ３ 割 が 富 山 市 に

「 特 に 印 象 が な い 」 と 回 答 し て お り 、 市 外 で

の 認 知 度 向 上 が 課 題 で す 。 戦 略 的 な 情 報 発

信 を 進 め 、 富 山 の 魅 力 を 効 果 的 に 伝 え る こ

と が 必 要 で す 。

若年層の流出と、Uターン促進が課題に
なっています。

②

富 山 市 は 全 体 で 転 入 超 過 傾 向 に あ る も の の 、

1 5 ～ 3 4 歳 の 若 年 層 、 特 に 若 年 女 性 は 転 出

超 過 が 続 い て い ま す 。 進 学 ・ 就 職 で 転 出 し た

若 者 の U タ ー ン 促 進 や 、 定 住 促 進 策 の 充 実 が

必 要 で す 。

市民の郷土愛は強いものの、若年層の愛
着醸成に課題があります。

③

富 山 市 民 意 識 調 査 で は 「 富 山 市 に 住 み 続 け

た い 」 と 回 答 す る 市 民 は 約 8 割 と 高 水 準 で す

が 、 2 0 代 以 下 で は 減 少 傾 向 で す 。 S N S 発 信

や ま ち づ く り 参 加 を 促 し 、 富 山 市 へ の 愛 着 を

深 め る 取 組 が 必 要 で す 。

子どもたちがふるさとの理解を深める
教育の充実が求められています。

④

郷 土 の 歴 史 や 文 化 を 体 験 し 理 解 を 深 め る 教

育 を 充 実 さ せ る こ と で 、 子 ど も た ち が 富 山

市 へ の 愛 着 を 持 ち 、 一 度 転 出 し て も 再 び 戻 り

た い と 思 う 気 持 ち を 育 む こ と が 必 要 で す 。

郷 土 愛

写真

富山市の魅力を自ら発信
している市民の割合

基準 新規

富山市民意識調査

基準

目標

富山市に対して「推奨」・「参加」・
「感謝」する意欲があると

回答した市民の割合

基準
①推奨意欲 17.8％
②参加意欲 18.4％
③感謝意欲　56.1％
（令和7年度）

目標

地域の自然や文化財を巡る
参加型学習の満足度

基準 新規

富山市調査

50％
（令和13年度）目標

５２％
（令和12年度） 目標

移住者数
（移住相談窓口を通した
県外からの移住者数）

２３０人
（令和７年度）

富山県調査

４５０人
（令和13年度）

①推奨意欲 ２１．８％
②参加意欲 ２０．４％
③感謝意欲 ５８．１％
（令和１２年度）

富山市民意識調査

大 都 市 圏 イ メ ー ジ 調 査 の 結 果 （ 令 和 ８ 年 度 調 査 ） 若 年 世 代 （ 1 5 ～ ３ ４ 歳 ： 日 本 人 ） の 転 出 超 過

出典：富山市調査 出典：富山県「人口移動調査」
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富 山 市 民 意 識 調 査 「 富 山 市 に 住 み 続 け た い 」 と

回 答 す る 2 0 代 以 下 市 民

出典：富山市「富山市民意識調査結果報告書（令和７年度調査）」
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〔 政 策 の 体 系 〕 郷 土 愛

市 の 魅 力 発 信 と 移 住 定 住 の 促 進政 策

１ 市 の 魅 力 発 信 と 広 域 連 携 で 、 移 住 定 住 促 進 に 取 り 組 み ま す 。

シ テ ィ プ ロ モ ー シ ョ ン の 推 進
施 策

１

市 外 居 住 者 、 特 に 若 い 世 代 を タ ー ゲ ッ ト に 、 S N S や 各 種 媒 体 を 活

用 し 、 富 山 市 の 魅 力 を 戦 略 的 か つ 効 果 的 に 発 信 し ま す 。

情 報 発 信 を 通 じ て 富 山 市 へ の 興 味 ・ 関 心 を 高 め 、 交 流 人 口 や 関 係

人 口 の 拡 大 を 推 進 し ま す 。

施 策

2 富 山 市 の 魅 力 を 生 か し た 移 住 定 住 の 促 進

移 住 希 望 者 と の 交 流 の 場 や 、 S N S な ど の デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し 、

富 山 市 で の 暮 ら し の 魅 力 を 地 方 移 住 検 討 者 に 戦 略 的 に 発 信 す る

こ と で 、 富 山 市 へ の 移 住 を 促 進 し ま す 。

移 住 コ ン シ ェ ル ジ ュ に よ る 継 続 的 な 支 援 を 行 い 、 移 住 検 討 段 階 か

ら 移 住 後 の 暮 ら し ま で 一 貫 し て 寄 り 添 う こ と で 、 移 住 者 の 定 住 を

サ ポ ー ト し ま す 。

市 内 外 の 若 者 に 対 し 、 富 山 市 で 働 き 暮 ら す 魅 力 を 伝 え る こ と で 、

ふ る さ と の 愛 着 を 育 み 、 若 者 の 定 着 や U I J タ ー ン 促 進 を 図 り ま

す 。

先 輩 移 住 者 に よ る 情 報 発 信 を 促 進 し 、 富 山 市 で の 日 常 の 暮 ら し

の 魅 力 を 広 げ る こ と で 、 さ ら な る 移 住 者 や 関 係 人 口 の 拡 大 に つ

な げ ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 シ テ ィ プ ロ モ ー シ ョ ン 推 進 指 針

近 隣 市 町 村 と の 連 携 に よ る 魅 力 創 出

富 山 広 域 連 携 中 枢 都 市 圏 の ５ 市 町 村 が 連 携 し て 事 業 を 推 進 し 、 域

内 全 体 の 魅 力 を 高 め ま す 。

自 治 体 間 で 資 源 を 有 効 活 用 し 、 広 域 的 な 住 民 サ ー ビ ス の 維 持 ・ 向 上

と 関 係 人 口 ・ 交 流 人 口 の 増 加 を 図 り ま す 。

施 策

3

取組の写真、イラストなど

人 材 不 足 が 課 題 と な っ て い る 介 護 、 保 育 、 農 業 、 交 通 な ど の 分 野 に

35
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〔 政 策 の 体 系 〕 郷 土 愛

ふ る さ と へ の 理 解 と 誇 り の 醸 成政 策

２ 多 様 な 市 民 参 加 型 事 業 で 、 地 域 の 誇 り と 愛 着 を 育 み ま す 。

施 策

１

施 策

2

シ ビ ッ ク プ ラ イ ド の 醸 成

「 A M A Z I N G  T O Y A M A 」 を キ ー ワ ー ド に 、 市 民 の 誇 り や 愛 着 を

育 む 、 シ ビ ッ ク プ ラ イ ド 醸 成 に 向 け た 取 組 を 推 進 し ま す 。

市 内 の 風 景 や 暮 ら し を 写 し た 写 真 展 や ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど を 通 じ て 、

地 域 へ の 理 解 と 愛 着 を 深 め る 機 会 を 創 出 し ま す 。

進 学 や 就 職 で 富 山 市 を 離 れ た 方 も 含 め 、 S N S 等 で 富 山 市 の 魅 力 や

暮 ら し の 良 さ に 触 れ る こ と で 、 「 帰 っ て き た い 」 「 住 み 続 け た い 」 と

思 う 気 持 ち を 育 む 取 組 を 展 開 し ま す 。

（ 仮 称 ） と や ま く す り ミ ュ ー ジ ア ム を 整 備 し 、 富 山 市 の 産 業 発 展 の 礎

と な っ た 配 置 薬 業 を は じ め と し た 「 富 山 の く す り 」 に 関 す る 情 報 発

信 や 、 子 ど も た ち を 中 心 に 幅 広 い 層 の 人 々 が 参 加 で き る 体 験 学 習

プ ロ グ ラ ム を 実 施 す る な ど 、 地 域 産 業 へ の 誇 り や 愛 着 を 育 み ま す 。

ふ る さ と 教 育 の 推 進

小 学 生 を 対 象 に 、 地 域 の 自 然 や 文 化 財 を 巡 る 参 加 型 学 習 を 実 施 し 、

郷 土 へ の 理 解 と 愛 着 を 深 め ま す 。

歴 史 や 文 化 、 人 と の つ な が り や 生 活 な ど 様 々 な 地 域 資 源 の 学 び を

通 じ て 、 子 ど も た ち の ふ る さ と を 大 切 に す る 心 を 育 み ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 文 化 ・ 芸 術 　 政 策 ３ ー 施 策 ２

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 シ テ ィ プ ロ モ ー シ ョ ン 推 進 指 針

• く す り 関 連 施 設 基 本 構 想 ・ 基 本 計 画

• 富 山 市 文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画

取組の写真、イラストなど
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分野
０7

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 産 学 官 民 の 創 意 と 知 見 を 生 か し て 、 変 化 の ス ピ ー ド が 速 い 現 代 社

会 に 柔 軟 に 対 応 で き る 行 政 基 盤 を 確 立 し ま す 。

写真①

写真②

写真③

富 山 市 は こ れ ま で 、 市 民 と の 協 働 や 、 産 学 官 民 と の 連 携 、 行 政 改 革 の 推

進 な ど に よ り 、 行 政 課 題 の 解 決 や 時 代 に 応 じ た 行 政 運 営 体 制 の 確 立 に

努 め て き ま し た 。

一 方 、 グ ロ ー バ ル 化 ・ 高 度 情 報 化 が 急 速 に 進 展 し 、 将 来 の 予 測 が 困 難 な

現 代 社 会 に お い て 、 行 政 課 題 は 多 様 化 ・ 複 雑 化 し て お り 、 行 政 の み の 視

点 で は 、 す べ て に 対 応 す る こ と が ま す ま す 難 し く な っ て い ま す 。 ま た 、 少

子 高 齢 化 の 急 速 な 進 行 に よ り 、 行 政 経 営 資 源 が 制 約 を 受 け る な か で も 、

将 来 に わ た っ て 行 政 の 機 能 を 発 揮 し 続 け る 必 要 が あ り ま す 。

今 後 は 、 産 学 官 民 の 創 意 と 知 見 を ま ち づ く り に 生 か す た め 、 新 た な 価 値

を 生 み だ し 、 行 政 課 題 の 解 決 に 主 体 的 に 取 り 組 む 環 境 を 整 備 し ま す 。 ま

た 、 持 続 可 能 な 行 政 基 盤 を 確 立 す る た め 、 人 材 育 成 と 働 き 方 改 革 を 進 め

る と と も に 、 限 ら れ た 行 政 経 営 資 源 を 最 大 限 に 有 効 活 用 で き る よ う 、 デ

ジ タ ル 技 術 を 活 用 し た 業 務 改 革 と 魅 力 あ る 公 共 施 設 へ の 転 換 を 推 進 し

ま す 。

行政・パートナーシップ分野に関連するSDGｓゴール
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

①

行 政 サ ー ビ ス へ の 市 民 ニ ー ズ や 地 域 課 題 は

多 様 化 ・ 複 雑 化 し て い ま す 。 そ れ ら に 対 応 す

る た め に 、 行 政 の 視 点 だ け で は な く 、 市 民

の 創 意 が 求 め ら れ て お り 、 市 民 が ま ち づ く

り に 参 画 し や す い 仕 組 み づ く り が 必 要 で す 。

持続可能なまちづくりを進めるため、多
様な主体が連携することが必要です。

②

少 子 高 齢 化 ・ グ ロ ー バ ル 化 ・ 高 度 情 報 化 の 急

速 な 進 行 に よ り 、 将 来 の 予 測 が 難 し い 社 会 と

な っ て い ま す 。 変 化 し や す い 行 政 課 題 に 対 応

す る た め に は 、 広 域 的 な 視 点 や 、 大 学 や 企 業

等 の 専 門 的 知 見 が 必 要 で す 。

チャレンジを楽しみ、多様化する行政課題
に対応できる職員の確保・育成が必要です。③

少 子 化 に よ る 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 等 に よ り 、

人 材 確 保 は ま す ま す 厳 し い 状 況 と な っ て い

ま す 。 多 様 化 す る 行 政 課 題 に 適 切 に 対 応 で

き る 職 員 を 確 保 す る た め に は 、 人 材 育 成 や

働 き 方 改 革 の 推 進 が 必 要 で す 。

写真

　（ワンチームの写真）

持続可能な行政基盤を確立するために
は、デジタル技術の活用や公共施設の
在り方の見直しが必要です。

④

人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 の 進 行 に 伴 い 、 行 政 経

営 資 源 が 制 約 さ れ る な か で も 、 将 来 に 渡 っ て 、

自 治 体 と し て の 機 能 を 発 揮 し 続 け る 必 要 が あ

り ま す 。 そ の た め に は 、 業 務 の 効 率 化 や 公 共

施 設 の 見 直 し な ど に よ り 、 限 ら れ た 資 源 を 最

大 限 に 有 効 活 用 す る こ と が 必 要 で す 。

行 政 ・ パ ー ト ナ ー シ ッ プ

地域課題の解決のために、市民のまちづく
りへの積極的な参画が求められています。

まちづくりの主体であるという意識
を持ち、地域をより良くするために
行動している市民の割合

基準

富山市民意識調査

SCRUM-Tへの参加企業数

基準

目標

283企業・団体
（令和7年度）

富山県調査

目標

行政手続における
デジタルサービスの利用率

基準 新規

富山市調査

目標

基礎的財政収支

基準 　黒字
（令和6年度）

富山市調査

黒字
（令和13年度）

目標
360企業・団体
（令和13年度）

30％
（令和1２年度）

新規

前年度比2％増
（令和13年度）

1.3

1.1

5.6

6.1

46.9

45.7

12.2

12.2

5.6

4.5

26.6

27.5

1.8

2.9

0% 20% 40% 60% 80 % 100%

令和５年度

(N=1,882)

令和７年度

(N=2,197)

満足 ほぼ満足 普通 やや不満 不満 わからない 無回答

0 20 40 60 80 100 (%)

「 市 民 主 体 の ま ち づ く り 」 の 施 策 に 対 す る

市 民 の 満 足 度

出典：富山市「富山市民意識調査結果報告書」
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〔 政 策 の 体 系 〕 行 政 ・ パ ー ト ナ ー シ ッ プ

市 民 主 体 の ま ち づ く り の 推 進政 策

１ ま ち づ く り に 参 加 し や す い 仕 組 み の 中 、 市 民 と 行 政 が 共 に ま ち を 創 り ま す 。

市 政 へ の 市 民 参 画 の 推 進
施 策

１

施 策

2 S D G s の 普 及 展 開 と 担 い 手 の 育 成

S D G s に 関 す る イ ベ ン ト や ワ ー ク シ ョ ッ プ を 継 続 的 に 開 催 し 、 情 報

発 信 を 積 極 的 に 行 う こ と で 、 S D G s の 普 及 展 開 を 進 め ま す 。

S D G s の 推 進 に 取 り 組 む 担 い 手 を 育 成 す る た め 、 「 S D G s サ ポ ー

タ ー 」 の 募 集 ・ 登 録 を 進 め ま す 。

教 育 機 関 と 連 携 し 、 S D G s の 視 点 か ら 地 域 の 課 題 を 考 え 、 解 決 に

向 け て 行 動 で き る 子 ど も の 育 成 を 図 り ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 行 政 改 革 大 綱

施 策

3

施 策

3施 策

3

市 民 と 市 政 の 情 報 を 共 有 す る た め 、 広 報 紙 、 Ｓ Ｎ Ｓ な ど 、 多 様 な 情

報 媒 体 を 活 用 し 、 効 果 的 に 情 報 を 発 信 し ま す 。

タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ の 開 催 な ど に よ り 、 市 民 に 施 策 な ど を 説 明 し 、

市 民 の 多 様 な 意 見 を 聞 く 場 を 整 備 し ま す 。

市 民 の ニ ー ズ に 沿 っ た ま ち づ く り を 推 進 す る た め 、 市 政 の 計 画 段 階

か ら の 市 民 参 画 を 促 進 し ま す 。

施 策

２

市 民 同 士 の 対 話 の 場 づ く り を 進 め 、 新 た な 価 値 の 創 造 と 地 域 課 題

の 解 決 に 取 り 組 む 意 識 の 醸 成 を 図 り ま す 。

市 民 活 動 に 関 す る 情 報 発 信 や 参 加 機 会 の 提 供 な ど に よ り 、 市 民 が

主 体 的 に 活 動 へ 参 加 で き る 環 境 づ く り を 進 め ま す 。

地 域 に 関 係 す る 多 様 な 主 体 と そ れ ぞ れ の 特 性 を 生 か し て 連 携 ・ 協

力 し 、 協 働 に よ る 地 域 課 題 の 解 決 を 推 進 し ま す 。

市 民 の 創 意 と 主 体 性 を 生 か し た ま ち づ く り の 推 進

39



40

〔 政 策 の 体 系 〕

多 様 な 主 体 と の 連 携 の 推 進政 策

２ 地 域 の 多 様 な 主 体 と 手 を 取 り 合 い 、 持 続 可 能 な ま ち づ く り を 進 め ま す 。

施 策

１

施 策

2

県 や 近 隣 市 町 村 と の 連 携

取組の写真、イラストなど

行 政 ・ パ ー ト ナ ー シ ッ プ

富 山 広 域 連 携 中 枢 都 市 圏 の 市 町 村 と 連 携 し 、 圏 域 全 体 の 住 民 サ ー

ビ ス 向 上 と 地 域 の 活 性 化 を 図 り ま す 。

「 ワ ン チ ー ム と や ま 」 連 携 推 進 本 部 会 議 に お い て 、 県 と 市 町 村 間 の

課 題 共 有 を 図 り 、 連 携 し た 取 組 を 推 進 し ま す 。

施 策

3

高 等 教 育 機 関 と の 連 携

高 等 教 育 機 関 と の 連 携 ・ 協 力 を 推 進 し 、 専 門 的 な 知 見 や 学 生 の 柔

軟 な ア イ デ ア を 活 用 し 、 地 域 課 題 の 解 決 を 図 り ま す 。

高 等 教 育 機 関 へ の 支 援 を 行 う こ と に よ り 、 教 育 研 究 環 境 の 充 実 を

図 り 、 地 域 を 担 う 人 材 を 育 成 し ま す 。

高 等 教 育 機 関 の 魅 力 を 向 上 さ せ る こ と で 、 若 者 で 賑 わ う ま ち の 実

現 を 目 指 し ま す 。

産 学 官 民 の 連 携 に よ る 共 創 の 推 進

産 学 官 民 が 連 携 す る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 提 供 す る こ と で 、 オ ー プ ン

イ ノ ベ ー シ ョ ン を 推 進 し ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 広 域 連 携 中 枢 都 市 圏 ビ ジ ョ ン

• 富 山 市 ス マ ー ト シ テ ィ 推 進 ビ ジ ョ ン
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〔 政 策 の 体 系 〕

挑 戦 と 成 長 を 促 す ス マ ー ト な 行 政 基 盤 の 確 立政 策

３ 複 雑 化 ・ 高 度 化 す る 行 政 課 題 に 対 応 で き る 行 政 基 盤 を 創 り ま す 。

施 策

１

施 策

2

ス マ ー ト 自 治 体 の 実 現

施 策

３

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 行 政 改 革 大 綱

• 第 5 期 富 山 市 行 政 改 革 実 施 計 画 ・ 富 山 市 D X 推 進 計 画

• 富 山 市 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画

• 富 山 市 公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト ア ク シ ョ ン プ ラ ン

取組の写真、イラストなど

行 政 ・ パ ー ト ナ ー シ ッ プ

施 策

３

多 様 な 行 政 ニ ー ズ に 対 応 で き る 人 材 の 育 成 ・ 確 保

健 全 な 行 財 政 運 営 に 向 け た 公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト

公 共 施 設 の 在 り 方 を 時 代 の ニ ー ズ に 応 じ て 見 直 し 、 施 設 の 数 ・ 配

置 ・ 機 能 を 最 適 化 し ま す 。

公 共 施 設 を 市 民 共 有 の 資 産 と 捉 え 、 施 設 本 来 の 用 途 に と ら わ れ な

い 柔 軟 な 活 用 や 、 未 利 用 ・ 低 利 用 施 設 の 転 用 、 民 間 活 力 の 導 入 な ど

に よ り 、 市 の 財 政 負 担 を 減 ら し つ つ 、 新 た な 価 値 の 創 出 と 持 続 的 な

利 活 用 を 進 め ま す 。

行 政 サ ー ビ ス を 支 え る 事 務 処 理 等 の 内 部 業 務 を 、 デ ジ タ ル ツ ー ル

を 活 用 し て 見 直 し 、 職 員 の 生 産 性 向 上 を 図 り ま す 。

デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し て 窓 口 業 務 を 改 善 し 、 「 書 か な い 、 待 た な い 、

迷 わ な い 、 行 か な い 」 窓 口 サ ー ビ ス を 実 現 し ま す 。

市 が 保 有 す る 行 政 デ ー タ を 、 職 員 が 安 全 か つ 効 果 的 に 利 用 で き る

基 盤 を 整 備 し 、 E B P M （ 証 拠 に 基 づ く 政 策 立 案 ） を 推 進 し ま す 。

職 員 の デ ジ タ ル 利 活 用 能 力 を 高 め る 人 材 育 成 ・ 確 保 の 仕 組 み を 構

築 し 、 持 続 可 能 な D X 推 進 体 制 を 確 立 し ま す 。

複 雑 化 ・ 高 度 化 す る 行 政 課 題 に 対 応 で き る 人 材 を 育 成 す る た め 、 職

員 の 意 識 改 革 を 進 め 、 行 政 ニ ー ズ に 対 応 し た 研 修 に よ り 職 務 能 力

の 向 上 を 図 り ま す 。

安 定 的 ・ 継 続 的 に 人 材 を 確 保 す る た め 、 業 務 改 革 や 職 場 環 境 の 向

上 に 取 り 組 み 、 職 員 の 働 き 方 改 革 を 推 進 し ま す 。
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背景に富山市の風景などの写真を挿入
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分野
０8

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 コ ン パ ク ト シ テ ィ 政 策 と ス マ ー ト シ テ ィ 政 策 の 融 合 に よ り 、 地 域

の 魅 力 を 生 か し な が ら 、 誰 も が 安 心 し て 暮 ら し 続 け ら れ る 安 全 で

快 適 な ま ち づ く り を 進 め ま す 。

写真①

写真②

写真③

富 山 市 は 、 公 共 交 通 の 活 性 化 や 公 共 交 通 沿 線 へ の 居 住 推 進 、 拠 点 の 活

性 化 な ど の コ ン パ ク ト シ テ ィ 政 策 を 推 進 し て き た こ と で 、 持 続 可 能 で 魅

力 あ る 都 市 構 造 へ の 転 換 が 進 み つ つ あ り ま す 。

一 方 、 人 口 減 少 や 少 子 高 齢 化 の 進 行 、 ま た 今 後 見 込 ま れ る 世 帯 数 の 減

少 に 伴 い 、 公 共 交 通 の 持 続 可 能 性 の 低 下 や 空 き 家 ・ 空 き 地 の 増 加 に よ る

生 活 環 境 の 悪 化 な ど の 課 題 が 深 刻 化 し て い ま す 。 さ ら に 、 老 朽 化 し た 社

会 イ ン フ ラ の 維 持 管 理 費 用 が 増 大 し 、 安 全 性 の 確 保 や 頻 発 ・ 激 甚 化 す る

災 害 へ の 対 策 も 急 務 と な っ て い ま す 。

今 後 、 コ ン パ ク ト シ テ ィ 政 策 を デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し た ス マ ー ト シ テ ィ 政

策 で 補 完 ・ 融 合 し な が ら 、 「 都 市 の 再 構 築 に よ る コ ン パ ク ト な ま ち づ く

り 」 を 推 進 す る こ と に よ り 、 市 域 の ど こ に 住 ん で い て も 利 便 性 や 生 活 の

質 の 向 上 が 実 感 で き る ま ち を 目 指 し ま す 。

都市・交通分野に関連するSDGｓゴール
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

公共交通の利便性向上と住環境の整備が
求められています。①

市 民 の 公 共 交 通 利 用 率 は 全 体 で ２ 割 弱 で あ り 、

公 共 交 通 が 便 利 な 圏 域 で は ４ 割 と な っ て い ま

す 。 今 後 、 空 き 家 ・ 空 き 地 が 増 加 し 、 都 市 の 魅

力 や 賑 わ い の 低 下 が 懸 念 さ れ る た め 、 公 共 交

通 を 軸 と し た コ ン パ ク ト な ま ち づ く り の 実 現

に 向 け た 継 続 的 な 取 組 が 必 要 で す 。

都市の再構築による魅力ある都市空間の
形成が求められています。

②

都 市 の 集 約 化 や 富 山 駅 周 辺 の 南 北 一 体 の ま ち

づ く り が 進 展 す る 一 方 で 、 空 き 店 舗 や 空 き ビ

ル の 増 加 に よ る 都 市 の 魅 力 低 下 な ど が 課 題 と

な っ て い ま す 。 地 域 の 特 色 や 資 源 を 生 か し た 、

持 続 可 能 な 拠 点 の 形 成 が 求 め ら れ て い ま す 。

郊外の暮らしを支える持続可能で実効性
のある取組が求められています。③

郊 外 部 に お け る 公 共 交 通 の 持 続 可 能 性 の 低

下 が 懸 念 さ れ る 中 、 デ ジ タ ル 技 術 の 活 用 に

よ り 、 市 域 の ど こ に 住 ん で い て も 市 民 一 人 ひ

と り が 利 便 性 や 生 活 の 質 の 向 上 を 実 感 で き

る 環 境 の 整 備 が 求 め ら れ て い ま す 。

社会インフラの老朽化対策と計画的な維持
管理が急務となっています。

④

道 路 、 橋 梁 、 河 川 、 公 園 、 上 下 水 道 の 老 朽 化

が 進 行 し 、 安 全 性 や 機 能 の 維 持 に 課 題 が あ り

ま す 。 増 加 す る メ ン テ ナ ン ス 費 用 や 災 害 リ ス

ク に 対 応 す る た め 、 社 会 イ ン フ ラ の 効 率 的 な

管 理 と 強 靱 化 が 求 め ら れ て い ま す 。

都 市 ・ 交 通

写真
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〔 政 策 の 体 系 〕 都 市 ・ 交 通

便 利 で 使 い や す い 公 共 交 通 等 の 充 実政 策

１ 市 民 の 快 適 な 移 動 や 暮 ら し を 支 え る 多 様 な 施 策 を 推 進 し ま す 。

持 続 可 能 な 交 通 体 系 の 実 現

鉄 軌 道 や 主 要 な バ ス 路 線 等 に お い て 、 活 性 化 事 業 の 継 続 と 担 い 手 確

保 を 推 進 す る と と も に 、 沿 線 ま ち づ く り や 再 構 築 事 業 等 に 取 組 み 、

誰 も が 利 用 し や す く 持 続 可 能 な 公 共 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 を 目 指

し ま す 。

持 続 可 能 な 交 通 体 系 を 実 現 す る た め 、 市 民 ・ 交 通 事 業 者 と の 協 働 や

県 及 び 沿 線 自 治 体 と 連 携 を 図 り ま す 。
施 策

2 公 共 交 通 利 用 の 啓 発

公 共 交 通 に 関 す る 情 報 発 信 、 年 代 や 地 域 特 性 に 応 じ た 利 用 啓 発 、 公

共 交 通 沿 線 企 業 へ の 働 き か け な ど 、 モ ビ リ テ ィ ・ マ ネ ジ メ ン ト の 推 進

に よ り 、 公 共 交 通 利 用 へ の 自 発 的 な 転 換 や 公 共 交 通 の 更 な る 利 用

促 進 を 目 指 し ま す 。

将 来 を 担 う 子 ど も た ち を 対 象 に 、 公 共 交 通 の 役 割 や 必 要 性 を 学 ぶ

教 育 を 実 施 す る と と も に 、 公 共 交 通 を 利 用 す る 体 験 や 機 会 の 継 続 的

な 提 供 に よ り 、 日 常 的 に 公 共 交 通 を 利 用 す る ラ イ フ ス タ イ ル の 創 出

を 目 指 し ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン

• 富 山 市 総 合 交 通 計 画

• 中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 計 画

• 住 生 活 基 本 計 画

施 策

１

施 策

３ 歩 く ラ イ フ ス タ イ ル の 推 進

公 共 交 通 の 充 実 に 併 せ 、 歩 き た く な る 環 境 を 形 成 す る こ と で 、 市 民

の 歩 い て 暮 ら す ラ イ フ ス タ イ ル へ の 転 換 を 促 し ま す 。

と ほ 活 ア プ リ を 活 用 し た 歩 く き っ か け づ く り や ス マ ー ト ウ ェ ル ネ ス

推 進 事 業 な ど と の 連 携 、 官 民 連 携 に よ る 「 と ほ 活 」 の 普 及 啓 発 な ど

を 実 施 し 、 市 民 の 健 康 意 識 の 向 上 を 図 り ま す 。

施 策

４ 公 共 交 通 沿 線 居 住 の 推 進

公 共 交 通 沿 線 で の 中 古 住 宅 の 取 得 や 、 そ れ に 併 せ て リ フ ォ ー ム や 建

替 え を 行 う 市 民 を 支 援 し 、 居 住 人 口 の 増 加 に 努 め ま す 。

旧 耐 震 建 築 物 や 空 き 家 等 を 除 却 し 、 良 質 な 住 宅 の 建 設 や 宅 地 開 発

等 を 行 う 事 業 者 を 支 援 す る こ と で 、 既 成 市 街 地 の 再 構 築 を 目 指 し ま

す 。

施 策

５ 都 市 部 や 地 域 の 骨 格 を 形 成 す る 道 路 網 の 整 備

地 域 間 の 連 携 や 公 共 交 通 へ の ア ク セ ス 向 上 を 図 る た め 、 都 市 計 画 道

路 や 幹 線 市 道 を 整 備 し 、 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化 を 図 り ま す 。

道 路 整 備 に 併 せ て ウ ォ ー カ ブ ル な 空 間 を 形 成 し 、 地 域 内 の 安 全 で 円

滑 な 移 動 の 確 保 を 目 指 し ま す 。

45
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〔 政 策 の 体 系 〕 都 市 ・ 交 通

賑 わ い と 暮 ら し を 支 え る 都 市 拠 点 の 形 成政 策

２ 市 民 生 活 や 豊 か な 都 市 活 動 を 支 え る 都 市 空 間 を 形 成 し ま す 。

施 策

１

施 策

2

施 策

３

富 山 駅 周 辺 の 南 北 一 体 的 な ま ち づ く り の 推 進

富 山 駅 周 辺 の 施 設 整 備 を 進 め 、 産 学 官 民 の 連 携 に よ り 県 都 の 玄 関

口 に ふ さ わ し い 活 力 と 賑 わ い の あ る 都 市 空 間 の 創 出 を 図 り ま す 。

南 北 一 体 的 な ま ち づ く り を 支 え る 都 市 計 画 道 路 等 を 整 備 し 、 交 通 結

節 機 能 の 強 化 や 利 便 性 、 ア ク セ ス 性 の 向 上 を 図 り ま す 。

都 市 の 再 構 築 に よ る 拠 点 の 形 成

都 心 地 区 で は 、 都 市 機 能 の 更 新 を 図 る 市 街 地 再 開 発 事 業 な ど を 促

進 し 、 活 性 化 や 賑 わ い の 創 出 、 安 全 な 都 市 空 間 の 形 成 を 目 指 し ま す 。

活 力 と 魅 力 あ る 各 地 域 の 拠 点 の 形 成 を 図 る た め 、 市 民 主 体 の ま ち

づ く り の 促 進 、 南 富 山 駅 を は じ め と す る 拠 点 の 整 備 や 必 要 な 都 市 機

能 の 誘 導 を 推 進 し ま す 。

ま ち の 魅 力 を 高 め る 都 市 景 観 の 形 成

郷 土 の 景 観 を 守 り 育 み 、 魅 力 あ る 新 た な 景 観 を 創 出 す る た め 、 市

民 ・ 事 業 者 と の 協 働 に よ る 景 観 ま ち づ く り を 推 進 し 、 表 情 豊 か で 魅

力 的 な 街 並 み の 形 成 を 図 り ま す 。

屋 外 広 告 物 の 適 正 化 を 継 続 的 に 推 進 し 、 魅 力 あ る 都 市 景 観 の 形 成

を 図 り ま す 。

施 策

４ 中 心 市 街 地 の 賑 わ い 再 生

中 心 市 街 地 へ の 来 街 者 増 加 を 図 る た め 、 公 共 交 通 利 用 の 促 進 や 官

民 連 携 に よ る 公 共 空 間 の 活 用 を 進 め 、 継 続 的 な 賑 わ い 創 出 や 魅 力

あ る 都 市 空 間 の 形 成 を 図 り ま す 。

魅 力 的 で 利 便 性 の 高 い 中 心 商 業 地 区 を 形 成 す る た め 、 空 き 店 舗 や

空 き ビ ル の 新 た な 利 用 促 進 を 図 り ま す 。
施 策

５ ま ち な か 居 住 の 推 進

ま ち な か （ 都 心 地 区 ） で の 中 古 住 宅 の 取 得 や 、 中 古 住 宅 の 取 得 に 併

せ て リ フ ォ ー ム ・ 建 替 え 等 を 行 う 市 民 へ 重 点 的 に 支 援 し 、 居 住 人 口

の 増 加 に 努 め ま す 。

旧 耐 震 建 築 物 や 空 き 家 等 を 除 却 し 、 良 質 な 住 宅 の 建 設 等 を 行 う 事

業 者 へ の 支 援 を 実 施 す る こ と で 、 既 成 市 街 地 の 再 構 築 を 目 指 し ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン

• 富 山 市 立 地 適 正 化 計 画

• 富 山 市 景 観 ま ち づ く り 計 画

• 中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 計 画

• 住 生 活 基 本 計 画
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〔 政 策 の 体 系 〕 都 市 ・ 交 通

市 域 の ど こ に 住 ん で い て も 多 様 な 暮 ら し 方 が で き る

都 市 の 実 現

政 策

３
郊 外 や 中 山 間 地 域 で も 不 便 を 感 じ る こ と な く 暮 ら せ る 、 多 様 な ラ イ フ ス タ イ

ル を 実 現 し ま す 。

施 策

１

施 策

2 地 域 の ニ ー ズ に 合 っ た 最 適 な 移 動 手 段 の 確 保

施 策

３

地 域 や 路 線 の 特 性 に 応 じ て 、 路 線 定 期 運 行 や 事 前 予 約 式 の 区 域 運

行 （ デ マ ン ド 交 通 ） 等 、 運 行 形 態 を 適 切 に 使 い 分 け る と と も に 、 A I

等 の 新 た な 技 術 を 活 用 し 、 生 活 交 通 の 最 適 化 を 図 り ま す 。

地 域 団 体 等 が 主 体 と な る 地 域 自 主 運 行 や 行 政 に よ る 運 行 、 交 通 事

業 者 に よ る 運 行 （ 乗 合 タ ク シ ー ） 等 、 地 域 の 実 情 に 応 じ た 多 様 な 事

業 形 態 を 導 入 し 、 市 民 や 交 通 事 業 者 と の 協 働 に よ る 移 動 手 段 の 確

保 を 進 め ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 ス マ ー ト シ テ ィ 推 進 ビ ジ ョ ン

• 富 山 市 総 合 交 通 計 画

市 民 生 活 を 支 え る 道 路 の 整 備

市 民 が 快 適 か つ 安 全 に 通 行 で き る よ う 、 幅 員 の 狭 い 生 活 道 路 の う ち 、

危 険 度 や 緊 急 性 の 高 い 路 線 を 改 善 し 、 地 域 住 民 が 交 流 し や す い 生 活

環 境 を 確 保 し ま す 。

取組の写真、イラストなど

コ ン パ ク ト シ テ ィ 政 策 を 補 完 す る デ ジ タ ル 技 術 の 活 用

産 学 官 民 の 共 創 に よ り 、 地 域 の 課 題 や 市 民 の 困 り ご と を 解 決 す る 新

た な ス マ ー ト シ テ ィ 関 連 サ ー ビ ス を 創 出 し 、 市 民 一 人 ひ と り が 生 活 の

質 や 利 便 性 の 向 上 を 実 感 で き る 環 境 を 整 備 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 行 政 ・ パ ー ト ナ ー シ ッ プ 　 政 策 ２ ー 施 策 ３

各 種 I o T セ ン サ ー か ら リ ア ル タ イ ム の 情 報 を 収 集 し 、 防 災 情 報 や 地 域

情 報 の 共 有 に よ る 、 市 民 サ ー ビ ス の 向 上 を 図 り ま す 。

高 齢 者 等 に ス マ ー ト フ ォ ン 活 用 支 援 を 実 施 し 、 行 政 手 続 や 買 物 な ど

の 日 常 生 活 に お い て 、 誰 一 人 取 り 残 さ れ な い 社 会 の 構 築 を 目 指 し ま

す 。

　 【 関 連 施 策 】 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 　 政 策 ２ － 施 策 １
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〔 政 策 の 体 系 〕 都 市 ・ 交 通

安 全 ・ 安 心 を 守 る 社 会 イ ン フ ラ の マ ネ ジ メン ト政 策

４ 持 続 可 能 で 効 率 的 な イ ン フ ラ マ ネ ジ メ ン ト を 進 め ま す 。

施 策

１

施 策

2

安 全 で 快 適 な 道 路 空 間 の 確 保

施 策

３

緊 急 輸 送 道 路 や バ ス 路 線 な ど の 重 要 度 の 高 い 道 路 は 計 画 的 な 補

修 を 実 施 し 、 健 全 な 道 路 空 間 を 維 持 し ま す 。

歩 道 や 側 溝 の リ フ レ ッ シ ュ 事 業 、 街 路 樹 の 管 理 な ど を 実 施 し 、 全

て の 市 民 が 安 心 し て 通 行 で き る 快 適 な 歩 行 者 空 間 を 確 保 し ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 舗 装 個 別 施 設 計 画

• 富 山 市 橋 梁 マ ネ ジ メ ン ト 修 繕 計 画

• 富 山 市 公 園 施 設 長 寿 命 化 計 画

• 富 山 市 下 水 道 ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 計 画

• 富 山 市 上 下 水 道 耐 震 化 計 画

• 富 山 市 上 下 水 道 事 業 中 長 期 ビ ジ ョ ン

安 全 ・ 安 心 な 公 園 施 設 の 保 全 管 理

経 年 劣 化 の 進 ん だ 公 園 施 設 の 改 修 ・ 更 新 を 実 施 し 、 市 民 が 安 心 し

て 公 園 を 利 用 で き る 環 境 を 維 持 し ま す 。

公 園 施 設 の 適 切 な 維 持 管 理 に よ り 、 施 設 の 長 寿 命 化 や コ ス ト 削 減

を 図 り ま す 。

橋 梁 等 の メ リ ハ リ の あ る 老 朽 化 対 策

橋 梁 を は じ め と す る 道 路 施 設 の 持 続 可 能 な マ ネ ジ メ ン ト の 実 現 に

向 け た 取 組 を 積 極 的 に 推 進 す る こ と で 、 施 設 の 機 能 維 持 や 向 上 を

図 り ま す 。

優 先 度 に 応 じ た メ リ ハ リ の あ る 効 率 的 な 修 繕 ・ 更 新 を 実 施 し 、 強 靱

で 安 全 ・ 安 心 な 道 路 環 境 の 確 保 を 目 指 し ま す 。

施 策

４

強 靱 で 持 続 可 能 な 上 下 水 道 シ ス テ ム の 構 築

安 全 ・ 安 心 で お い し い 水 の 安 定 的 な 供 給 や 快 適 な 生 活 環 境 を 維 持

す る と と も に 、 災 害 に 強 く 信 頼 性 の 高 い 上 下 水 道 シ ス テ ム 構 築 を

目 指 し ま す 。

施 策

５

河 川 水 路 の 長 寿 命 化 ・ 老 朽 化 対 策 の 推 進

老 朽 化 し た 河 川 や 火 防 水 路 等 を 効 率 的 に 修 繕 ・ 更 新 し 、 施 設 の 長

寿 命 化 や コ ス ト 削 減 、 安 全 性 の 確 保 を 図 り ま す 。
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分野
０９

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 地 域 の 防 災 力 を 高 め る と と も に 、 市 民 の 防 災 意 識 の 向 上 を 推 進

し ま す 。 ま た 、 I C T を 活 用 し た 防 災 体 制 の 強 化 等 、 災 害 に 備 え た 取

組 を 実 施 し 、 安 全 ・ 安 心 に 暮 ら せ る 地 域 づ く り を 進 め ま す 。

写真①

写真②

写真③

富 山 市 は 、 自 主 防 災 組 織 や 消 防 団 、 地 域 に お け る 防 災 活 動 、 消 防 ・ 救 急

体 制 、 道 路 ・ 河 川 等 の 社 会 イ ン フ ラ 整 備 を 通 じ て 、 市 民 の 安 全 ・ 安 心 を 支

え る 基 盤 を 築 い て き ま し た 。

し か し 、 交 通 事 故 の 増 加 や 頻 発 す る 有 害 鳥 獣 被 害 な ど 、 対 応 が 必 要 な

様 々 な 課 題 も 重 な り 、 防 災 ・ 防 犯 体 制 の 充 実 が 求 め ら れ て い ま す 。

今 後 は 、 地 域 の 自 主 防 災 組 織 や 消 防 団 の 強 化 と 人 材 育 成 を 一 層 進 め る

と と も に 、 I C T を 活 用 し て 、 災 害 情 報 の 伝 達 を よ り ス ム ー ズ に し て い き

ま す 。 ま た 、 防 災 イ ン フ ラ の 長 寿 命 化 と 機 能 向 上 を 図 り 、 土 砂 災 害 や 浸

水 被 害 の 軽 減 に 努 め ま す 。 さ ら に 、 交 通 安 全 指 導 や 除 雪 体 制 を 強 化 し 、

高 齢 者 や 子 ど も に や さ し い 環 境 づ く り を 進 め 、 誰 も が 安 心 し て 暮 ら せ る

ま ち を 目 指 し ま す 。

防災・防犯分野に関連するSDGｓゴール
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

市民の防災意識向上と災害リスクの的確
な周知が求められています。①

自 助 ・ 共 助 の 強 化 と ハ ザ ー ド マ ッ プ に よ る 周 知

啓 発 を 進 め て い ま す が 、 市 民 一 人 ひ と り の 防

災 意 識 の 向 上 に 課 題 が あ り 、 継 続 的 な 訓 練 へ

の 参 加 や 過 去 の 災 害 を 教 訓 と し た 防 災 体 制 の

充 実 が 求 め ら れ て い ま す 。

地域で助け合いながら、安心して暮らせ
る社会の実現が求められています。

②

通 学 路 等 に お け る 危 険 箇 所 へ の 安 全 対 策 や 、

除 雪 に お け る 人 手 不 足 等 の 課 題 が あ り ま す 。

ま た 、 刑 法 犯 や 有 害 鳥 獣 に よ る 被 害 も 増 加

傾 向 に あ り 、 地 域 ぐ る み の 防 犯 活 動 が 求 め

ら れ て い ま す 。

防災インフラの整備や建築物の耐震化な
ど、多面的な対策が求められています。

③

地 震 や 水 害 等 の 自 然 災 害 リ ス ク が 増 大 し て お

り 、 被 害 を 軽 減 す る 社 会 イ ン フ ラ の 整 備 や 住

宅 の 耐 震 化 等 が 求 め ら れ て い ま す 。 ま た 、 災

害 発 生 時 の 迅 速 か つ 的 確 な 情 報 伝 達 や 避 難

誘 導 等 、 災 害 に 備 え た 体 制 づ く り も 必 要 で す 。

消防・救急体制の充実強化や応急手当の
普及が求められています。

④

老 朽 化 し た 消 防 拠 点 ・ 車 両 ・ 指 令 シ ス テ ム 等

の 更 新 と 、 火 災 予 防 や 救 急 分 野 で 高 度 な 知

識 を 持 つ 人 材 の 育 成 が 求 め ら れ て い ま す 。

加 え て 、 市 民 の 防 火 意 識 の 向 上 や 市 民 が 応

急 手 当 の 技 術 を 身 に つ け る こ と も 必 要 で す 。

防 災 ・ 防 犯

自 主 防 災 組 織 の 組 織 率

出典：富山市調査
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備蓄物資の整備率

基準 55.1％
（令和7年度）

100％
（令和13年度）

防犯カメラ設置数

基準 318箇所
（令和７年度）

富山市調査

救急出動時の救急救
命士２名以上搭乗率

77％
（令和７年度）

富山市調査

87％
（令和13年度）

富山県調査

目標

基準

目標438箇所
（令和13年度）

目標

浸水被害を軽減した
区域の面積

21.73ha
（令和7年度）

富山市調査

52.78ha
（令和１３年度）
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目標



〔 政 策 の 体 系 〕

地 域 の 防 災 力 向 上 の 促 進政 策

１ 市 民 一 人 ひ と り の 防 災 意 識 の 向 上 を 図 り 、 災 害 に 強 い ま ち づ く り を 推 進 し

ま す 。

自 助 、 共 助 の 強 化

地 域 の 防 災 講 座 の 開 催 や 防 災 士 養 成 研 修 へ の 支 援 を 実 施 し 、 地 域

防 災 力 の 要 と な る 自 主 防 災 組 織 の 結 成 や 人 材 育 成 を 促 進 す る と と

も に 、 市 民 の 防 災 意 識 の 向 上 を 図 り 、 災 害 に 強 い ま ち づ く り を 進 め

ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 　 政 策 ２ － 施 策 ２

自 主 防 災 組 織 が 行 う 防 災 資 機 材 の 整 備 や 防 災 訓 練 へ の 支 援 を 実 施

し 、 防 災 力 の 向 上 を 図 り ま す 。

施 策

2

災 害 リ ス ク の 見 え る 化

ハ ザ ー ド マ ッ プ の 配 布 や 出 前 講 座 の 開 催 を 通 じ 、 災 害 リ ス ク の 周 知

啓 発 や 河 川 水 位 情 報 等 の 防 災 情 報 を 提 供 す る こ と に よ り 、 自 助 ・ 共

助 に よ る 被 害 軽 減 対 策 の 促 進 を 図 り ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 地 域 防 災 計 画

• 富 山 市 浸 水 対 策 基 本 計 画

取組の写真、イラストなど

施 策

１

防 災 ・ 防 犯

施 策

３

災 害 対 応 力 の 強 化 と 公 助 の 充 実

激 甚 ・ 頻 発 化 す る 自 然 災 害 へ の 対 策 と し て 、 防 災 資 機 材 の 整 備 や 備

蓄 物 資 の 確 保 を 進 め 、 避 難 所 の 生 活 環 境 の 改 善 に 努 め ま す 。

避 難 所 と し て 使 用 す る 体 育 館 に お い て 、 空 調 設 備 の 整 備 を 進 め 、 防

災 機 能 の 強 化 を 図 り ま す 。

51
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〔 政 策 の 体 系 〕

犯 罪 や 事 故 を 防 ぐ 安 全 ・安 心 な 暮 ら し の 確 保政 策

２ 市 民 一 人 ひ と り が 自 ら の 安 全 ・ 安 心 な 暮 ら し を 守 る た め 、 地 域 で の 取 組 を

進 め ま す 。

施 策

2

施 策

１

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 安 全 で 安 心 な ま ち づ く り の 推 進 に 関 す る 行 動 計 画

• 富 山 市 交 通 安 全 推 進 計 画 、 富 山 市 交 通 安 全 実 施 計 画

• 富 山 市 鳥 獣 被 害 防 止 計 画

地 域 ぐ る み の 除 排 雪 活 動 の 支 援

除 排 雪 機 械 の 貸 出 し や 購 入 補 助 制 度 な ど に よ り 、 町 内 会 等 の 地 域 ぐ

る み で 行 う 除 排 雪 活 動 を 支 援 し 、 市 民 と 行 政 が 協 働 し て 積 雪 時 の 生

活 道 路 に お け る 安 全 な 通 行 環 境 を 確 保 し ま す 。

安 全 で 安 心 し て 暮 ら せ る 地 域 社 会 の 実 現

町 内 会 等 に よ る 防 犯 カ メ ラ 設 置 へ の 支 援 や 、 自 転 車 利 用 者 へ の カ ギ

か け キ ャ ン ペ ー ン な ど 、 犯 罪 の 未 然 防 止 に 向 け た 環 境 づ く り を 推 進

し ま す 。

地 域 の 防 犯 体 制 の 強 化 に 向 け 、 自 主 防 犯 組 織 の 活 動 支 援 や 研 修 会 の

実 施 な ど に よ り 、 地 域 の 実 情 に 応 じ た 担 い 手 の 確 保 と 育 成 を 図 り ま

す 。

　 【 関 連 施 策 】 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 　 政 策 ２ － 施 策 ２

消 費 者 ト ラ ブ ル や 特 殊 詐 欺 被 害 の 未 然 防 止 と 迅 速 か つ 的 確 な 対 応 の

た め 、 積 極 的 な 情 報 提 供 や 啓 発 活 動 を 推 進 す る と と も に 、 相 談 体 制

の 充 実 を 図 り ま す 。

防 災 ・ 防 犯

施 策

3

人 と 車 が 共 生 で き る 安 全 で 安 心 な 交 通 社 会 の 実 現

市 民 が 快 適 か つ 安 全 に 通 行 で き る よ う 、 歩 行 者 空 間 が 整 備 さ れ て い

な い 道 路 や 円 滑 な 交 通 に 支 障 が あ る 箇 所 で は 、 緊 急 度 の 高 い 路 線 か

ら 整 備 を 進 め ま す 。

危 険 箇 所 に お け る 防 護 柵 や 道 路 反 射 鏡 等 の 設 置 を 進 め 、 安 全 で 安 心

で き る 快 適 な 道 路 交 通 を 確 保 し ま す 。

市 民 一 人 ひ と り の 交 通 安 全 技 能 の 習 得 と 、 生 涯 に わ た る 交 通 安 全 意

識 の 醸 成 を 図 る た め 、 年 代 に 適 し た 交 通 安 全 指 導 等 を 実 施 し ま す 。

施 策

4 有 害 鳥 獣 に よ る 人 身 被 害 の 防 止

ク マ な ど の 有 害 鳥 獣 を 地 域 に 寄 せ 付 け な い 活 動 へ の 支 援 や 、 ク マ 出

没 時 に お け る 現 地 の 正 確 な 状 況 把 握 、 住 民 へ の 迅 速 な 注 意 喚 起 に 取

り 組 む こ と で 、 人 身 被 害 の 防 止 に 努 め ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕

災 害 に 強 い ま ち づ く り の 推 進政 策

３ 包 括 的 な 施 策 展 開 に よ る 防 災 ・ 減 災 対 策 、 都 市 全 体 の 強 靱 化 を 図 り ま す 。

施 策

１

施 策

2

防 災 イ ン フ ラ の 整 備 と 長 寿 命 化 の 推 進

施 策

３

災 害 時 の 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク を 確 保 す る た め 、 重 要 な 路 線 で あ る 緊 急

輸 送 道 路 の 無 電 柱 化 を 推 進 し ま す 。

地 域 住 民 の 生 命 、 財 産 を 守 る た め 、 沿 岸 部 で は 海 岸 保 全 施 設 の 整

備 及 び 機 能 保 全 を 図 り 、 市 街 地 で は 河 川 や 排 水 路 な ど の 整 備 を 推

進 し ま す 。

土 砂 災 害 の 危 険 性 が あ る 区 域 で は 、 急 傾 斜 地 崩 壊 防 止 施 設 等 の 整

備 を 推 進 し 、 被 害 の 軽 減 を 図 り ま す 。

消 雪 装 置 の 新 設 や 更 新 な ど に よ り 、 積 雪 時 の 市 道 に お け る 交 通 渋

滞 の 解 消 を 図 り ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 海 岸 保 全 施 設 整 備 事 業 計 画 、 海 岸 保 全 施 設 長 寿 命 化 計 画

• 富 山 市 無 電 柱 化 推 進 計 画

• 富 山 市 浸 水 対 策 基 本 計 画

• 富 山 市 耐 震 改 修 促 進 計 画

• 富 山 市 住 生 活 基 本 計 画

住 宅 の 地 震 に 対 す る 安 全 性 の 向 上

地 震 時 の 住 宅 の 安 全 性 を 確 保 す る た め 、 一 戸 建 て 木 造 住 宅 の 耐 震

改 修 に 対 す る 支 援 を 実 施 し ま す 。

取組の写真、イラストなど

I C T を 活 用 し た 安 全 ・ 安 心 な ま ち づ く り

各 種 I o T セ ン サ ー 等 の デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 す る こ と で 、 雨 量 や 河

川 水 位 な ど の リ ア ル タ イ ム 情 報 を 市 民 へ 積 極 的 に 発 信 し 、 安 全 ・ 安

心 な 社 会 の 実 現 を 目 指 し ま す 。

防 災 ・ 防 犯
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〔 政 策 の 体 系 〕

消 防 ・ 救 急 体 制 の 整 備政 策

４ 災 害 や 事 故 か ら 市 民 の 生 命 と 財 産 を 守 る た め 、 消 防 ・ 救 急 体 制 を 強 化 し ま

す 。

施 策

１

施 策

2

地 域 に お け る 消 防 拠 点 の 整 備 と 機 能 強 化

施 策

３

旧 耐 震 基 準 で 建 設 さ れ た 常 備 消 防 拠 点 の 改 築 、 老 朽 化 し た 施 設 ・

設 備 の 更 新 整 備 を 図 り 、 防 災 拠 点 と し て の 機 能 を 強 化 し ま す 。

老 朽 化 し た 消 防 分 団 器 具 置 場 の 計 画 的 な 改 築 に よ り 、 地 域 防 災 拠

点 機 能 の 充 実 を 図 る と と も に 、 地 域 に 密 着 し た 持 続 可 能 で 魅 力 あ

る 消 防 団 づ く り を 推 進 し ま す 。

多 様 な 災 害 や 事 故 へ の 対 応 能 力 の 強 化

様 々 な 災 害 に 対 応 す る た め 、 消 防 車 両 及 び 資 機 材 の 更 新 整 備 を 行

い 、 消 防 活 動 の 安 全 性 や 効 率 性 を 確 保 し ま す 。

災 害 や 事 故 に 迅 速 か つ 的 確 に 対 応 す る た め 、 消 防 総 合 情 報 管 理 シ

ス テ ム や 消 防 救 急 デ ジ タ ル 無 線 の 更 新 整 備 を 進 め ま す 。

取組の写真、イラストなど

市 民 の 防 火 意 識 の 高 揚

出 火 原 因 を 踏 ま え た 防 火 講 習 会 の 実 施 な ど に よ り 、 市 民 の 一 人 ひ

と り が 防 火 を 意 識 し た 行 動 を 日 常 的 に 実 践 で き る よ う 、 防 火 意 識

の 高 揚 を 図 り ま す 。

救 命 体 制 の 充 実 強 化

市 民 に よ る 応 急 手 当 の 実 施 率 向 上 を 図 る た め 、 救 命 講 習 の 実 施 や

講 習 に 必 要 な 資 器 材 の 計 画 的 な 更 新 整 備 を 進 め 、 応 急 手 当 の 普 及

啓 発 に 取 り 組 み ま す 。

救 急 救 命 士 の 計 画 的 な 養 成 を 進 め 、 高 度 な 救 急 活 動 を 安 定 的 に 実

施 で き る 体 制 を 構 築 し ま す 。

施 策

４

防 災 ・ 防 犯
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分野
１０

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 企 業 誘 致 や 創 業 支 援 、 人 材 確 保 の 取 組 を 強 化 し 、 産 業 の 成 長 と 多

様 な 人 材 が 活 躍 で き る 雇 用 環 境 の 実 現 を 目 指 し ま す 。

写真①

写真②

写真③

富 山 市 は 、 製 造 業 を は じ め と す る 産 業 集 積 、 交 通 ・ 物 流 の 利 便 性 、 大 学

等 と の 連 携 、 創 業 ・ 共 創 を 支 え る 環 境 な ど を 背 景 に 、 地 域 産 業 の 成 長 を

支 え る 基 盤 を 形 成 し て き ま し た 。

一 方 、 近 年 は 物 価 高 騰 や 世 界 情 勢 の 影 響 な ど に よ り 、 先 行 き が 不 透 明 な

状 況 で あ り 、 企 業 の 将 来 の 景 況 判 断 に は 慎 重 な 姿 勢 が 見 受 け ら れ ま す 。

　 　 ま た 、 若 年 層 の 転 出 や 就 業 ニ ー ズ と の ミ ス マ ッ チ な ど に よ り 人 材 確 保 が 　

　 　 難 し く な っ て い る こ と や 、 新 規 創 業 の 伸 び 悩 み が 課 題 と な っ て い ま す 。

今 後 は 、 成 長 分 野 を 意 識 し た 企 業 誘 致 や 産 業 基 盤 の 高 度 化 を 進 め る と

と も に 、 創 業 支 援 や 共 創 の 取 組 を 強 化 し 、 新 た な 産 業 の 創 出 を 目 指 し ま

す 。 ま た 、 若 者 と の マ ッ チ ン グ 機 会 の 拡 充 や 多 様 な 人 材 が 活 躍 で き る 環

境 の 整 備 を 進 め 、 人 材 の 定 着 と 地 域 経 済 の 活 性 化 に つ な げ ま す 。

産業・雇用分野に関連するSDGｓゴール



〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

企業誘致と産業基盤の強化が求められ
ています。①

若 年 層 に 選 ば れ る 情 報 通 信 業 や 製 造 業 の 誘

致 が 求 め ら れ て い ま す 。 ま た 、 企 業 団 地 の 完

売 に よ り 立 地 の 受 け 皿 不 足 が 課 題 と な っ て

い ま す 。

起業創業や新たな産業創出に向けた支
援が求められています。

④

本 県 の 企 業 等 の う ち 、 新 規 開 業 し た 企 業 等

の 割 合 を 示 す 開 業 率 は 、 全 国 平 均 を 下 回 っ

て お り 低 下 傾 向 に あ り ま す 。 新 規 創 業 や 新 事

業 展 開 に 取 り 組 む 事 業 者 の 挑 戦 を 後 押 し す

る 支 援 の 充 実 が 求 め ら れ て い ま す 。

若者の地元就業促進と人材確保が求め
られています。

②

求 職 者 優 位 な 売 り 手 市 場 の 状 況 が 続 き 、 中

小 企 業 等 が 学 生 と 出 会 う 機 会 が 減 少 し て い

ま す 。 卒 業 後 に 県 外 へ 就 職 す る 学 生 も 多 く 、

人 材 流 出 が 課 題 と な っ て い ま す 。 若 者 の 地

元 就 業 と 、 企 業 と の マ ッ チ ン グ 強 化 が 求 め ら

れ て い ま す 。

多様な人材が、安心して働ける環境整備
が求められています。

③

有 効 求 人 倍 率 が 高 水 準 で 推 移 す る 一 方 で 、

障 害 者 雇 用 率 の 伸 び 悩 み や 、 ひ と り 親 の 正

規 雇 用 率 の 低 さ 、 女 性 が 働 き や す い 環 境 整

備 の 遅 れ 、 若 者 の 奨 学 金 返 済 の 負 担 な ど 、 多

様 な 人 材 の 就 業 や 定 着 に は 多 く の 課 題 が あ

り ま す 。 誰 も が 安 心 し て 働 き 続 け ら れ る 安 定

し た 雇 用 環 境 の 整 備 が 求 め ら れ て い ま す 。

産 業 ・ 雇 用
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富山市の製造業の全事業
所における粗付加価値額

6,275億円
（令和7年度）

6,400億円
（令和１３年度）

富山県内の開業率
県内大学卒業生の

県内就職率

47.30％
（令和7年度卒業者）

富山県調査

50.00%
（令和12年度卒業者）

市の支援事業により
雇用につながった者の数

富山市調査

基準 基準 2.8％
（令和6年）

3.0％
（令和12年）

経済構造実態調査
厚生労働省

「雇用保険事業年報」

目標

基準

目標

基準

目標 目標 355人
（令和１３年度）

342人
（令和３～7年度平均）

企 業 団 地 の 残 区 画 数 の 推 移 県 内 大 学 卒 業 生 の 県 内 就 職 率

出典：富山市調査 出典：富山県提供資料

1

24

12

8 8

0
0

10

20

30

40

50

R2 R3 R4 R5 R6 R7（年度）

（残区画数）

42.3
38.4 39.6

42.7 40.8 40.2 41.5 39.2

49.7 49.0 50.6
49.1

50.5 52.3
48.1 47.8

0

20

40

60

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 （年度）

（%）

男性 女性

富 山 県 内 の 開 業 率 の 推 移障 害 者 雇 用 率

出典：富山市調査 出典：厚生労働省「雇用保険事業年報」
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〔 政 策 の 体 系 〕 産 業 ・ 雇 用

地 域 産 業 の 成 長 と 産 業 基 盤 の 強 化政 策

１ 企 業 誘 致 や 成 長 支 援 、 D X ・ G X の 推 進 な ど を 通 じ て 、 地 域 産 業 の 競 争 力 強

化 と 産 業 基 盤 の 充 実 を 図 り ま す 。

戦 略 的 な 企 業 誘 致 と 産 業 基 盤 の 強 化
施 策

１

将 来 の 成 長 が 期 待 さ れ 、 若 者 に と っ て 魅 力 的 な 情 報 通 信 業 や 製 造

業 の 企 業 誘 致 を 推 進 し 、 地 域 産 業 の 成 長 を 促 し ま す 。

企 業 立 地 助 成 制 度 や 設 備 投 資 支 援 の 活 用 に よ り 、 市 外 か ら の 企 業

進 出 を 後 押 し し ま す 。

マ ッ チ ン グ サ イ ト の 充 実 に よ り 、 空 き 工 場 ・ 用 地 の 紹 介 を 強 化 し つ

つ 、 新 た な 企 業 団 地 の 造 成 に つ い て 検 討 を 進 め ま す 。

施 策

2 企 業 の 成 長 支 援 と 販 路 開 拓 の 促 進

企 業 立 地 助 成 制 度 や 設 備 投 資 支 援 の 活 用 に よ り 、 市 内 企 業 の 事

業 拡 大 を 支 援 し 、 競 争 力 強 化 と 付 加 価 値 の 向 上 を 後 押 し し ま す 。

ベ ン チ ャ ー 企 業 等 の 見 本 市 へ の 出 展 支 援 や P R 支 援 に よ り 、 新 商

品 や 新 技 術 の 販 路 開 拓 を 促 進 し 、 企 業 の 成 長 と 新 分 野 進 出 に つ

な げ ま す 。

関 係 機 関 と の 連 携 に よ り 、 事 業 の 承 継 を 促 進 し 、 地 域 産 業 や 技 術

の 継 承 と 持 続 的 な 発 展 に つ な げ ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 工 業 振 興 ビ ジ ョ ン

• 富 山 市 創 業 支 援 等 事 業 計 画

D X ・ G X に よ る 地 域 産 業 の 持 続 可 能 性 向 上

中 小 企 業 の D X 推 進 に 向 け て 、 商 工 業 団 体 等 と の 連 携 に よ り 、 デ ジ

タ ル 人 材 の 育 成 や デ ジ タ ル 技 術 の 導 入 に 向 け た 取 組 を 推 進 す る こ

と で 、 生 産 性 の 向 上 や 人 手 不 足 の 解 消 を 後 押 し し 、 企 業 の 競 争 力 強

化 に つ な げ ま す 。

G X の 推 進 に 向 け 、 脱 炭 素 や 省 エ ネ ル ギ ー に 資 す る 技 術 導 入 を 支 援

し 、 持 続 可 能 な 産 業 構 造 へ の 転 換 を 促 進 し ま す 。

施 策

3

取組の写真、イラストなど
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〔 政 策 の 体 系 〕 産 業 ・ 雇 用

未 来 を 支 え る 人 材 の 育 成 と 地 域 定 着政 策

２ 若 者 や 働 く 世 代 の 学 び と 就 業 を 支 援 し 、 地 域 産 業 を 支 え る 人 材 の 育 成 と 定

着 を 目 指 し ま す 。

施 策

１

施 策

2
産 業 人 材 の 育 成 と キ ャ リ ア 形 成 支 援

職 業 能 力 の 向 上 に 向 け た 実 務 講 座 や 研 修 機 会 の 充 実 に よ り 、 地 域

産 業 を 支 え る 人 材 の 育 成 と 企 業 の 人 材 教 育 を 支 援 し ま す 。

デ ジ タ ル 分 野 を 含 む 社 会 の ニ ー ズ に 対 応 し た 講 座 の 充 実 を 図 り 、

働 く 人 や 求 職 者 の ス キ ル ア ッ プ と キ ャ リ ア 形 成 を 促 進 し ま す 。

社 会 人 へ 学 び の 機 会 を 提 供 す る こ と で 、 多 様 な 世 代 の 職 業 能 力 向

上 を 後 押 し し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 教 育 　 政 策 ４ － 施 策 １

若 者 の 就 業 促 進 と 地 域 人 材 の 確 保

取組の写真、イラストなど

求 職 者 優 位 な 売 り 手 市 場 の 状 況 に 対 し 、 関 係 機 関 と の 連 携 に よ り 、

企 業 情 報 の 発 信 や イ ベ ン ト 周 知 を 強 化 す る こ と で 、 企 業 認 知 度 を

向 上 さ せ る と と も に 、 高 校 生 や 大 学 生 等 と の 接 点 を 確 保 し 市 内 企

業 へ の 就 職 選 択 に つ な げ ま す 。

富 山 広 域 連 携 中 枢 都 市 圏 の 市 町 村 と 連 携 し 、 合 同 企 業 説 明 会 を 開

催 し て 学 生 と 市 内 企 業 の マ ッ チ ン グ 機 会 を 創 出 し ま す 。

教 育 機 関 と の 連 携 に よ り 、 県 内 外 の 大 学 と 連 携 し た U I J タ ー ン 就

職 意 識 醸 成 イ ベ ン ト 等 を 実 施 し 、 富 山 で 働 く 魅 力 や 市 内 企 業 の 認

知 度 向 上 を 図 り ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕 産 業 ・ 雇 用

多 様 な 人 材 が 活 躍 で き る 環 境 づ く り政 策

３ 誰 も が 希 望 に 応 じ て 安 心 し て 働 き 続 け ら れ る 、 多 様 な 就 業 環 境 づ く り を 促

進 し ま す 。

施 策

１

施 策

2 外 国 人 材 の 受 入 環 境 づ く り と 職 場 定 着 の 支 援

育 成 就 労 制 度 な ど 外 国 人 材 の 受 入 れ に 関 す る 制 度 や 支 援 策 に つ い

て 、 企 業 へ の 情 報 提 供 や 周 知 啓 発 を 行 い 、 適 正 な 雇 用 管 理 と 受 入

環 境 の 整 備 を 促 進 し ま す 。

外 国 人 材 が 安 心 し て 働 き 暮 ら せ る よ う 、 関 係 機 関 と 連 携 し 、 生 活 情

報 や 就 労 に 関 す る 相 談 ・ 情 報 提 供 体 制 の 充 実 を 図 り ま す 。

企 業 や 地 域 に お け る 多 文 化 へ の 理 解 を 促 進 し 、 外 国 人 材 の 職 場 定

着 と 地 域 で の 活 躍 に つ な げ ま す 。

取組の写真、イラストなど

多 様 な 人 材 の 活 躍 促 進 と 就 業 環 境 の 整 備

多 様 な 人 材 の 受 入 れ に 向 け た 企 業 の 意 識 醸 成 と 環 境 整 備 を 進 め 、

求 職 者 と 企 業 の ミ ス マ ッ チ 解 消 と 、 安 定 し た 雇 用 環 境 の 形 成 に つ な

げ ま す 。

奨 学 金 の 返 還 に お け る 負 担 軽 減 に 向 け た 取 組 を 進 め 、 若 年 層 の 経

済 的 不 安 の 軽 減 と 職 場 定 着 の 促 進 を 図 り ま す 。

障 害 者 や ひ と り 親 な ど 多 様 な 人 材 の 就 業 機 会 の 拡 大 に 向 け 、 企 業

へ の 働 き か け や 支 援 制 度 の 活 用 に よ り 、 安 定 し た 雇 用 の 確 保 を 図

り ま す 。

女 性 が 働 き や す い 職 場 環 境 の 整 備 を 促 進 し 、 就 業 継 続 と 就 業 意 欲

の 向 上 に つ な げ ま す 。

シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー と 連 携 し 、 高 齢 者 の 就 労 機 会 を 拡 大 し ま す 。

テ レ ワ ー ク や フ レ ッ ク ス タ イ ム 等 の 柔 軟 な 働 き 方 を 普 及 促 進 し 、 多

様 な ラ イ フ ス タ イ ル に 応 じ た 就 業 環 境 づ く り を 進 め ま す 。



〔 政 策 の 体 系 〕 産 業 ・ 雇 用

富 山 で 働 き 挑 戦 で き る 環 境 づ く り政 策

４ 創 業 や 地 元 就 職 、 U I J タ ー ン 、 移 住 ・ 定 住 を 後 押 し し 、 富 山 で 働 き 、 挑 戦 し 、

活 躍 で き る 環 境 づ く り を 進 め ま す 。

施 策

１

施 策

2

創 業 と 共 創 に よ る 新 た な ビ ジ ネ ス の 創 出

創 業 支 援 施 設 の 運 営 や 経 営 ・ 技 術 相 談 に よ り 、 創 業 者 や 中 小 企

業 の 新 た な 取 組 を 後 押 し し 、 事 業 化 の 実 現 を 支 援 し ま す 。

創 業 初 期 に お け る 費 用 の 一 部 助 成 に よ り 、 創 業 の ハ ー ド ル を 下

げ 、 多 様 な 主 体 に よ る 新 規 創 業 を 促 進 し ま す 。

S k e t c h  L a b に お け る 共 創 プ ロ グ ラ ム の 展 開 と コ ミ ュ ニ テ ィ の

形 成 に よ り 、 多 様 な 主 体 の 連 携 を 促 し 、 新 た な ビ ジ ネ ス の 創 出 に

つ な げ ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 工 業 振 興 ビ ジ ョ ン

• 富 山 市 創 業 支 援 等 事 業 計 画

取組の写真、イラストなど

移 住 ・ 定 住 に よ る 地 域 人 材 の 確 保

富 山 で 働 く 魅 力 を 移 住 検 討 者 や 若 い 世 代 に 発 信 し 、 地 域 産 業 を 支

え る 人 材 の 確 保 に つ な げ ま す 。

移 住 相 談 や 情 報 発 信 、 移 住 後 の 伴 走 支 援 に よ り 、 富 山 市 へ の 移 住

と 地 域 で の 就 業 を 促 進 し ま す 。

介 護 、 保 育 、 農 業 、 交 通 な ど 、 人 材 不 足 が 課 題 の 分 野 に 対 し て 移 住

促 進 の 取 組 を 展 開 し 、 地 域 を 支 え る 担 い 手 の 確 保 を 図 り ま す 。
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観光・交流
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分野
１１

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 観 光 資 源 の 魅 力 を 体 験 と 消 費 に つ な げ 、 広 域 周 遊 と 交 流 の 創 出

を 推 進 し ま す 。

写真①

写真②

写真③

ニ ュ ー ヨ ー ク ・ タ イ ム ズ 紙 の 「 ２ ０ ２ ５ 年 に 行 く べ き ５ ２ か 所 」 に 選 定 さ れ

た 効 果 も あ り 、 富 山 市 は 旅 行 先 の 一 つ と し て 国 内 外 か ら 注 目 を 集 め 、 観

光 客 数 は コ ロ ナ 禍 か ら 回 復 傾 向 に あ り ま す 。

一 方 、 滞 在 日 数 の 延 伸 や 観 光 消 費 の 拡 大 に は 十 分 に つ な が っ て お ら ず 、

広 域 周 遊 の 動 線 や 情 報 発 信 、 受 入 体 制 の 面 で も 課 題 が あ り ま す 。 ま た 、

来 訪 者 の 増 加 を 、 継 続 的 な 再 訪 や 地 域 と の 関 係 づ く り に つ な げ る 取 組

が 求 め ら れ て い ま す 。

今 後 、 観 光 資 源 の 認 知 に と ど ま ら ず 、 体 験 、 滞 在 、 消 費 に つ な げ る 取 組

を 進 め る と と も に 、 ま ち な か を 拠 点 と し た 山 間 部 や 海 沿 い エ リ ア を 含 む

広 域 的 な 観 光 動 線 の 形 成 や 、 公 共 交 通 を 活 用 し た 周 遊 環 境 の 充 実 を 図

り ま す 。 ま た 、 ガ ラ ス や く す り 、 食 な ど 富 山 市 独 自 の 魅 力 発 信 を 強 化 す

る と と も に 、 多 様 な 交 流 機 会 の 創 出 に よ り 、 交 流 人 口 や 関 係 人 口 の 拡 大

に つ な げ ま す 。

観光・交流分野に関連するSDGｓゴール
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

広域連携による滞在型観光の拡大が求
められています。

①

公 共 交 通 を 活 用 し た 市 内 周 遊 は 一 定 程 度 定

着 し て い る も の の 、 日 帰 り 観 光 の 割 合 が 高 く 、

滞 在 日 数 の 伸 び に つ な が っ て い ま せ ん 。 ま ち

な か と 山 ・ 海 、 さ ら に は 周 辺 地 域 を 組 み 合 わ

せ た 広 域 的 な 観 光 動 線 の 形 成 が 求 め ら れ て

い ま す 。

地域資源を生かした体験型観光の充実
が求められています。

②

ガ ラ ス や く す り な ど 富 山 市 独 自 の 資 源 は 一

定 の 認 知 は さ れ て い る も の の 、 観 光 消 費 や

体 験 機 会 の 広 が り 、 市 民 へ の 浸 透 に は な お

課 題 が あ り ま す 。 資 源 の 磨 き 上 げ と 発 信 の

強 化 が 求 め ら れ て い ま す 。

交流人口の拡大に向けたコンベンション
等の誘致強化が求められています。③

コ ン ベ ン シ ョ ン の 開 催 件 数 や 参 加 者 数 は 回

復 傾 向 に あ る も の の 、 コ ロ ナ 禍 前 の 水 準 に は

至 っ て い ま せ ん 。 大 規 模 会 議 に 対 応 で き る 施

設 や 宿 泊 受 入 先 、 観 光 コ ン テ ン ツ の ほ か 、 開

催 に 対 す る 支 援 制 度 等 の 情 報 を 広 く 発 信 し

て い く こ と が 求 め ら れ て い ま す 。

継続的な来訪につながる交流機会の充
実が求められています。

④

観 光 ・ 交 流

本市を拠点とした市外・
県外への広域観光者数

基準 995162人
（令和7年度）

１，１１０，０００人
（令和13年度）

観光客の再訪意向

基準 47.2％
（令和７年度末時点）

富山県ウェブ
アンケートデータ

（仮称）とやまくすりミュージ
アム来訪者による経済効果

富山市調査

1,005,939千円
（令和13年度）

富山市調査

目標
目標

基準

目標
53.0％
（令和13年度末時点）

目標

基準 新規

コンベンション等開催、
合宿実施数及び参加者数

82件／32,384人
（令和７年度）

富山市調査

８８件／３２，７００人
（令和13年度）

人 口 減 少 が 進 む 中 、 来 訪 者 の 拡 大 に 加 え 、 地

域 と 継 続 的 に 関 わ る 関 係 人 口 の 創 出 が 重 要

と な っ て い ま す 。 多 様 な 交 流 機 会 の 創 出 に よ

り 、 再 訪 の 促 進 や 地 域 と の つ な が り の 拡 大 を

図 る 必 要 が あ り ま す 。

写真

市 内 宿 泊 施 設 に お け る 延 べ 宿 泊 者 数ガ ラ ス 工 房 体 験 プ ロ グ ラ ム 参 加 者 数 の 推 移

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」出典：富山市調査
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〔 政 策 の 体 系 〕 観 光 ・ 交 流

魅 力 あ る 観 光 資 源 の 創 出 と 発 信政 策

１ 富 山 独 自 の 資 源 を 生 か し 、 多 彩 な 魅 力 を 創 出 ・ 発 信 し ま す 。

施 策

１

施 策

2

施 策

３

主 な 関 連 計 画

• く す り 関 連 施 設 基 本 構 想 ・ 基 本 計 画

• ガ ラ ス の 街 づ く り ビ ジ ョ ン

「 富 山 の 食 」 の 魅 力 発 信

す し を は じ め と す る 富 山 の 食 の 魅 力 を 発 信 し 、 富 山 の 豊 か な 食 文

化 の 認 知 度 向 上 を 図 り ま す 。

富 山 市 が 有 す る 豊 か な 食 や 物 産 に つ い て 、 首 都 圏 な ど で 開 催 さ れ

る 物 産 展 ・ 展 示 会 へ の 出 展 な ど に よ り P R を 行 い 、 販 路 拡 大 に 貢 献

し ま す 。

「 薬 都 と や ま 」 ブ ラ ン ド の 確 立

（ 仮 称 ） と や ま く す り ミ ュ ー ジ ア ム を 整 備 し 、 デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し

た 体 験 型 施 設 と し て 、 「 富 山 の く す り 」 の 歴 史 ・ 文 化 を 魅 力 的 に 発

信 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 郷 土 愛 　 政 策 ２ ー 施 策 １

「 富 山 や く ぜ ん 」 認 定 店 舗 数 及 び 認 定 品 目 数 の 増 加 と 市 民 へ の 認

知 度 向 上 を 図 り 、 S N S 等 を 活 用 し た 情 報 発 信 と イ ベ ン ト 開 催 に よ

り 、 地 域 ブ ラ ン ド の 浸 透 を 図 り ま す 。

「 ガ ラ ス の 街 と や ま 」 観 光 体 験 の 充 実

富 山 市 ガ ラ ス 工 房 で の ガ ラ ス 制 作 体 験 や ガ ラ ス 美 術 館 で の 展 覧 会

鑑 賞 な ど 、 多 彩 な 観 光 プ ロ グ ラ ム を 展 開 し 、 来 訪 者 に 「 ガ ラ ス の 街

と や ま 」 な ら で は の コ ン テ ン ツ を 提 供 し ま す 。

ガ ラ ス 造 形 研 究 所 で の 国 内 外 の 作 家 に よ る 公 開 講 座 や 制 作 実 演 な

ど の 機 会 を 生 か し 、 学 生 や 市 民 と の 交 流 を 促 進 し ま す 。

ガ ラ ス 文 化 の 発 信 や 関 連 事 業 を 通 じ て 国 内 外 か ら の 来 訪 を 促 進 し 、

「 ガ ラ ス の 街 と や ま 」 の ブ ラ ン ド 力 向 上 を 図 り ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 文 化 ・ 芸 術 　 政 策 ２ － 施 策 ４

伝 統 文 化 ・ 行 事 の 新 た な 魅 力 の 創 出 と 継 承 支 援

富 山 市 を 代 表 す る 伝 統 文 化 で あ る 「 お わ ら 風 の 盆 」 や 「 曳 山 祭 り 」

な ど に つ い て 、 担 い 手 の 育 成 や 新 た な 魅 力 の 創 出 ・ 発 信 を 図 り 、 持

続 可 能 な 伝 統 行 事 と し て 継 承 し て い き ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 文 化 ・ 芸 術 　 政 策 ３ ー 施 策 ２

施 策

４



〔 政 策 の 体 系 〕 観 光 ・ 交 流

滞 在 型 観 光 と 広 域 周 遊 の 推 進政 策

２ 外 国 人 観 光 客 を は じ め と す る 多 様 な 来 訪 者 の 誘 致 と 受 入 環 境 づ く り を 進 め 、

市 内 の 周 遊 と 滞 在 を 促 進 し ま す 。

富 山 の 魅 力 を 生 か し た 広 域 ・ 滞 在 型 観 光 の 推 進

複 数 日 に わ た り 市 内 各 地 や 県 内 広 域 を 巡 る 滞 在 型 観 光 を 促 進 す

る た め 、 市 内 電 車 の 割 引 ・ 無 料 利 用 券 を 配 布 し 公 共 交 通 に よ る 周

遊 環 境 を 整 備 し ま す 。

ま ち な か を 起 点 に 、 山 間 部 や 海 沿 い エ リ ア を 含 む モ デ ル コ ー ス を

形 成 し 、 観 光 客 に 分 か り や す く 発 信 し て 滞 在 日 数 の 延 長 を 後 押 し

し ま す 。

富 山 広 域 連 携 中 枢 都 市 圏 の 市 町 村 と 合 同 で 観 光 物 産 プ ロ モ ー

シ ョ ン を 展 開 し 、 圏 域 全 体 の 滞 在 型 観 光 連 携 を 強 化 し ま す 。

施 策

2 観 光 客 の 誘 致 と 受 入 環 境 の 充 実

国 外 か ら の 高 付 加 価 値 旅 行 者 を タ ー ゲ ッ ト に 、 近 隣 自 治 体 と 連

携 し て 富 山 市 の 観 光 コ ン テ ン ツ や 滞 在 モ デ ル プ ラ ン を P R す る な

ど 、 積 極 的 な 誘 客 を 図 り ま す 。

城 址 公 園 内 で の 甲 冑 体 験 ・ 乗 馬 体 験 な ど 、 外 国 人 観 光 客 に 人 気

の あ る 体 験 型 コ ン テ ン ツ の 充 実 を 図 り ま す 。

観 光 案 内 所 等 で の 多 言 語 に よ る 観 光 案 内 や 相 談 対 応 、 ガ イ ド

マ ッ プ の 充 実 に よ り 、 来 訪 者 が 安 心 し て 市 内 を 周 遊 で き る 受 入

環 境 の 整 備 を 進 め ま す 。

取組の写真、イラストなど

施 策

１
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〔 政 策 の 体 系 〕 観 光 ・ 交 流

多 様 な 交 流 の 場 の 創 出政 策

３ 多 様 な 交 流 機 会 を 創 出 し 、 人 と 地 域 の つ な が り を 深 め ま す 。

施 策

１

施 策

2

コ ン ベ ン シ ョ ン 等 の 誘 致 の 促 進

施 策

３

国 内 外 の コ ン ベ ン シ ョ ン や 合 宿 等 の 誘 致 に 向 け 、 県 や コ ン ベ ン

シ ョ ン ビ ュ ー ロ ー 、 宿 泊 ・ 観 光 業 者 等 と 連 携 し 、 支 援 制 度 の 周 知

や 誘 致 活 動 を 積 極 的 に 展 開 し ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 第 2 次 富 山 市 ス ポ ー ツ プ ラ ン

• 富 山 市 文 化 創 造 都 市 ビ ジ ョ ン

取組の写真、イラストなど

ス ポ ー ツ を 通 じ た 交 流 の 推 進

ま ち な か の ア リ ー ナ を 核 と し た イ ベ ン ト 開 催 な ど を 通 じ て 、 地 域 の

活 性 化 ・ 賑 わ い 創 出 を 図 り ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 ス ポ ー ツ 　 政 策 ４ － 施 策 ２

プ ロ ス ポ ー ツ チ ー ム や ア リ ー ナ 運 営 事 業 者 と 連 携 し 、 フ ァ ン の 掘 り

起 こ し や 、 来 場 者 が 市 内 で 食 事 や 買 物 を 楽 し む た め の 取 組 を 推 進

し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 ス ポ ー ツ 　 政 策 ２ － 施 策 １ 　 政 策 ４ － 施 策 ２

国 際 交 流 の 推 進

相 互 の 訪 問 団 派 遣 ・ 受 入 れ な ど に よ り 長 く 交 流 を 深 め て き た ４ つ

の 「 姉 妹 友 好 都 市 」 （ ブ ラ ジ ル の モ ジ ・ ダ ス ・ ク ル ー ゼ ス 市 、 中 国 の

秦 皇 島 市 、 ア メ リ カ の ダ ー ラ ム 市 、 オ ー ス ト ラ リ ア の ダ ボ ・ リ ー ジ ョ

ナ ル ・ カ ウ ン シ ル ） と 、 観 光 や 文 化 な ど 新 た な 交 流 を 視 野 に 入 れ 、

今 後 も 友 好 な 関 係 の 構 築 に 努 め ま す 。

ま ち づ く り ・ 環 境 ・ 文 化 な ど 、 特 定 の 分 野 に お け る 国 際 交 流 協 定 に

よ る 都 市 と の 交 流 を 幅 広 く 展 開 し 、 国 際 交 流 の 推 進 に つ な げ ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕 観 光 ・ 交 流

再 来 訪 の 促 進 と 関 係 人 口 の 拡 大政 策

４ 富 山 な ら で は の 魅 力 と 交 流 機 会 を 生 か し 、 再 来 訪 や 継 続 的 な 関 わ り を 促 進

し 、 関 係 人 口 の 拡 大 を 図 り ま す 。

施 策

１

施 策

2

再 来 訪 に つ な が る 観 光 コ ン テ ン ツ の 充 実

コ ン ベ ン シ ョ ン の 参 加 者 を 対 象 と し て 会 議 の 前 後 に 行 わ れ る エ ク

ス カ ー シ ョ ン な ど で 、 富 山 の 歴 史 や 文 化 に 触 れ な が ら 富 山 の 魅

力 を 感 じ る 機 会 を 創 出 し 、 再 来 訪 を 促 し ま す 。

「 薬 都 と や ま 」 、 「 ガ ラ ス の 街 と や ま 」 、 「 富 山 の 食 」 、 「 お わ ら 風 の

盆 」 な ど の 地 域 資 源 を 生 か し た 観 光 コ ン テ ン ツ を 充 実 さ せ 、 来 訪

者 が ま た 来 た い と 感 じ る 機 会 を 広 げ ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 シ テ ィ プ ロ モ ー シ ョ ン 推 進 指 針

継 続 的 な 来 訪 と 二 地 域 居 住 の 促 進

富 山 の 自 然 ・ 食 ・ 文 化 ・ ス ポ ー ツ な ど の 魅 力 を 発 信 し 、 来 訪 者 が 継

続 的 に 富 山 と 関 わ る き っ か け づ く り を 進 め ま す 。

富 山 市 で の 二 地 域 居 住 や 季 節 ご と の 滞 在 な ど 多 様 な 関 わ り 方 を 促

進 し 、 関 係 人 口 の 拡 大 を 図 り ま す 。

地 域 や 事 業 者 と 連 携 し 、 来 訪 者 が 地 域 の 活 動 や 交 流 の 場 に 参 加 し

や す い 環 境 づ く り を 進 め 、 継 続 的 な 来 訪 や 将 来 的 な 移 住 ・ 定 住 に

つ な げ ま す 。

施 策

３
自 然 資 源 を 生 か し た 再 来 訪 と 交 流 の 促 進

富 山 湾 、 神 通 川 、 牛 岳 、 立 山 山 麓 、 呉 羽 丘 陵 な ど 、 富 山 市 の 多 様 な

自 然 資 源 を 生 か し 、 季 節 や 目 的 に 応 じ て 繰 り 返 し 訪 れ た く な る 自

然 体 験 や 交 流 機 会 の 創 出 を 図 り 、 関 係 人 口 や 交 流 人 口 の 拡 大 に つ

な げ ま す 。

取組の写真、イラストなど
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分野
１２

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 生 産 性 の 向 上 と 担 い 手 の 育 成 ・ 確 保 、 富 山 の 豊 か な 自 然 が 育 む 農

林 水 産 物 の 高 付 加 価 値 化 に 取 り 組 み 、 稼 げ る 農 林 水 産 業 の 実 現 を

目 指 し ま す 。

写真①

写真②

写真③

農林水産分野に関連するSDGｓゴール

農 林 水 産 業 は 、 田 園 地 帯 や 中 山 間 地 域 を 含 む 地 域 経 済 の 発 展 や 自 然 環

境 の 保 全 、 良 好 な 景 観 の 形 成 な ど 、 多 様 な 役 割 を 担 っ て い ま す 。

富 山 市 は 、 気 候 風 土 と 豊 富 な 水 資 源 に 恵 ま れ 、 9 5 ％ を 超 え る 水 田 率 を

誇 る 米 を 中 心 に 、 野 菜 、 果 樹 、 花 き 、 畜 産 と い っ た 地 域 の 特 性 を 生 か し

た 多 様 な 農 業 が 展 開 さ れ て い ま す 。 ま た 、 「 天 然 の い け す 」 と 称 さ れ る

富 山 湾 で は 、 四 季 を 通 じ て 豊 富 な 種 類 の 魚 介 類 が 水 揚 げ さ れ 、 富 山 の

食 文 化 を 彩 っ て い ま す 。

し か し 、 人 口 減 少 や 高 齢 化 に よ り 、 生 産 者 や 集 落 の 担 い 手 不 足 に 直 面 し

て お り 、 農 山 漁 村 の 集 落 機 能 の 低 下 な ど の 厳 し い 課 題 が あ り ま す 。

今 後 は 、 地 域 ぐ る み に よ る 担 い 手 の 育 成 ・ 確 保 、 経 営 基 盤 の 強 化 、 先 端

テ ク ノ ロ ジ ー を 活 用 し た 省 力 化 ・ 効 率 化 、 プ ロ モ ー シ ョ ン 活 動 に よ る 販

路 拡 大 を 図 り 、 収 益 性 の 高 い 農 林 水 産 業 を 実 現 す る と と も に 、 産 業 と し

て の 魅 力 を 向 上 さ せ る 取 組 を 推 進 し ま す 。



〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

農業の担い手の育成・確保や農地の集約・
集積化の促進が求められています。①

豊かな森林資源の循環利用や計画的な森
林整備が求められています。

②

持続性のある漁業の振興が求められてい
ます。

③

主 要 魚 種 の ホ タ ル イ カ や シ ロ エ ビ な ど の ブ ラ

ン ド 力 を 更 に 高 め る た め 、 県 内 外 で の 競 争 力

強 化 と 資 源 保 全 に 努 め 、 持 続 可 能 な 漁 業 の

発 展 を 図 る 必 要 が あ り ま す 。

都市住民との交流を通じた中山間地域
の活性化が求められています。

④

中 山 間 地 域 で は 、 担 い 手 不 足 や 耕 作 放 棄 地

の 増 加 が 深 刻 化 し 、 地 域 活 力 の 低 下 が 懸 念

さ れ て い ま す 。 そ の た め 、 都 市 住 民 と の 連

携 ・ 交 流 を 促 進 し 、 地 域 の 活 性 化 を 図 る 必 要

が あ り ま す 。

農 林 水 産
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農 業 者 の 高 齢 化 や 主 食 用 米 の 需 要 減 少 な ど
に よ り 、 担 い 手 が 減 少 し て い ま す 。 新 規 就 農
者 の 確 保 や ス マ ー ト 農 業 の 推 進 に よ り 、 担
い 手 の 経 営 基 盤 を 強 化 し 収 益 力 を 高 め る 必
要 が あ り ま す 。

市 域 の 約 7 割 を 占 め る 森 林 は 、 土 砂 流 出 防 止
や 水 源 涵 養 、 生 態 系 保 全 な ど の 重 要 な 公 益
的 機 能 を 有 し て い ま す 。 こ の 資 源 を 守 る た め 、
林 業 の 生 産 ・ 経 営 基 盤 を 強 化 し 、 多 様 な 主 体
に よ る 森 づ く り を 進 め る 必 要 が あ り ま す 。

組 織 形 態 別 認 定 農 業 者 数 地 域 材 生 産 量

漁 獲 量 及 び 漁 獲 高 （ 水 橋 、 岩 瀬 、 四 方 漁 港 の 合 計 ）

認定農業者・認定新規就
農者数及び法人数

基準
認定農業者・
認定新規就農者数　
法人数　　　　　　　　 １４４法人
（令和７年度）

市の事業を活用して実施し
た間伐等の森林整備面積

基準 110.0ha
（令和２年度から
令和6年度までの平均）

棚田保全活動
集落数

８３集落
（令和7年度）

富山市調査

基準 基準

富山市調査 富山市調査 富山市調査

漁業者数
（とやま市漁協の
正・准組合員数）

１６0人
（令和７年度）

目標 目標 目標 目標 概ね現状維持
（令和１３年度）

399
経営体

認定農業者・
認定新規就農者数　
法人数　　　　　　　　 １56法人
（令和１３年度）

概ね
現状維持 １３０.0ha

（令和13年度）

出典：富山市調査
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〔 政 策 の 体 系 〕 農 林 水 産

持 続 可 能 な 農 業 の 推 進政 策

１ 稼 げ る 農 業 を 推 進 し 、 地 域 農 業 の 発 展 と 食 の 安 定 供 給 を 図 り ま す 。

農 業 の 担 い 手 の 育 成 ・ 確 保
施 策

１

施 策

2 ス マ ー ト 農 業 の 推 進 と 生 産 基 盤 の 整 備

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 農 業 ・ 農 村 振 興 計 画

• 富 山 市 鳥 獣 被 害 防 止 計 画

農 林 水 産 物 の 高 付 加 価 値 化
施 策

3

施 策

4 安 全 ・ 安 心 な 農 林 水 産 物 の 供 給

担 い 手 の 法 人 化 及 び 企 業 参 入 を 促 進 し 、 経 営 基 盤 が 安 定 し た 大 規 模

な 農 業 経 営 体 の 育 成 ・ 確 保 を 図 り ま す 。

地 域 農 業 の 担 い 手 を 確 保 す る た め 、 若 い 農 業 者 な ど の 就 農 支 援 ・ 育

成 や 県 外 か ら の 就 農 者 の 移 住 促 進 な ど 、 積 極 的 な 担 い 手 の 育 成 ・ 確

保 施 策 を 展 開 し ま す 。

地 域 の 移 住 者 ・ 就 農 者 の 受 入 体 制 の 整 備 を 伴 走 支 援 し 、 地 域 主 体 の

新 規 就 農 希 望 者 の 農 業 体 験 活 動 を 支 援 し ま す 。

I C T や ロ ボ ッ ト 技 術 等 先 端 テ ク ノ ロ ジ ー を 活 用 す る ス マ ー ト 農 業

に 対 応 し た 基 盤 整 備 な ど を 推 進 し 、 生 産 性 向 上 を 図 り ま す 。

大 区 画 の ほ 場 整 備 を 促 進 す る と と も に 、 農 地 中 間 管 理 機 構 を 活 用

し た 農 地 の 集 積 ・ 集 約 化 を 進 め 、 農 業 の 効 率 化 を 図 り ま す 。

富 山 の 豊 か な 自 然 の 中 で 育 つ 農 林 水 産 物 の ブ ラ ン ド 力 強 化 、 6 次

産 業 化 、 W e b 販 売 を は じ め と し た 国 内 外 へ の 販 路 拡 大 、 地 産 地 消

の 促 進 を 支 援 し 、 農 林 水 産 物 の 適 正 な 価 格 形 成 と 流 通 の 合 理 化 、

高 付 加 価 値 化 を 図 り ま す 。

人 ・ 自 然 に や さ し い 有 機 農 業 を 推 進 し 、 生 産 性 と 持 続 性 が 両 立 し た

自 然 と 調 和 す る 農 業 の 実 現 を 目 指 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 環 境 　 政 策 １ ー 施 策 １

食 の 流 通 を 支 え る 卸 売 市 場 を 適 正 に 運 営 し 、 市 民 生 活 の 安 定 と 向

上 を 図 る と と も に 、 生 産 者 の 継 続 的 で 安 定 的 な 販 売 ル ー ト を 確 保

し ま す 。

イ ノ シ シ や カ ラ ス 等 の 有 害 鳥 獣 に よ る 農 作 物 被 害 の 軽 減 を 図 る た

め 、 侵 入 防 止 対 策 や 捕 獲 対 策 の ほ か 、 放 任 果 樹 の 除 去 等 の 環 境 管

理 を 継 続 的 に 行 い ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕 農 林 水 産

森 づ く り と 林 業 振 興 の 推 進政 策

２ 林 業 生 産 の 強 化 や 多 様 な 主 体 に よ る 森 づ く り を 推 進 し ま す 。

施 策

１

施 策

2

林 業 の 担 い 手 の 育 成 ・ 確 保 と 市 民 参 加 の 森 づ く り の 推 進
施 策

３

地 域 資 源 で あ る 市 内 産 材 の 利 用 拡 大

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 農 業 ・ 農 村 振 興 計 画

• 富 山 市 森 づ く り プ ラ ン

豊 か な 森 林 整 備 の 推 進

取組の写真、イラストなど

森 林 資 源 の 循 環 利 用 を 図 る た め 、 間 伐 や 主 伐 後 の 再 造 林 な ど 健 全

な 森 林 整 備 を 推 進 し 、 森 林 の 多 面 的 機 能 の 維 持 を 図 り ま す 。

地 元 住 民 と の 協 働 に よ り 、 里 山 林 や 竹 林 の 整 備 に 取 り 組 み ま す 。

市 内 産 材 の 住 宅 利 用 を 活 性 化 し 、 と や ま の 木 の 温 も り あ る 優 良 な

家 づ く り を 促 進 し ま す 。

未 利 用 材 に つ い て 木 質 ペ レ ッ ト な ど 新 た な 資 源 利 用 を 促 進 し 、 市

内 産 材 の 消 費 拡 大 を 目 指 し ま す 。

林 業 従 事 者 の 雇 用 環 境 の 改 善 を 図 り 、 林 業 の 担 い 手 の 育 成 ・ 確 保

に つ な げ ま す 。

森 林 ボ ラ ン テ ィ ア と 連 携 し 、 市 民 参 加 に よ る 森 づ く り を 推 進 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 環 境 　 政 策 １ ー 施 策 １



〔 政 策 の 体 系 〕 農 林 水 産

水 産 業 の 振 興政 策

３ 富 山 の 魚 介 類 の ブ ラ ン ド 力 を 高 め 、 持 続 性 の あ る 水 産 業 の 振 興 を 図 り ま す 。

ブ ラ ン ド 力 の 向 上 と 情 報 発 信 強 化
施 策

１

と や ま の 魚 介 類 を 県 内 外 に Ｐ Ｒ す る こ と で 、 ブ ラ ン ド 力 を 高 め 、 漁

業 関 係 者 の 安 定 し た 経 営 を 支 援 し ま す 。

漁 業 関 係 者 や 消 費 者 と の 交 流 イ ベ ン ト を 開 催 し 、 水 産 物 の 魅 力 発

信 と 消 費 促 進 を 図 り ま す 。

取組の写真、イラストなど

持 続 可 能 な 漁 業 の 振 興
施 策

２

漁 港 施 設 の 機 能 を 保 全 し 、 安 全 な 漁 業 環 境 を 維 持 し ま す 。

漁 業 の 効 率 化 の ほ か 、 ヒ ラ メ や ク ロ ダ イ 等 の 栽 培 漁 業 を 支 援 し 、 持

続 性 の あ る 漁 業 の 振 興 を 目 指 し ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕 農 林 水 産

中 山 間 地 域 農 業 の 活 性 化政 策

４ 豊 か な 自 然 を 強 み と し た 、 中 山 間 地 域 の 活 性 化 を 図 り ま す 。

施 策

１

施 策

2
地 域 資 源 を 生 か し た 農 業 ・ 産 業 の 育 成

中 山 間 地 域 に お け る 資 源 の 保 全 ・ 整 備 と 魅 力 あ る 空 間 づ く り

取組の写真、イラストなど

地 域 が 主 体 で 行 う 棚 田 や 農 地 、 周 辺 環 境 の 保 全 活 動 を 支 援 し 、 水

源 涵 養 、 洪 水 防 止 な ど 多 面 的 機 能 の 維 持 と 美 し い 景 観 の 保 全 を 図

り ま す 。

富 山 の 豊 か な 自 然 を 楽 し む こ と が で き る 森 林 公 園 や 登 山 道 な ど の

自 然 体 験 空 間 の 保 全 を 図 り ま す 。

ス マ ー ト 農 業 の 活 用 や 、 集 落 営 農 の 法 人 化 ・ 組 織 化 、 農 村 R M O ・

地 域 運 営 組 織 の 形 成 ・ 活 動 を 促 進 し 、 中 山 間 地 域 に お け る 農 業 の

担 い 手 不 足 へ の 対 応 を 図 り ま す 。

棚 田 米 、 地 場 野 菜 、 農 産 加 工 品 な ど 地 域 固 有 の 産 品 の 6 次 産 業 化 ・

高 付 加 価 値 化 や 、 農 業 体 験 、 農 家 レ ス ト ラ ン な ど 農 山 村 の 魅 力 を 生

か し た 地 場 産 業 の 活 性 化 を 支 援 し ま す 。

施 策

３ 都 市 と の 交 流 に よ る 新 た な 価 値 の 創 出

地 域 お こ し 協 力 隊 や テ レ ワ ー カ ー な ど の 都 市 人 材 の 受 入 環 境 を 整

備 し 、 中 山 間 地 域 に 新 た な 活 力 を も た ら し ま す 。

W e b 販 売 や ふ る さ と 納 税 の 活 用 な ど に よ り 中 山 間 地 域 へ の 理 解

と 愛 着 を 深 め る こ と で 、 新 た な 担 い 手 の 確 保 に つ な げ ま す 。



環境
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分野
１３

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 豊 か な 自 然 環 境 の 保 全 と 持 続 可 能 な 地 域 づ く り を 目 指 し 、 市 民

や 事 業 者 と 連 携 し て 環 境 負 荷 の 低 減 と 資 源 循 環 を 推 進 し ま す 。

写真①

写真②

写真③

環境分野に関連するSDGｓゴール

富 山 市 は 、 森 林 、 里 山 、 水 辺 や 海 辺 な ど 、 豊 か な 自 然 環 境 を 有 す る と と

も に 、 環 境 モ デ ル 都 市 、 環 境 未 来 都 市 、 S D G s 未 来 都 市 と し て 、 環 境 と

都 市 づ く り を 一 体 的 に 進 め る 基 盤 を 築 い て き ま し た 。

し か し 、 気 候 変 動 に よ る 影 響 の 深 刻 化 が 課 題 と な っ て い ま す 。 そ の た め 、

市 民 一 人 ひ と り の 環 境 意 識 の 向 上 や 持 続 可 能 な 行 動 の 促 進 が 一 層 求 め

ら れ て い ま す 。

今 後 も 、 脱 炭 素 社 会 の 実 現 に 向 け た 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 削 減 や 再 生 可

能 エ ネ ル ギ ー の 普 及 拡 大 を 進 め ま す 。 自 然 環 境 や 生 活 環 境 の 保 全 、 循 環

型 社 会 の 構 築 に 注 力 す る と と も に 、 市 民 や 事 業 者 と 連 携 し 、 環 境 活 動 や

環 境 教 育 の 充 実 を 図 り 、 誰 も が 安 心 し て 暮 ら せ る 自 然 環 境 を 次 世 代 に

継 承 し ま す 。
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全国 富山市

〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

豊かな自然の保全が求められています。
①

富 山 市 は 、 海 岸 か ら 山 間 部 ま で の 広 大 で 起

伏 に 富 ん だ 地 形 と 豊 か な 自 然 環 境 を 有 し て

い ま す 。 こ の 財 産 を 次 世 代 に 継 承 す る た め 、

保 全 活 動 や 自 然 を 身 近 に 感 じ ら れ る ま ち づ

く り の 推 進 が 求 め ら れ て い ま す 。

健康で快適な生活環境の保全が求めら
れています。

②

美 し い ま ち を 守 り 、 良 好 な 生 活 環 境 を 将 来 に

引 き 継 ぐ た め 、 環 境 汚 染 の 防 止 対 策 や 人 口

減 少 な ど に 伴 う 空 き 家 ・ 空 き 地 の 増 加 へ の

対 策 が 求 め ら れ て い ま す 。

資源循環を基調とした生活の豊かさと
環境の保全の両立が求められています。③

大 量 生 産 ・ 大 量 消 費 ・ 大 量 廃 棄 型 の 経 済 社 会

活 動 は 、 資 源 の 枯 渇 と 廃 棄 物 の 最 終 処 分 場

の 逼 迫 に つ な が り ま す 。 自 然 と 共 生 し 、 持 続

可 能 な 社 会 を 目 指 す た め 、 資 源 の 効 率 的 な

利 用 や 廃 棄 物 の 発 生 抑 制 、 循 環 型 の ラ イ フ ス

タ イ ル へ の 転 換 が 求 め ら れ て い ま す 。

ゼロカーボンシティの実現に向けた取組
の推進が求められています。

④

近 年 、 自 然 災 害 の 激 甚 化 ・ 頻 発 化 な ど 、 地 球

温 暖 化 に よ る 影 響 が 深 刻 化 し て い ま す 。 富 山

市 は 、 ２ ０ ５ ０ 年 ま で に 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量

実 質 ゼ ロ を 目 指 す 「 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ 」 を

表 明 し て お り 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 入 促

進 を は じ め と し た 、 地 球 温 暖 化 対 策 の 推 進 が

求 め ら れ て い ま す 。

環 境
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環境保全活動の写真

富 山 市 の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 の 削 減 割 合 の 推 移

（ 平 成 ２ ５ 年 度 比 ）

リ サ イ ク ル 率 の 推 移

基準 ７７件
（令和７年度）

富山市調査

市民１人１日あたりの
燃やすしかないごみ及び
燃やせないごみの排出量

５０7ｇ/人日
（令和７年度）

富山市調査

４３２ｇ/人日
（令和13年度）

温室効果ガス排出量の
削減割合

（平成25年度比）

２４．２％
（令和４年度）

富山市調査

４０．６％
（令和10年度）

基準

目標

基準

目標

市民１人あたりの身近な緑の
オープンスペースの面積

基準 10.4m2/人
（令和７年度）

富山市調査

市が関与・支援した
空き家の解消件数

目標目標 10.9m2/人
（令和７年度）

１０５件
（令和１３年度）
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（件）

出典：富山市調査

市 内 の 空 き 家 の 推 移

出典：富山市調査 出典：富山市調査



〔 政 策 の 体 系 〕 環 境

豊 か な 自 然 と 美 し い ま ち の 調 和 の 推 進政 策

１ 豊 か な 自 然 を 次 世 代 に 継 承 す る た め の 取 組 を 進 め ま す 。

水 と 緑 の 保 全 ・ 活 用 の 推 進
施 策

１

美 し く 四 季 折 々 の 景 観 を 形 成 す る 水 源 地 域 を 含 む 水 辺 環 境 の 保

全 ・ 整 備 を 推 進 し ま す 。

林 業 生 産 ・ 経 営 基 盤 の 強 化 を 通 じ 、 計 画 的 な 森 林 整 備 や 市 民 参

加 に よ る 里 山 の 整 備 ・ 保 全 を 推 進 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 農 林 水 産 　 政 策 ２ － 施 策 ３

生 物 多 様 性 を 重 視 し 、 地 域 資 源 の 循 環 を 図 る 有 機 農 業 な ど 環 境

に や さ し い 農 業 を 推 進 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 農 林 水 産 　 政 策 １ ー 施 策 ４

施 策

2 豊 か な 自 然 空 間 の 整 備

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 環 境 基 本 計 画

• 富 山 市 農 業 ・ 農 村 振 興 計 画

自 然 と 都 市 が 調 和 し た 景 観 資 源 で あ る 松 川 公 園 の 桜 並 木 や 河

川 ・ 用 水 沿 い の 街 路 樹 ・ 遊 歩 道 な ど 、 ま ち な か の 貴 重 な 四 季 の 彩

り を 保 全 ・ 活 用 し 、 自 然 と 都 市 が 調 和 し た 景 観 形 成 を 進 め ま す 。

ま ち な か に 四 季 折 々 の フ ラ ワ ー ハ ン ギ ン グ バ ス ケ ッ ト （ 花 か ご ）

を 設 置 す る な ど 、 花 と 緑 の 潤 い を 感 じ る こ と が で き る 歩 行 空 間

づ く り を 推 進 し ま す 。

地 区 公 園 ・ 近 隣 公 園 な ど 身 近 な 公 園 の 整 備 ・ 維 持 管 理 を 進 め 、 市

民 が 生 活 の 中 で 自 然 に 親 し め る 環 境 を 確 保 し ま す 。

自 然 が 豊 か で 優 れ た 景 観 を 楽 し む こ と が で き る 、 森 林 公 園 の 適

正 な 維 持 管 理 を 図 り ま す 。

水 橋 フ ィ ッ シ ャ リ ー ナ の 利 用 促 進 を は じ め 、 釣 り や 散 策 な ど 海 辺

の 自 然 環 境 を 生 か し た 沿 岸 地 域 の 活 性 化 を 図 り ま す 。

取組の写真、イラストなど
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〔 政 策 の 体 系 〕 環 境

快 適 な 生 活 環 境 づ く り政 策

２ 身 近 な 地 域 で 生 じ る 生 活 環 境 の 問 題 に 対 応 し ま す 。

施 策

１

施 策

2

将 来 の 需 要 を 見 据 え た 斎 場 機 能 の 充 実
施 策

３

将 来 の 火 葬 需 要 へ の 対 応 に 向 け 、 老 朽 化 し た 斎 場 の 再 整 備 や 今

後 の あ り 方 を 検 討 し 、 利 用 者 の 利 便 性 向 上 を 図 り ま す 。

空 き 家 ・ 空 き 地 対 策 の 推 進

民 間 事 業 者 と の 連 携 に よ る 空 き 家 情 報 バ ン ク の 運 営 や 若 年 新 婚

世 帯 を 対 象 と し た 中 古 住 宅 取 得 へ の 支 援 な ど に よ り 、 空 き 家 の

流 通 促 進 を 図 り ま す 。

空 き 家 の 除 却 や 有 効 活 用 へ の 助 成 、 相 談 体 制 の 充 実 な ど 、 空 き

家 所 有 者 自 ら に よ る 対 応 へ の 支 援 を 行 う と と も に 、 空 き 家 の リ ノ

ベ ー シ ョ ン に よ る 利 活 用 を 推 進 し ま す 。

放 置 さ れ た 空 き 家 は 、 倒 壊 の 危 険 や 住 環 境 へ の 悪 影 響 、 治 安 の

悪 化 な ど 、 重 大 な 問 題 を 発 生 さ せ る 恐 れ が あ る こ と か ら 、 空 き 家

所 有 者 や 市 民 に 対 す る 情 報 発 信 を 図 り 、 空 き 家 対 策 へ の 意 識 の

向 上 を 図 り ま す 。

空 き 地 の 適 正 な 管 理 に 向 け た 啓 発 を 行 う と と も に 、 管 理 が 不 十

分 な 空 き 地 の 所 有 者 等 へ の 指 導 に 努 め ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 環 境 基 本 計 画

• 富 山 市 空 家 等 対 策 計 画

良 好 な 生 活 環 境 の 確 保

工 場 ・ 事 業 所 等 に お け る 排 ガ ス や 排 水 な ど の 規 制 基 準 の 達 成 状 況

を 監 視 ・ 指 導 し 、 公 害 の 防 止 対 策 を 図 り ま す 。

カ ラ ス の ふ ん 害 や 鳴 き 声 に よ る 騒 音 被 害 な ど 、 身 近 な 生 活 環 境 の

問 題 に 対 応 し 、 市 民 が 快 適 に 暮 ら せ る 地 域 環 境 づ く り を 進 め ま す 。

取組の写真、イラストなど



〔 政 策 の 体 系 〕 環 境

循 環 型 社 会 の 形 成政 策

３ ご み の 排 出 抑 制 と リ サ イ ク ル に よ る 資 源 循 環 を 推 進 し ま す 。

環 境 に や さ し い ラ イ フ ス タ イ ル の 推 進
施 策

１

ご み の 発 生 抑 制 に 取 り 組 み 、 ご み を で き る だ け 出 さ な い ラ イ フ ス

タ イ ル へ の 転 換 を 図 り ま す 。

民 間 事 業 者 と 連 携 し 、 日 常 生 活 で リ ユ ー ス 活 動 に 取 り 組 み や す

い 環 境 整 備 を 推 進 し ま す 。

プ ラ ス チ ッ ク を は じ め 、 資 源 の 分 別 回 収 や 再 資 源 化 を 促 進 し 、 包

括 的 な 資 源 循 環 に 取 り 組 み ま す 。

施 策

３

３ R 推 進 ス ク ー ル や エ コ タ ウ ン 学 園 な ど の 環 境 学 習 講 座 の 実 施 に

よ り 、 子 ど も か ら 大 人 ま で 、 幅 広 い 世 代 の 市 民 が ご み の 減 量 化 ・

資 源 化 を 身 近 に 体 験 し 、 学 ぶ こ と が で き る 機 会 を 提 供 し ま す 。

資 源 循 環 の 取 組 や 海 洋 ご み な ど の 環 境 問 題 に つ い て 、 情 報 発 信

や 学 習 コ ン テ ン ツ の 充 実 に 取 り 組 み ま す 。

環 境 学 習 の 充 実

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 環 境 基 本 計 画

• 富 山 市 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画

施 策

２

サ ー キ ュ ラ ー エ コ ノ ミ ー の 実 現 に 向 け 、 市 民 や 事 業 者 の 理 解 促 進

や 意 識 醸 成 を 図 り ま す 。

従 来 の 「 大 量 生 産 ・ 大 量 消 費 ・ 大 量 廃 棄 」 と い う 持 続 困 難 な 経 済

シ ス テ ム か ら 、 資 源 や 環 境 へ の 対 応 を 新 た な 付 加 価 値 と す る 経

済 シ ス テ ム へ 転 換 し 、 持 続 的 な 発 展 を 目 指 し ま す 。

地 域 特 性 を 生 か し た 循 環 資 源 や 再 生 資 源 の 活 用 に よ り 、 付 加 価

値 を 創 出 し 、 地 域 の 活 性 化 を 図 り ま す 。

サ ー キ ュ ラ ー エ コ ノ ミ ー （ 循 環 経 済 ） の 推 進

取組の写真、イラストなど
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〔 政 策 の 体 系 〕 環 境

ゼ ロ カ ー ボ ン の 推 進政 策

４ 2 0 5 0 年 の ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ の 実 現 に 向 け た 取 組 を 推 進 し ま す 。

施 策

１

施 策

2
省 エ ネ ル ギ ー の 推 進

住 宅 の Z E H 化 や 省 エ ネ ル ギ ー 設 備 の 導 入 を 支 援 し 、 地 域 の 省 エ

ネ ル ギ ー 化 を 推 進 し ま す 。

中 小 企 業 の G X を 推 進 す る た め 、 省 エ ネ ル ギ ー 診 断 の 受 診 や 脱

炭 素 設 備 の 導 入 を 支 援 し 、 脱 炭 素 経 営 の 促 進 を 図 り ま す 。

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 入 拡 大 ・ 活 用 推 進

太 陽 光 発 電 を 柱 に 、 中 小 水 力 、 バ イ オ マ ス な ど を 組 み 合 わ せ て 再

生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 入 拡 大 ・ 活 用 推 進 を 図 り 、 電 力 の 脱 炭 素 化

を 推 進 し ま す 。

取組の写真、イラストなど

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 環 境 基 本 計 画

• 富 山 市 地 球 温 暖 化 対 策 推 進 計 画

施 策

３
エ ネ ル ギ ー ビ ジ ネ ス の 活 性 化

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 地 産 地 消 を 推 進 し 、 エ ネ ル ギ ー 関 連 サ ー

ビ ス の 振 興 に 繋 が る ビ ジ ネ ス モ デ ル の 構 築 を 目 指 し ま す 。

環 境 先 進 都 市 と し て 、 開 発 途 上 国 で の 脱 炭 素 等 の 環 境 技 術 導 入

に 向 け た 市 内 企 業 の 取 組 を 支 援 し ま す 。

施 策

４
多 様 な ス テ ー ク ホ ル ダ ー と の 協 働

脱 炭 素 社 会 の 実 現 に 向 け て 、 市 民 ・ 事 業 者 ・ 行 政 が 一 体 と な り 、 地

域 全 体 で エ ネ ル ギ ー プ ロ ジ ェ ク ト に 取 り 組 む 基 盤 の 拡 大 を 図 る と

と も に 、 環 境 教 育 を 推 進 し ま す 。

環 境 問 題 等 の 解 決 に 向 け て 、 国 内 外 の 自 治 体 や 国 際 機 関 等 と 連

携 を 図 り ま す 。



文化・芸術
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分野
１４

写真①

写真②

写真③

文化・芸術分野に関連するSDGｓゴール

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 文 化 ・ 芸 術 の 振 興 に と ど ま ら ず 、 観 光 、 ま ち づ く り 、 国 際 交 流 、 産

業 等 幅 広 い 分 野 と の 連 携 や 市 民 と の 協 働 に よ り 、 富 山 市 な ら で は

の 新 た な 価 値 を 創 造 し 、 都 市 の 魅 力 向 上 と 活 性 化 に つ な げ ま す 。

富 山 市 は 、 ガ ラ ス 、 舞 台 芸 術 、 デ ザ イ ン 、 民 俗 民 芸 、 文 化 遺 産 、 伝 統 行 事

な ど 、 多 様 な 文 化 ・ 芸 術 資 源 を 培 っ て き ま し た 。 こ れ ら は 、 市 民 の 創 造 的

な 活 動 を 支 え る と と も に 、 観 光 や ま ち づ く り 、 地 域 経 済 に も つ な が る 富

山 市 な ら で は の 魅 力 と な っ て い ま す 。

一 方 、 こ れ ら の 文 化 ・ 芸 術 資 源 を 守 り 、 発 展 さ せ て い く に は 、 さ ら な る 魅

力 向 上 や 情 報 発 信 の ほ か 、 観 光 、 ま ち づ く り 、 国 際 交 流 、 産 業 等 関 連 す

る 幅 広 い 分 野 と の 連 携 が 求 め ら れ て い ま す 。 ま た 、 市 民 参 加 の 拡 大 や 伝

統 文 化 の 担 い 手 不 足 へ の 対 応 も 課 題 と な っ て い ま す 。

今 後 、 文 化 ・ 芸 術 の 振 興 だ け で な く 、 相 乗 効 果 が 期 待 で き る 他 分 野 と の

連 携 を 視 野 に 入 れ た 総 合 的 な 文 化 芸 術 施 策 を 展 開 し 、 文 化 ・ 芸 術 に よ る

富 山 市 な ら で は の 新 た な 価 値 を 創 造 す る こ と に よ り 、 都 市 の 魅 力 向 上 と

活 性 化 に つ な げ ま す 。 ま た 、 市 民 に よ る 多 様 な 文 化 活 動 の 促 進 や 地 域 に

根 差 し た 伝 統 文 化 の 継 承 を 通 じ て 、 郷 土 へ の 愛 着 と 誇 り の 醸 成 を 図 り 、

富 山 市 の 文 化 ・ 芸 術 を 次 世 代 へ つ な げ ま す 。
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

① ②

③ ④

文 化 ・ 芸 術

文化・芸術による富山市ならではの新たな
価値を創造する取組が求められています。

ガ ラ ス 文 化 や 舞 台 芸 術 へ の 関 心 は 高 ま っ て

い ま す が 、 市 民 へ の さ ら な る 浸 透 や 全 国 的 ・

国 際 的 な 認 知 度 の 強 化 に は 課 題 が あ り ま す 。

今 後 は 、 国 内 外 に 富 山 市 の 文 化 ・ 芸 術 の 魅 力

を 戦 略 的 ・ 効 果 的 に 発 信 す る と と も に 、 文

化 ・ 芸 術 と 相 乗 効 果 が 期 待 で き る 幅 広 い 分

野 と 連 携 し た 取 組 が 求 め ら れ て い ま す 。

文化・芸術の魅力を産業や観光につなげる
取組が求められています。

ガ ラ ス 文 化 を は じ め 、 こ れ ま で 培 っ て き た

「 富 山 市 な ら で は 」 の 強 み は あ り ま す が 、 さ

ら な る ブ ラ ン ド 価 値 の 向 上 や 普 及 展 開 に 課

題 が あ り ま す 。 今 後 は 、 観 光 面 や 商 業 的 な 価

値 を 高 め る と と も に 、 富 山 市 ら し さ を さ ら に

発 信 す る 取 組 の 推 進 が 必 要 で す 。

市民が日常的に文化・芸術に親しむ機会
のさらなる充実が求められています。

市 民 が 自 主 的 に 行 う 文 化 ・ 芸 術 に 関 す る 創

作 ・ 発 表 の 場 や 、 鑑 賞 機 会 の 提 供 等 の 取 組 は

行 わ れ て い ま す が 、 引 き 続 き 、 文 化 ・ 芸 術 に

関 す る 活 動 を 行 う 市 民 の 自 主 的 な 活 動 を 促

進 し て い く こ と が 必 要 で す 。 市 民 が 日 常 的 に

多 様 な 文 化 ・ 芸 術 に 親 し み 、 気 軽 に 文 化 活 動

を 楽 し む 機 会 を よ り 一 層 充 実 さ せ る こ と が

求 め ら れ て い ま す 。

伝統文化や文化遺産等を活用し、次世代
へ継承するための対策が必要です。

地 域 な ら で は の 伝 統 文 化 の 継 承 や 文 化 遺 産

の 保 存 ・ 活 用 が 進 め ら れ て い る も の の 、 担 い

手 不 足 や 計 画 的 な 保 存 ・ 整 備 な ど に 課 題 が

あ り ま す 。 地 域 資 源 や 観 光 資 源 と し て 活 用 し

な が ら 、 次 世 代 に 魅 力 や 価 値 を 伝 え る 持 続

可 能 な 取 組 の 推 進 が 必 要 で す 。

ガラス関連施設への
入場者数

基準 ガラス美術館352,322人
（令和6～7年度平均）
ガラス工房７９，６０１人
（令和3～7年度平均）

富山市調査

目標

市民文化振興事業
における入場率

基準 79.6％
（令和７年度）

82.5％
（令和13年度）

富山市調査

目標

富山デザインフェアアンケート
の満足度「満足」の割合

基準

目標

基準

目標

文化遺産等の
対象施設の利用者数

63.4％
（令和７年度）

73,685人
（令和７年度）

富山市調査 富山市調査

７５.0％
（令和13年度）

77,800人
（令和13年度）

ガ ラ ス 美 術 館 来 館 者 数 の 推 移 富 山 ガ ラ ス 工 房 「 創 作 工 房 （ レ ン タ ル 工 房 ） 延 べ

利 用 者 数 」 の 推 移

出典：富山市調査 出典：富山市調査
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※市民文化振興事業：音楽、演劇、舞踊等多様で質の高い芸術文化

を市民に提供し、魅力ある文化の創造に寄与する事業

出典：富山市「富山市調査」

※対象施設：馬場家、森家、浮田家、米田家、
婦中安田城跡歴史の広場、北代縄文広場
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〔 政 策 の 体 系 〕

観 光 ・ ま ち づ く り ・ 産 業 等 と の 連 携 に よ る 質 の 高 い

文 化 ・ 芸 術 の 共 創

政 策

１
富 山 な ら で は の 新 た な 価 値 を 創 造 し 、 さ ら な る 魅 力 の 創 出 を 図 り ま す 。

「 ガ ラ ス の 街 と や ま 」 の 推 進
施 策

2

富 山 市 な ら で は の 文 化 ・ 芸 術 の 創 造

オ ー バ ー ド ・ ホ ー ル を 拠 点 に 、 国 内 外 の 多 様 な 音 楽 や 舞 台 芸 術 に

関 す る 公 演 を 開 催 し 、 質 の 高 い 芸 術 文 化 の 発 信 や 鑑 賞 の 機 会 を

提 供 し ま す 。

多 様 な 文 化 ・ 芸 術 に 関 わ る 人 々 と の 協 働 や 市 民 参 加 型 の 創 作 活

動 に よ り 、 富 山 市 な ら で は の ユ ニ ー ク な 文 化 ・ 芸 術 に 触 れ る 機 会

を 提 供 し ま す 。

文 化 ・ 芸 術 分 野 に と ど ま ら ず 、 観 光 、 ま ち づ く り 、 国 際 交 流 、 産 業

等 幅 広 い 分 野 と 連 携 し 、 富 山 市 な ら で は の 新 た な 価 値 を 創 造 す

る こ と に よ り 、 来 訪 者 増 加 や 交 流 促 進 、 地 域 内 で の 滞 在 ・ 消 費 の

拡 大 を 図 り 、 文 化 芸 術 の 価 値 を 生 か し た 地 域 経 済 の 活 性 化 に つ

な げ ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 文 化 創 造 都 市 ビ ジ ョ ン

• ガ ラ ス の 街 づ く り ビ ジ ョ ン

取組の写真、イラストなど

施 策

１

文 化 ・ 芸 術

81

ガ ラ ス 造 形 研 究 所 、 ガ ラ ス 工 房 、 ガ ラ ス 美 術 館 の 3 施 設 が 連 携 し 、

人 材 育 成 か ら 制 作 、 展 示 、 販 売 ま で を 一 体 的 に 進 め 、 「 富 山 ガ ラ

ス 」 の グ ロ ー バ ル な 発 展 と 発 信 に よ り 「 ガ ラ ス の 街 と や ま 」 を さ

ら な る ス テ ー ジ に 押 し 上 げ ま す 。

外 部 講 師 の 招 聘 や 公 開 講 座 の 実 施 に よ り 、 ガ ラ ス 作 家 の 育 成 や

技 術 力 の 向 上 を 支 援 し ま す 。

ガ ラ ス の 制 作 体 験 や ワ ー ク シ ョ ッ プ の 開 催 な ど を 通 じ て 、 市 民 が

日 常 的 に ガ ラ ス に 触 れ る 機 会 を 提 供 し ま す 。

ガ ラ ス 工 房 や ガ ラ ス 美 術 館 の シ ョ ッ プ 等 に お い て 、 「 富 山 ガ ラ

ス 」 作 品 の 販 売 促 進 に 取 り 組 み 、 市 民 へ の 普 及 と 創 作 活 動 の 産

業 化 を 推 進 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 観 光 ・ 交 流 　 政 策 １ － 施 策 ４
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〔 政 策 の 体 系 〕

市 民 文 化 活 動 へ の 支 援
多 様 な 文 化 活 動 へ の 参 加 を 促 し 、 市 民 の 創 造 性 と 交 流 を 広 げ ま す 。

施 策

１

施 策

2
市 民 の 創 造 性 と 交 流 拡 大 に 向 け た デ ザ イ ン 活 動 の 支 援

優 れ た 商 業 デ ザ イ ン や 広 告 デ ザ イ ン の 展 示 イ ベ ン ト 、 デ ザ イ ン セ

ミ ナ ー 、 ト ー ク イ ベ ン ト 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど を 通 じ て 市 民 が 広 く

デ ザ イ ン に 親 し む 機 会 を 提 供 し ま す 。

学 生 や 若 手 デ ザ イ ナ ー 、 教 育 機 関 、 企 業 と の 連 携 に よ る 企 画 を 充

実 さ せ 、 次 代 を 担 う デ ザ イ ン 人 材 の 育 成 と 参 加 を 促 進 し ま す 。

取組の写真、イラストなど

多 様 な 文 化 ・ 芸 術 に 親 し む 機 会 の 充 実

政 策

２

文 化 ・ 芸 術

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 文 化 創 造 都 市 ビ ジ ョ ン

富 山 市 民 芸 術 創 造 セ ン タ ー を 拠 点 に 、 ジ ャ ン ル を 超 え て 文 化 ・ 芸 術

活 動 を 担 う 人 々 の 交 流 を 図 り ま す 。

公 民 館 等 の 地 域 の 施 設 で の 出 張 コ ン サ ー ト な ど 、 市 民 が 文 化 ・ 芸

術 を 身 近 に 感 じ る こ と の で き る 機 会 を 提 供 し ま す 。

幅 広 い 世 代 に 合 わ せ た 公 演 や イ ベ ン ト を 開 催 す る と と も に 、 市 民

の 創 作 活 動 を 発 表 す る 場 を 提 供 す る こ と に よ り 、 文 化 ・ 芸 術 に 取 り

組 み や す い 環 境 を 整 え ま す 。

子 ど も 向 け の 公 演 や ス ト リ ー ト ピ ア ノ な ど 、 幼 少 期 か ら 日 常 的 に 多

様 な 文 化 ・ 芸 術 に 触 れ る 機 会 を 創 出 し ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕

伝 統 文 化 の 継 承 と 文 化 遺 産 の 活 用
地 域 に 根 ざ し た 伝 統 文 化 を 守 り 生 か し 、 次 世 代 へ つ な ぐ 取 組 を 進 め ま す 。

施 策

１

施 策

2
地 域 の 伝 統 文 化 の 継 承

富 山 市 を 代 表 す る 伝 統 文 化 で あ る 「 お わ ら 風 の 盆 」 や 「 曳 山 祭

り 」 に つ い て 、 担 い 手 の 育 成 や 新 た な 魅 力 の 創 出 ・ 発 信 を 図 り 、

持 続 可 能 な 伝 統 行 事 と し て 継 承 し て い き ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 観 光 ・ 交 流 　 政 策 ２ ー 施 策 ３

地 域 の 自 然 や 歴 史 、 文 化 財 な ど に 実 際 に 触 れ る 学 習 機 会 を 通 じ

て 、 子 ど も た ち の 郷 土 へ の 愛 着 と 誇 り の 醸 成 を 図 り ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 郷 土 愛 　 政 策 ２ ー 施 策 ２

途 絶 え て い た 伝 統 行 事 の 復 活 な ど 、 地 域 に よ る 伝 統 や 文 化 の 継

承 に 向 け た 取 組 を 支 援 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 　 政 策 ４ － 施 策 ２

取組の写真、イラストなど

文 化 遺 産 等 の 保 存 ・ 活 用

指 定 ・ 登 録 文 化 財 や 未 指 定 文 化 財 の 計 画 的 な 保 存 ・ 整 備 を 進 め 、

観 光 資 源 や 地 域 資 源 と し て 活 用 し ま す 。

史 跡 の 保 存 ・ 活 用 を 図 る こ と に よ り 、 史 跡 の 魅 力 や 価 値 を 幅 広 い

人 々 に 周 知 し 、 後 世 に 継 承 し ま す 。

政 策

３

文 化 ・ 芸 術

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 文 化 創 造 都 市 ビ ジ ョ ン

• 富 山 市 文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画


